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- 2 ー 林業試験場研究報告 ~J98 サ

1 .緒 日

近年欧米の靖国において急直に一汗及された木材誠別法lこカード式方法があげられる。この方法は，従米よ

り行われてきた，特徴の複雑なる組合わせから成りたち，かつ同定された)1民序にしたがって検索を進めてゆ

くいわゆる Dichotomous key (二叉式識別表〕の欠点をとり除き，だれにでも行える一般的なものにし

ようとして 1938 年に CLAlU;g が次項に記述するようなカードを用し、る識別方法を考案し， これに

“ Multiple entry" key (多口式識別表〕と名づけて発表したときにはじまったものである。

本法の特色f;!:，識別カードをmい，これに記載されている特徴についていかなる順序からでも任意に識別

が行えることと，新しい芹]'~':(f1tJ種を追加するのに，おおむねは，ただその樹種の識別カードを作成してつけ加

えるだけでよく.いたって簡便であることにある。すなわち、この方法によるときは Dichotomous key 

法にみられるような，ある特定の地区や樹種にかぎる必要もなく，制種ごとの誠別カードを1集約することに

よって，容易に検索樹柿のIIむ団を拡大することができる。また， IJliI定された順序からなっている』級別拠点に

したがって検索を進めなければならない不利不便もない。さらに確実に認識できる特徴より誠別してゆける

ので，上記の Dichotomous key 法におけるごとく，小さな試料などのため，はじめに不確実な判定をドし

た結果，最後にとんでもない間違いを招くような1(1:日資性もない。その手法はすべて機械的に的伎に行えるの

で，格別木材識別に関する!設富なる知識経験を右する特定の人にかぎられることもなく，識別しようとする

供試材について，カードにßIi)日されている特徴の判定さえできる者なら，だれでも容易に行えるものである。

しかし本法においても，減別カード調製の基範ば，やはり木材・~1~別に関する豊富なる知識と経験を有す

る研究者の創意と工夫とにまたなければならない。なんとなれば第j[lJJ:に記述するごとく，識別カードに使

用される特徴(ま‘木材誠別上のあらゆる観点から充分に検討され，もっとも適切なものが選定されなければ

ならないとともに，これに関与する性質については各樹極ごとに充分な究明がなされており，これを知悉し

ておらなければならないからである。

長近わが国においてもようやくこの方法が注目されるようになったが，いまだその実施されていることを

聞かない。そこで，筆者はとりあえず本邦産針葉樹{寸を中心に，木材利用の実情より，これに愉入外材(平

常の貿易関係における〉および国内各地に植栽されている外国原産種の主なものを加えて対象とし，主とし

て木材の解剖学的性質を特徴とするカード式木材識別法の基範を提示してその普及の便を図ろうと考えた。

しかし，過去における木材~!;Ii;lJljに|刻する研究成果を，そのままこの方法に週月jするには，なお幾多不充分な

点も感じられたので，既往の研究成果に再検討を加えるとともに，未検閲種の性質や識別拠点に関しても，

あらたに観察調査してその基礎的資料を作成した。

カード式総別法においては，次項の( U )に記述するような特性を有するため，主として短時間内における

概略的な誠lJljに重点をおき，詳細なる識別は他の方法にゆずっているものがほとんどである。

筆者はこの点をも，できるだけ本手法によれるよう企画し，第E項に記述するごとく.識別カードに川う

る特徴を一次的特徴と二次的特徴に区分し，検索に{ji) 口する 11民序を 2段階にわかった。このことは一見どの

特徴からでも誠別がすすめられるという本法の特色を保殺するようであるが，詳細なる樹種識別までカード

式手法の便秘に頼ろうとするには，現在における木材誠別に関する知識経験をもってしては，このような手

段を講ずる以外ほかに適当な方法は見あたらない。

さらに筆者は，このカードが榔種識別以外に木材利用上の指針としても役だち，また最終的樹種判定にお
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けるJ1(iR資料ともなるよう，カードに)1Jl"、る持微や記載事項にくふうを/)11えて考案作成した。

よって，ここに筆者が提案するカード式木材識別法に関して種h解説的に記故報告し，わが凶における本

法の参考に供しようとするものである。

本稿を草するにあたり，種h御J白専を賜わり，また貴重な供試材の一部を提供していただいた東京大学の

猪熊救援および島地教官に対し，さらにいろいろ街回収と御指導にあずかった当林業試験場長斎藤美的氏お

よび小企木材部長に対し，また， t立J種名などに関して懇切な御教示をいただいた造林郁植生研究室長の草下

技官に対し深く感謝するとともに， たえず種h街1援助と御協力をお願いした当木材組織研究室の須藤須

)11同技官に対し，また識別カード作成の原案に対し種h貴重な検討を加えて下さった木材部材料科の各位に

対し，厚く制批申し上げる。

なお，木報告の概要については， [1"卜年 4 月 UIJ位された木材学会lこおL、て，すでに発表ずみのものである。

E 識別方法の概要

(1)識自IJ カード

この方法によって木材識別を行うには，まず識別カードを川意しなければならない。識別カードは所定の

大きさを有し，その周辺をめぐって木材の識別拠点となる性質その他の特徴を整ーに記入してあり，各特徴

ごとにその周囲に円い孔が穿たれてL、る。これらの孔はそれぞれ木材の一つの特徴を代表していることにな

る 0

2在者が考案した識別カードの様式を示せば Text-Figs. 1 (表面)， 2(裏面〉のとおりである。これには表

聞に識別上重要な特徴をあげ，裏面には位j租識別以外に材の利m上の指針とヰ，なるよう，利用上の特'I'!! ，強

度的性能および用途等を特徴にあげた。さらに識別上の参考事項として，一般的性質，材の肉官、的および解

剖学的性質等の記載欄を設け，また適当の個所を選んで10倍程度の核断面の顕微鋭写真を貼付するようにし

てある。

なお，特徴飛号に( )を付したものは顕著に出現した場合にのみ月J l"、る特徴であり守同じく[ 1で囲ん

であるものは後に記す二次的特徴であることを示している。また，特徴番号だけで笠欄になってL 、る価所

は，識別の対象樹種の増加lなどにより，新たに識別拠点となる特徴を増加する必要の生じたときの予備欄で

ある。

つぎに各樹種ごとに識別カードに用いた特徴について究明作成されたTable 5，および 6 のごとき資料

より，減別の対象となる ti1J種のすべてにつき，記載されている特徴の111(序にしたがって，該当樹程に存在す

る特徴のすべての欄の孔に，ハザミその他適当の器具を用い外部まで貰レた校状の切れこみを入れる。同時

に特定の特徴については，規定にしたがってそれぞれ所定の記号を付ける。またさらに第V項の記載のごと

き資料によって参考事項，その他必要な事項を記入し.用意した横断面の写真 (Fig 4g~127) なども貼付

しておしただし範例によっては表面のみを?用い識別上の特徴のみをあげただけのものもある。

このようにして樹種ごとに作製した識別カードがそろえば準備は完了したわけである。
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Table 1. Explanation of the items used in the key. 

1. GENERAL 

1. Heartwood and sapwood indistinguishable. 

(2) Heartwood distinctively coloured (only to be used positively). 

3. Boundary of heartwood and sapwood cIear. 

4. Growth rings comparatively indistinct (Fig. 1). 

5. Latewood conspicuous (Fig. 2). 

(6) Odour pronounced (only to be used positively). 

(7) Taste (only to be used positively). 

(8) Lustre pronounced (only to be used positively). 

9. Greasy to the touch (only to be used positively). 

10. 

(11] Comparatively heavy and hard. 

(12] Comparatively Iight and soft 

n . TRACHEIDS 
13. Bordered pits aIternate (Radial waIls , Fig. 3). 

14. Bordered pits muItiseriate, opposite (only to be positively. , Fig. 4). 

15. Margin of tori scaIloped (Fig. 5). 

<16. > Border with thickenings (Fig. 6). 

<17. > Lenticular aperture frequent1y present in earIy wood (Fig. 7). 

18. Spiral thickenings present in earIywood (Fig. 8). 

19. 

(20] InterceIlular spaces conspicuous (between normal tracheids. , Fig. 14). 
(21] CrystaIs present. 

m. RESIN DUCTS 

22. Normal verticaI resin ducts present, mostly soIitary (Fig. 16). 
23. Normal verticaI resin ducts present, soIitary or 2・severaI continuous (Fig. 17). 

24. Traumatic resin ducts , vertical or horizontal , present (Figs. 18, 19). 

25. Normal horizontaI resin ducts present (Figs. 20, 21). 

26. EpitheIial ceIls thick-waIled (Figs. 17, 20, 21). 

27. Number of epitheIiaI ceIls per duct, mostly 5~6 (Fig, 20). 
28. Number of epitheIial ceIls per duct, mostIy 7~12 (Fig. 21). 

JV. P ARENCHYMA 

29. Parenchyma present (Figs. 24, 25, 26, 27). 

30. Parenchyma abundant (Figs. 24, 26). 

31. Transverse waIls nodular (Figs. 22). 

32. CrystalIiferous idioblast present (Fig. 23). 

(33] Tangential arrangement (Fig. 24). 

[34] Diffused in a part of a ring (Fig. 25). 

(35] Zonate arrangement (Fig. 24). 

(36] Terminal arrangement (Fig. 27) 

(37] Evenly diffused aIl over the ring (Fig. 26). 

Tf. CROSS-FIELD PITTING 

38. Cross-field pits 1~3 large, simple or nearly so , in earlywood (Figs. 28, 36). 
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39. Cross-field pits piceoid (Fig.29). 

40. Cross-field pits cupressoid (Fig.30). 

41. Cross-field pits taxodioid (Fig.31). 

42. Cross-field pits 1-6 pinoid (Fig.32). 

Vl. RAYS 

43. Ray tracheids regularly present (Figs. 33, 34 35). 

44. Ray tracheids dentate (Fig.34) 

45. Ray tracheids with spiral thickenings (Fig.35). 

46. Horizontal walls thin (Fig.36). 

47. Horizontal walls unpitted (Fig.36). 

48. Horizontal walls strongly pitted (Fig.37). 

(49) Indentures present (Fig.38). 

50. End wal1s nodular (Fig.39) 

[51] Crystalliferous celIs present (Fig.40). 

[52] Sciadopity type cel1s (Fig.41). 

[53] Body cells approximately iso-diametric (Fig.42). 

[54] Body ceJ1s elongated (Fig.43). 

[55] Body ceJ1s angulated (Fig.44). 

[56] Less than 15 cells high .. 

[57] Sometimes more than 30 cells high .. 

[58] Biseriate rays comparatively abundant (Fig.45). 

[59] Ray cells with dark contents present (Fig.46). 

�![. COLOUR REACTION 

60. Flavone reaction. 

61. Fluorescence. 

62. 

63. 

WI. FAMILY 

64. Ginkgoaceae. 

65. Taxaceae. 

66. Podocarpaceae. 

67. Araucariaceae. 

68. Cephalotaxaceae. 

69. Pinaceae. 

70. Taxodiaceae. 

71. Cupressaceae. 

1X. HABIT AT OF JAP ANESE WOOD 

72. Hokkaido Island. 

73. Main Island. 

74. Shikoku Island. 

7 -
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75. Kyusyu IsIand. 

76. 

X. HABITAT OF FOREIGN WOOD 

77. North America. 

78. South America. 

79. Australia. New Zealand. 

80. FiIippines, Indonesia. 
81. Formosa, China. 
82. Korea, Manchuria. 
83. Maritime Provinces, SakhaIin. 
84. Europe, etc. 

XI. CHARACTERISTICS FOR UTILIZATION 

DurabiIity. 

85. Great. 

86. Medium. 

87. Little. 

MisceIlaneous. 

88. Resistant to termite. 

89. Resistant to wood staining fungus. 

90. Good planing abiIity. 

91. Good cIeavage abiIity. 

92. Good naiI-holding abiIity. 

XII. MECHANICAL PROPERTY 

Compressive strength. 

93. -300 kg/cm2 

94. 300-400 kg/cm2 

95. 400- kg/cm2 

96. 

Young's modulus (bending) 

97. - 80,000 kg/cm2 

98. 80,000-100, 000 kg/cm2 

99. 100,000- kg/cm2 

100. 

盟. USE 

101. BuiIding. 

1ﾘ2. Furnish carpentry. 

103. Stake, SIeeper, Bridge. 
104. Furniture. 

105. Ship buiIding. 

106. VehicIe. 

107. Paper-making. 
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108. Plywood. 

109. Packing. 

110 Pail and cask 

111. Pencil-wood. 

112. Match司wood， Wood-shaving 

113. Lacquerware. 

114. Dock-gates's, door 

115. Musical instrument 

116. Sculpture wood. 

Note: Item nUffibers encircled with [ J indicate subcrdinate characteristic, and 

those parenthesized are used when such characteristics are conspicus. 

(n) 実施方法

まず識別鑑定しようとする供試材について，主として識別カードにあげである特徴について観察調査す

る。つぎにその制査結果にもとづき，その材が有する諸特徴のなかから任意の一つ合選び，そろったカー Fの

それに該当する特徴の孔に棒を差しこんで振る。そのようにすれば，選んだ特徴を有する樹秘のカードはす

べて棒からはずれて落ちる。そこで次に供試材の第二の特徴を選C，落ちたカードのみを集めてい]じ操作を行

う。このような操作をくり返してゆけば，最後に残った 1 枚ないしは数枚のなかの 1 枚が求める秘j種である。

本法においては，識別に用いられる特徴は個々に独立しており，いずれも平等に取り扱われ，複械的に検索

がすすめられる関係上，識別カードに使用されている特徴は，一般に識別上重要で去ると同日立に，だれにも

容易に確認できる顕著な性質が選用されている。したがって，実際の識別においては多くの場合，最後に残

るカードは 1 枚ではなく同属などの幾枚かである公算が大きい。なんとなれば，それらj互産量樹程相互間の識

J.j lj点はおおむね上述したような顕著な性質のなかには少ないからである。すなわち， ;ìlÍ縁樹種の相違点は，肉

眼的性質においては材の色訳，香気，年輸の栴成状態，春材から秋材への移行状態材の堅秋などにある場

合がかなり多しこれらの性質に関する判別はおおむね比較対照的に行うもので，多分に経験的要素を必要

とし，だれにも判定容易な単独の特徴としてはとり出しがたいためである。また，これを材の解剖J学的性質

についてみても，仮導管や髄線￠細胞形態.樹脂紅胞の配列型など.やはり同様のものが多いからである。さ

らに同原捗j種間における識別拠点として，すでに記敵されている特徴のなかにも，いまだ普遍性などに関す

る究明が不充分であって，独立した特徴としては信頼性が低く，この方法に適用できないものが多いためで

もある。

よって，カード式木材識別法においては，これを欧米諸国の範例にみても明らかなとおり，主として概略

的識別に重点がおかれている。それらの範例においては近似材間￠細J.jljは釘おむね，上述したごとき性質を

月3いて識別上の補助的特徴としてTIfik解説を加え，これを参照したり，あるいは識別カードにその樹種の性

質や細かし、識別点などを正載しておき，これらとの比較照合によって詳細な樹種判定を行うように企図した

ものが多い。

しかし，筆者はこの最終的の識別まで，できるだけこのカード式手法によれるようにと考え，各樹材の識

íllj点について再J検討し，そのi直iH のいかんにより，これを次項の(1)におし、て記述する理由から，一次的

特徴と二次的特徴とにわかち，まず前者のみによって概陥的に識別し，しかる後必要に応じ後者によって検望者
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をすすめるよう考案した。

本手法においては，識別カードに記載されている特徴について，これが供試材に確認された場合にのみそ

の特徴を用いて検索をすすめてゆくことを原則とする。特に二次的特徴の使用にあたっては，この原t!lJを厳

守しなければならない。これは，二次的特徴中には，多分に ?1.適性の低いものや，その性質に関する究明が

まだ不充分なものが存在するためである。普通性高く，判定容易な顕著な一次的特徴においては，識別する

人の知識と経験によっては，必ずしも，この原則にとらわれる必要はない。たとえば，樹脂潜とか，髄線仮

導管の存否の関係については，識別カードには，存在する特徴しかJlJいてないが，明らかに存在しなL 、制種

であると確認できる場合もある。このような際には，存在するとしヴ特徴の穴に棒をさし入れてふるい，一

般とは逆にその落ちたカードを捨て，棒に残ったカードについて次の検索に移るごとき臨機応変的な佼法も

とれるわけである。ただし，みだりにこれを行うべきでないことはいうまでもない。

また上述した樹種識別以外に，カードの裏面の特徴を用~"同一手法によって，求める材質や用途を有す

る樹程を検出できるとともに，求める樹種のカードを索引し，その材質や用途の概略を知ることができる。

なおカードの裏面に記載された参考事項，写真などを参照して，検出に用いた供試材について再検討し，

その判定の正織を期すべきである。

さらに第V項におし、て，識別の対象とした樹材に関し，各科ごとに属の特徴と，同属ならびに近似樹種聞

の識別拠点などについて解説し，本法ならびに一般的識別法における参考に供した。

目 識別カードに用いた特徴の説明

本法の長所の一つは，検索樹種の範囲をひろげるのにただその樹種のカードを追加するだけでこと足り，

Dichotomous key における場合のように， その樹種をどこにとり入れるか， そのつど全面的に再検討し

たり，ときとしては識別表を組み替えたりしなければならなレような不便はなく.いたって簡便に行える点

にある。したがって，カードに用いられる特徴は，識別の対象樹種の範囲をなるべくひろくして選定される

ことが望ましいわけである。しかし，その反面いたずらに対象の1包囲を拡大するとぎは，必要以仁に;政5JU拠

点を細別したり，その数を増さなければならなかったり，あるし、はかえって制限しなければならない関係が

生じたりして.しだいに実用目的から遠ざかるおそれがある。またその利用者の対象をどこにおくかによっ

ても大いに異なってくる。たとえば顕微鏡を使用しないで識別する場合には，いかに詳細なる解剖学的性質

の特徴が用いられてあっても無意味に等しレわけである。

選定された特徴は，容易に判定できる性質であって，一般には将適性を有するものでなければならない。

たとえば髄心付近や小枝，根部などの材に出現する特徴のなかには，一般的識別の対照となる 20~30 年以

上を経て構成された材には出現しないものもあり，ある資材には，正常な材においては全く存在しない特徴

を有する場合もある。

以上のごとく，識別カー Fに採用する特徴の決定に際しては，いろいろの点を勘案し，あらゆる角度より

充分にこれを検討しなければならない。

本報告において識別の対象とした樹騒のíJ包囲は前述したごとくであるが，筆者がli占 JJIjカードに選定利則し

た特徴は，すでに前項の( I )において示したとおりであるo すなわち，多くは材の重要な解剖学的性質を

主としたものであるが，さらに一般的によく認滅されている肉眼的性質を1JIIえ，顕微211を使用しない場台の

識別にもそなえた。また植物学的性質よりの検索とともに，求める樹種のカードの索引の便宜のため，植物
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分)~j学上の所属宇l 名と，特に1愉入外材の議別に重要な役割をはたす産地などを力11えたものである。これらは

すべて識別カードの表面に各要素別に商i!列してあるが，その適性のいかんによって，これを一次的特徴と二

次的特徴にわかつてJlJIt、るようにした。

なお，カードの裏酒にあげてある特徴は，ある場合には樹種誠別の参考的特徴として役だつものもある

が，主として木材利用上の指針として使用するためのものである。

識別カードに記載した特徴の術評は，主として金平11 " Iよ材、~5) 関谷"~l ， RECORDI9l却'， P日 lL1P:;;1肘および

GI、ロ心日目)などの文献を参照してmし、たが，それらはおおむね万|川木材解剖学会(I.A.W.A.) で選定採択し

た標準沼奨の邦訳である。ただし，まだ適当の訳沼の見あたらないものはそのまま使用した。

また本報告でJlllt 、た刷純名は，学名についてはおおむね REIIIJElt引により，和名・市場名などは，つと

めて一般に悦川されているものを選んだ。

以下，次の一次的特徴と二次的特徴の区分からはじめ司遂次カードにあげた順序にしたがって，これら各

特徴に関して説明を加えれば下記のとおりである。

CI )，一次的特徴と二次的特徴

一次的特徴 この特徴は，おおむね従来より木材の重要なる識別拠点として用いられてきた信頼性の高い

顕若なものであり，一般的にも容易に判定できる?5適性の大なるものである。この範鋳lこはいる特徴の内容

は， Text-Fig. 1 にあげたもののうち，特徴の容号を【 】で囲んだ，二次的特徴を除いたすべてであって，

筆者の提案する方法においては最初この特徴のみをつかつて検索するようにしてある。

二次的特徴 この特徴は，従うK より行われてきた一般的波別法においては，相当重要視され，不IjJlJもされ

てきたものも多いが，その性質は比絞対照的で多分に経験的要素にH~I らざるを得ないものや，あるL 、は，い

まだその変gih性や出現の有無および時率性などの究明が不充分で，ある特定の絡j種聞については信頼性があ

っても，これを全般的には適月j しがたいようなものなどである。したがって，これらを単独の特徴として，

最初より不法に月九、て識別するときは，やはり大きなあやまちを招来する危険性が伴なうおそれがある。し

かし，これらの特徴も，一次的特徴によって検索がすすみ，残された近似樹種間にあっては，その比較対照

も容易となり，その信頼性も高まるもので主ノる。したがって，最終的の木材識別におレては大いに役だっ特徴

であって司これらの性質に航らずには近似材などの樹種細別の判定は困難な場合が多い。

ただし，二次的特徴の使川は，すでに第 E項の( n) で記したことし供試材にその特徴が確認される場

合にのみ~品川するものである。

なおこの特徴は，その代表番坊の数字を【 】で囲み，一次的特徴との区別を明らかにした。

A. 一般的性質

1. 心・辺材の区別lまない。

(2.).遣い色の心材

3. 心・辺材の境界!土審]然としている。

相当成長した樹幹には心材部と辺材部との聞に，判然、とした着色による区別のあるもの(心材樹〕と，全

くこれを欠くもの〔辺材樹) (特徴 1 )とがある。

心材樹には心材部の活色の濃いもの〔特徴 2) と， 比較的薄いものとがあり， さらに心材と辺材の境界

が劃然としているもの(特徴 3) と， 漸移的に変化する不明瞭なものとがある。辺材樹のなかには材の内

部と外部とが，基本的な材色の相違はなく，ただその水分の量を異にする場合があって，そのために着色の
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差g(を生ずる樹積〔モミ属・ツガ属・トウヒ属〕がある 3 この場合内部の材を熱材といい，その樹種を熱材

樹という。熱材は乾燥によってその水分を失うときは当然その材色の差異もまた消滅するものである。しか

し，熱材の出現はときとして樹種議別の助けとなる。

一般的の樹種識別においては，心・辺材の区別の有線はきわめて重要な拠点となるが，丸太その他大材以

外の試料にあっては，実際上しばしば適用困難な場合も多い。また立地の関係や，樹令の老幼などにより，

あるいは材の乾燥度の差異により，ある場合はI男防、であるが，あるときは明瞭を欠き，往h不安定であるこ

とがすくなくない。

このように，心・辺材・の区別の有無に関しては，各種の特性を有するため，ここに適mした心材色につい

ての特徴は，上に記した(2)のごとくぬ色で一見して心・辺材の区別のi珂際なるものとしただ単に心・辺材

の区別がつけられる程度のものではない。

しかし，供試材が壮令以上の丸太であったり，あるいは心・辺同材部を完全に共えた大径木より採材した

ものなどにおいては，おおむねその区別の有無は容易に判定されるものであって，特徴 1 の「心・辺材の

区別はない」という識別拠点はこのような場合の識別にそなえたものである。また特徴 3 の「心・辺材の

境界は劃然としている」という識別拠点も従来から一般に用いられてきた特徴であって， lNJに肉眼的の樹穫

識別においてはに重要な性質である。ただし，アカマツ，クロマツおよびヒノキなどにおいては，やはり，

産地，制令，個休などによって，かなりの変異性がみられるもので，その使用にあたっては注意を要する。

4. 年輪界l土比較的不明瞭 (Fig. 1) 

この特徴は飽月Ijした各断面において，一見しただけでは，その年愉界が判然としない屯ので，それらのな

かには顕微鏡的前進においても，その判定に苦しむようなものもある。

この特徴を有する材は，脊材と秋材の色lRの差が少なく，また年輪界面における春・秋川j材部仮導管の膜

厚にもほとんど差異がみられない。しかし，杭断面における細胞形はやはり崩平となっているものが多く，

その府平状細胞の暦数は一般に僅少であるが，この点で顕微鏡的には判定のつくものが多い。

この特徴を有する樹種はおおむね Ginkgoaceae， Podocarpaceae, Araucariaceae, Cephalotaxaceae 

のほとんどと Cゆressaceae のある樹穏に限られ Pinaceae には全く見あたらない。主として熱帯およ

び|聞社に生育している樹種に多い。しかし，その他の樹種においても偽年愉を構成しているような材にあっ

ては，しばしばこの特徴と紛らわしいものが存在する。ただしこの場合はほとんど応部的な年輪に限られ

るので区別しやすい。

わが|主陸のt!1J稲においてはイチョウ (Ginkgo) ， クサマキ，ナギ (Podocarpus ), イヌガヤ，ハイイヌ

ガヤ (Cφhalotaxus) などがこの特徴を有する。これらの樹種中，ナギにおいてはときとして顕微鎖的に

も Fig.1 のごときやや顕著なるものがみられる。

5. 劃然としている秩材 (Fig. 2) 

一般に針葉樹材は広葉樹材に比し，春材から秋材に移るにしたがってその着色化が鎮まり，春秩両材部の

差異が認められるものが多L、。しかし，この特徴はその移行が漸進的になっているものではなく，ある細胞

層を境に劃然とその景色が異なり，細胞の脱厚および形状の差異が判然としているものである。その差異は

アテなどにみられるような，ある限られた区域にみられるものではなく全年輸を通じて存在するものである。

この特徴の最も顕著なるものは Larix (カラマツ属〉および Pseudotsuga (トガサワラ属〕であり，こ

れについでは Pinus (マツ属〉中の Hard Pine (硬松類)および Tsuga (ツガ属)である。硬松穎中わ
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が国産のアカマツ，クロマツなどは格別に顕著とはいえないが，愉入北米材の Hard Pine 類のなかには

はなはだ顕著なるものが多く，特に Loblolly Pine~(Pinus palustris) はその最たるものである。すなわ

ち，この特徴は幾多の Hard Pine と Soft Pine との識別点であり，また，干;?に他の解剖争勾性質の近似

している Lari・x (カラマツ属〕と Picea (トウヒ属〕との区別点として用いられている。

(6). 強い香

木材は，その伐採当時はし、ずれの樹種も個有の匂いをもっているが，乾燥するにしたがい漸次その性質を

失うものである。しかし，樹種によっては永らくこれを保有するものも少なくない。この性質により古くか

ら木材の識別lこ)ït，;JlJ きれてきた。

心材は通常匂いが強く，辺材は概して弱い。また匂レの強い紘i材でも永らくたった露出面はその性質が減

退している。

この強い香という特徴は上に記した諸点を考慮し，乾燥した木材の新鮮な切削面について試験し，呑の格

別強いものに適用するものであって，わが国産の樹種では，ヒメコマツ，アスナロ，ヵャ，ヒノキ，スギな

どがその列にはいる。

木材の匂いは，その色と同様に路発性i由，樹脂その他の多少原発性の有機化合物がtJl*訟の孔際あるし、は細胞

陸中に存在するによるものである。したがって，その有援物の種類および含有量の多少によっておのずから

艮なり，芳香を発するものもあり，あるし、は悪臭を発するものもあって，その強弱にも差異を生ずるゆえん

である。針葉樹材の多くは樹脂，松呑i山またはこれに類似の物質を含有するため一般に芳呑を有する。しか

しながら ， Araucariaceae および Podocaゆaceae の 2 つの科だけは，所属樹種のすべてが，この性質を

欠いている。また ， Pinaceae では Pinus と Cedrus の 2 属に呑気を有する。がし、して同一民の問では共

通の性格を有するもので，ある属では全樹種とも同様な呑気を有するが，他の属ではすべて香気を欠く悩種

のみであるがごときである。ただし北米産の Chamaecyρaris nootkatensis はしばしばわが国にも輸入さ

れ，米ヒパとして呼ばれているごとく，他の構造上の特徴とともに同属の他の樹種とは大いに異なり，はな

はだ強烈な香気を有する。また，わが国産のヒノキ材は強レ芳香を有するが，同属のサワラは全くその性質

を欠く(ただし生材ではかなり必い呑気を有するものがある〉がごときも同じ例である。

(7). 特殊な味

木材のなかには味を有するものもある。これらの材の味は，多少の変異はあるが，わずかな苦味か，ある

いは収敏性が存在するものである。

味もまた時として木材議別上の参考となる場合がある。針業制材の例としては，ヒノキはこれを!悩むと辛

味を感ずるが，台湾に産するベニヒには辛味がなL、ので両者を識別できる。また輸入外材のうち， îe筆取11木

としてよく知られているインセンス・シーダー (Lidocebrus decurrens) と米スギ (Thuja plicata) とは

材色が酷似しているので，外見上，レずれの樹種かの判定に迷うことがあるが，後者はやはり悩むと辛味が

あるので，その味の有無が両樹種の識別点となる場合がある。さらに Dacrydium colensoi の苦き味と，

Agathis australis の収敏性は，これらの材の識別に特殊な価値を有するといわれてレる。

(8). 強い光沢

木材面の有する光沢には樹種によりいろいろ階程がある。一般に針葉樹材は広葉樹材に比しその度合は劣

っている。また，その断固によっても差異があり，柾日商が最も大で，板白面これにつぎ，木口簡が最も小

さいのが常である。
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この特徴は，よく他自IJ した縦断面において，比較的顕著に観察されるもので，真珠光択を有するといわれ

ているトウヒ類 (Picea) や，』E状光iN.を有するラクウシp ウ (Taxodium) などが有名である。

9. 脂っぽい材

よく乾燥した材においては，この特徴の判定は困難なものが多い。しかし生材や乾燥不充分な材について

は，この性質を有する樹種の材に手を触れると樹間気を感ずるものであり，その顕著なるものは一見して脂

っぽさが感じられる。

DaGrydium colensoi や Taxodium disticm (ラクウショウ〕などが世界的に知られているが，わが国

産の1割程のなかでも，クロマツ・アカマツ (Pinus) ， カラマツ (Larix) ， トカ.サワラ (Pseudotsuga) な

どがこの特徴を有する。材に樹脂を多く含む樹材はおおむね7)\iiw.に永く耐えるド1:質を有する。

(11] 比較的重硬

(12] 比較的経軟

木材の比重は，同一樹種内においても生育条件により大いに変H'~ し，さらには同一樹休内におし、ても，そ

の部位によりまた相違してレるものである。一般的には釘葉桜j種の平均比重の分布のIIJは広葉樹種より広く

ないといわれているが，わずかの樹種たとえば Pinus (マツ属)や Taxus (イチイ尿〕の樹種のなかには，

その 11]が絡別に大きいものがあることが知られている。

第 2 表は本邦産およひ輸入外材の主要樹種の比重と年愉密度を示したものであるが，これをみてもその変

異性の大なるものであることがうなずける。すなわち，各樹種の最小と最大のrlJははなはだ大きく，樹種間の

差異より同一制活 11q の差J/i\の方が目だち，その両端の数-(111を考W:にし、れるときは，比重によって樹種判定を

行うことはほとんど不可能であるといっても過言ではなレ。また，その生長状態によっても奥なる。

しかし，この一覧表による最小と最大の数値は，非常に僅少な極端のものが含まれているもので，やはり

各松!種の傑却ザハJな材質のものの間にはおのずから樹砲による大小の順位は見レだされ，比較的に比重の大き

い重硬のものと，小さい軽軟の樹種に)1民次区分される。したがって，針葉樹は広葉樹のごとく，樹種間にお

ける比重の極端に相違するものはないが，その大小の同端部の樹種間にあっては，両者の比較的判7;lIJは可能

であり，これによって倒種識別が行える場合がある。

わが国産の1'I1Hillのうち，一般に比較的重硬の樹材はクロマツ，アカマツ (Piuns) ， ツガ，コメツガ

(Tsuga) , トガサワラ (Pseudotsuga) ， イチイ (Taxus) などがあげられ，比較的軽I款のものとしてはサ

ワラ (Chamaecyþaris) ， モミ類 (Abies) ， トウヒ立i (Picea) , クロベ (Thuja) などがあげられる。し

かし，これら両者の樹種間においては，他に判然、とした識別拠点が存在するものであって，それによれる場

合は識別困難なものはない。したがって，針葉樹材においては，この材の重lE!!，転軟の特徴はあまり重要な

ものではない。ただし肉眼のみに頼る識別の場合には，ある程度の判別に役だつものである。

なお， Table 2 は比重と同時に樹麓の年輪密度を示しているが，これを検討すれば，その材の成長状態

によっても，また，ある程度樹種識別の参考となるものであることがうかがえる。たとえば，輸入米材など

は天然性の大径木が多レため， したがって，その年輪也:度も大で，これによっても一般の内地樹種ではない

と推定されるごときである。

B. 仮導管

13. 交互状排列の重紋孔 (Fig. 3) 

この特徴は，仮導管の径断固の腹壁に存在する重紋孔が， Fig.3 のごとき排列形態をなすもので
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Table 2. 主要樹材の年輪密度と比重

Annual Ring Density and Speci日c Gravity of Important Woods. 

制 r歪 年A輪n也n、u皮al r肉i0n/gcm 比重 x lOO
罰百 考Species density Specific gravity 

Sc学ientific nam名e | 来日 名 最大|最小|標準最大 lfitl 帥 Note 
Common name I Max. I Min.IMean I Max. I Min. IMean 

Ginkgo biloba イチョウ 10.0 1.8 5.3 56 40 51 本邦産材

Taxus cuspidata イ チ イ 20.0 2. 0 5. 7 69 43 50 
]apanese woods 

Abies firrna モ 、、、、 10.0 1.6 4. 0 63 32 44 

A. sachalinensis アカトドマツ 10.0 1.6 4. 2 60 30 38 

Larix leρtolepis カラマツ 15.0 2.0! 5. ~ 73 39 48 

Picea jezoensis エゾマ.ツ 15.0 2.0; 6. 1 58 30 41 

P.hjoenzdOo UTsbvar. 
enS1S ト ウ ヒ 20.0 2.0 , 5.0 54 30 40 

P. Glehni アカエデマツ 15.0 2. 0 6. 0 58 29 40 

Piuns densiflara アカマツ 10.0 1.5 4.1 70 38 49 

P. koraiensis チヨセンマツ 13.0 2.0 5. 1 60 32 40 

P. ρarviflora ヒメコマツ 13.0 2. 0 5.2 60 33 42 

P. Thunbergii ク ロマツ 10.0 1.5 4.0 72 41 53 

Pseudotsuga jajうonzca トカ、サワラ 15.0 1.8 5.0 71 34 52 

Tsuga sieboldii ツ jf 16.0 1.8 7.0 74 41 52 

Sciado争itys verticillata コウヤマキ 18.0 3.0 6.8 60 35 44 

Cryρtomct ia japoni・cα ス ギ 10.0 1.6 5.2 60 30 38 

Charnaecyparis obtusa ヒ ノ こ干 15.0 1.8 6.8 62 31 41 

C. 争isife刊 τト ワ フ 20.0 3.0 11. 2 55 26 33 

Thujo争sis dolabγαta アスナロ 15.0 2.0 4.8 64 41 41 

T. dolabrata var. Hondai ヒノキアスナロ 18.0 3.0 7.0 53 31 39 

Picea sitchensis ベイトウヒ 23.0 3.0 8.0 53 34 39 輸入外材

Pseudotsuga taxzjolia ベイマツ 23.0 1.5 7.0 67 40 53 
Imported woods 

Tsuga heteroPhylla ペベツガf 20.0 2.0 6.0 71 30 54 

Taiwania 
アcryptomerioides マザ ン 23.0 1.7 12.0 61 32 40 

Chamaecyparis 
"̂ 、 ヒ 23.0 2.0 10.0 ε4 30 42 formosensis 

C.la;加sonia担α ""  ζp イ ヒ 20.0 3.0 6.8 64 38 44 

C. taiwα杭邑γ!sis タイワンヒノキ 23.0 3.0 10.2 63 30 44 

Thuja plicata ベイスギ 25.0 2.0 11. 0 48 28 34 

(ナンヨウスギ、科〕

Araucariaceae 1珂材の特徴である。その他におし、てはわずかに Cedrus にその例がみられる。これらのも

のは，やはり紋孔が股墜に色、に出現し交互状排列の傾向を有するが司紋孔の外形が円く，より大形である点

によって Araucariaceae のものと区別される。
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わが国産の針葉樹nなかには，この持似を有するものは存在しなレ。しかしながら，近時滋洲あるいは南

米などより Araucariaceae の樹材の輸入されつつある現状よりして，それら輸入外材をも対照として識別

する場合を考慮して採川したものである。また ， Cedrus に出現する上述のごとき形態の紋孔排列のものは，

この持倣には含ませてはいない。

14..多列排列の重紋孔 (Fig. 4) 

一般の針葉樹材の仮道管!院に存在する璽紋孔は 1 列に排列しているものが多いが，この特徴は，仮導管の

上下を通じて 2 列以上の京、j状排列をなすものである。しかし， しばしば多くの刷砲にみられるような部分的

に多列排列をなすものではない。またこの!f-Ï徴は一般に内胞の大きい春材i'írl仮;手首Pのみに出射するものであ

るが，随Jむに近い部分の材には存在しなし、。

Taxodiaceae (スギ科〕と Pinaceae (マツ科〕の両f01 の聞の近縁種属のものにまれに見いだされること

が知られている。

わが国産の樹種ではイチョウとカラマツによく出現する。一般にこの特徴は， Larix (カラマヴ kfD の辺

材を Picea (トウヒ鼠〕樹材より区別する方法にも役だてられている。

15. トールス周辺部に突起のある重紋干し (Fig. 5A, 5 B) 

この特徴は Cedrus jTIj材の:持性で Fig. 5A のごとくトールスの周辺部に不itHj IJな銃歯状の IJ[']I字部を構成

している仮導管膜の重紋孔をさすものである。しかし，その机込の詳細にl対してはまだ充分究明されていな

いようである。

わが|到においても，庭園樹として植栽され，一般にもよく知られているヒマラヤ・シーグーがこの鼠のも

ので，やはり顕著なこの特徴を有する。

さらに Cedrus 以外に Pinus， Larix, Abies, Picea などの樹種にもときどき出現するが，いずれも部

分的であり，かつ不規則なもので， Cedrus とはその点で区別できる。また Tsuga などには Fig.5B の

ごとき愉帯に分数の棒状のtoili曲線を有するものがしばしば出現する。

[16] 翰帯に肥厚線のある重紋孔 (Text開Fig. 3, Fig. 6) 

Text-Fig. 3 

この特徴は Text-Fig. 3 および Fig. 6 のごとく，放射

断面において，仮導管の重紋孔の愉帯部に開孔の上下辺縁か

ら各 1 本のIJ巴厚線が左右に傾斜して走っているものである。

この構造は従米木材識別上においてははとんど柱辺、されなか

った特徴である。主として仮導íL~;~こ螺旋肥厚を有する樹種

に多く出現する， しかしイチイ (Taxus) のごとく!螺旋

fj巴厚が比駁的疎に存在するものには顕著でなく，カヤ

( Torreya) , イヌカゃヤ (Cephalotaxus) などのごとく，対

状排列をなしているものおよびトガサワラ (Pseudotsuga) ，

ヒメメラモミ (Picea) などのごとく，その笠に存在する悩

種には一般に顕著である。ただしペイマツ (Pseudotsuga)

においては顕著でない。またイラモミおよびハリモミ (Picea)

には似刷j巴厚は常在しないが，この特徴を有する。

したがって，この特徴は仮導管に似旋IJ[']厚が常に存在する
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樹種間における識別拠点としてより，試料によってその花存が不確定なイラモミやハリモミと，この特徴を

有しない他のトウヒ鼠樹種との聞における識別点として有川である。また Fseudotsuga のトガサワラ

と，輸入北米材のぺイマツとの識別点としては，供式料不充分のため，その決定は今後の追試にまたなけれ

ばならない。

[17] 凸レンズ状開孔の春材部重紋￥L (Fig. 7) 

多くの針葉樹材lこおし、ては，仮導管の径を庁而重紋孔の/Jij孔形は，春材部にあっては円形あるし、は精円形を

呈し，秋材部にゆくにしたがってしだいに凸レンズ1伏となり，年輪界付近に至れば，ついにスリツト状となる

のが普通である。

しかし，この特徴はヒ述のものとは払なり，比較的平灼jに形成された毛利寸郎におし、てもしばしば凸レンズ

状閲孔をなすものであって，時としては，これが表裏のl即位上に，中央部が交叉してX字状をなすもの，ある

いは一方の先端部のみが交叉してV字状に観察されるものもある。一般に春・秋材の差異の小さい樹種に多

く存在する。ただし，このような形態のものも，秋材部におし、ては一般樹種にもときどき出現するものである。

この特徴を有するわが|通産樹種としては，イチョウ (Ginkgo) ， カヤ( Torreya) ， イヌマキ，ナギ (Podo・

carpus) ， イヌガヤ，ハイイヌカeヤ (Cejうhlotaxus)などがあげられる。そのうち Podocmpusおよび Cephlota

xus におし、て最も開一梓である。また ， Picea のイラモミに常ずE し，ヒメパラモミにも十'J形のものと泌在する。

外国産樹種においては，ここで対象とした範囲内では見あたらなかった。

18. 春材部の螺旋肥厚 (Fig. 8) 

この特徴は Ilt界を)illじ ， Taxus , Torreya , Cephalotaxus および Pseudotsuga の 4 周のHlHオには常に

存在し， Picea のある樹種にも存在する。仮道管の勝政Il日厚は，その他の属のもので、は，校材には見L 、ださ

れても，かなり成長した樹齢の材には存在しないと報告されている。また多くの樹種においてときどき髄心

近くに出現し，そのうち Picea および Larix にはまれにそれらのものよりさらに成長した部分にまで出

現する。これら Picea および Larix の))[:1厚は顕著であり，秋材部に最も発達している。 Pseudotsuga に

おいては，れ材，'jllには必ず存在するが，秋材部にはこれを欠くか，まれであるとの記戦17) があるが，わが

国産のトガサワラ (Pseudotsuga japonica) においては務秋両材部にわたり顕著である。 Br\Ow1'l， Pλl\SllIN 

Text-Fig. 4 

らはベイマツ (P. taxぴoliα〕にも者材，秋材とも

に存在すると記載しており，筆者の供;バ資糾におい

ても開;認された。し泊 i し秋材部におし、ては仮専管細

胞の)02壁厚く，内日空が一般に狭いため，しばしば確認

困難なる部分が存在した。 CePhαlotaxac印6 と

Torreyα のl県旋肥厚は，春材部においては 1 対ず

つ近接して存イEすることが多い (Text-Fig. 4 およ

び Fig.9)。以上のれ状よりして本特徴は森材部仮

導管の内陸に出現するものに限った。

螺旋肥厚 (SpiraI thickenings) と，アテ材の特

徴である螺旋孔l涼 (SpiraI cracks) (Fig. 10) と

は一見近似した感じに観察される;場介があるが，構造上l切ら治}に区別されるべきもので，見あやまってはな

らない。



一 18 ー 林業試験場研究被告第 98 サ

また，細胞脱の似l/it状エッチング (Spira1 etching) は駅何事Jの階表作川による化学変化にもとづレて発

生したものであって， tí材などにしばしば発見される (Fig. 11)。やはり蝋放)J日厚と見あやまりやすいが，

この梢迭は収朽作JI]を受けたいわゆる Brittle wood にのみ発見され，他企材部には存在しないものであ

り，多くは密に出現するので，少し注志すれば容易に区別できる。

[20] 細肱間隙の存在顕著 (Fig. 14) 

制断面において，知形をした仮導管制I\IJ包の縦・ぜ11各辺が隣接する剤111削、日互聞において，比較的正しく直角に

接合していることは，到来制の大概の位Hlliの材に見いだされるものである。それらの樹種のなかのわずかの

ものに 4 が1I1胞がもっ共通の交接点、におし、て，きちんと接合しなし、で空院を残しているものが観察される。こ

のような似湾廿は，削1\11包全休がわず治 iに円くなっており，その結果として前IPJ包間隙を生じたもので，ある場

合には細胞内肢のみが円くなってし、ることもある。この細胞間際の似者に存在する刊微を有する樹種は，北米

首この Eastern Red Cedar (Juniperus vi・rginiana)を除いては，比較的不明|際な年輪wを有する樹材に属

する。

本報告において対象樹簡としたもののうちでは，一|一紀のの Eastern Red Cedar のほかに台湾産のショ

ウナンボク( Libocedrus) にこの特徴が存在する。わがJ Ii[ iîの樹種では，イチイ (Taxus) にやや著しい

ものが出引する ο またカヤ( Torreya) ， イヌカeヤ，ノ、イイヌカ守ヤ (Ceρhalotaxus) などにも出JHするが，

これらのものは顕著とはいし、がたい。

この特徴の{.\II川に際しては，すべての脳部のアテ材に出現するtrmY&r:.lJl涼 (Fig. 15) と混同しないよう注意

しなければならない。すなわち，後者は縦断而の)Jj:[Iきにおし、て，多数の似旋子LI涼 (Fig. 10) を有するによ

り，容易に段目Ijされるものである。

[21] 結晶の存在

ツゴ)' (Tsuga) の材には，川として I二色の班点が 11:1引し，あたかもヲLIc'1 のごとくにみえるものがある。こ

れはl関投石灰の料品を損充し允仮導けが1昨日状をなして存在するためで，前II日lは仮導管の全長にわたって存

在するものではなくうその一部分に含有されているものである。

これが?宥?一在は' 材のf符!e.もl日哨i

般tド4語市訊花【紋放されてきたものてで、，ツガ材の訪日|拠J点としてもまた不IJ川されてきた。しかし，筆者の前査では，有

名なほどその存在は~~~'者ではなし、ょうである。

ツゴf以外の jî1J租で仮専管に枯!日'1 "Ì(有するものとしては Peica のヒメバラモミ (P. Maximo附!'czii) に f:l:l

Jj，1 した例が報告されていたがし、まだ詳らかでなレリまた外国の文献によれば中間のみに産する 1 原 1 程の

Pseudolarix に IIJ' として，この特徴の存在することがあると記載されてし、る。

金干氏1llはタイワンスギ (Tai叩ania crYPfomerioides) の材にもまたツガ材の例のごとき白色の班点

を有する場合があるが，アルコールに可溶性なので，斜;品ではなく，樹脂の填充物によるものであろうと記

載している。よって，タイワンスギの場合はオ、特徴とはその性質を具にするものであるが，やはり識別上注

意すべき特徴である。

C. 樹脂溝

樹脂狩は木材の組織中に薄レ墜を有する柔細胞，すなわちエピセリウ J、 (Epithelium) によって固まれて

いる管状の蒋で，垂直(持徴 22， 23)，水平(特徴 25) の 2 種がある。後者は紡錘状髄線 (Fusiform

rays)の中央部に存在し， 1~;fj線内に普通 1 倒‘時として 2f同を有する。またこれらのほかに外部よりの刺激に
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よって生ずる外傷樹脂蒋 (Traumatic resin ducts) (特徴 24) なるものが存在する。やはり垂直，水

平の同様のものがある。前者は多くの場合同心円状に長く接続して排列しているので一見して正常の垂直樹

脂蒋と区別できる。後者は Cedrus に出現の場合が知られている。さらに外傷樹!jit百年の一種l こ Resin cysts 

と呼ばれているものがあり ， Abies, Tsuga , Sequoia などに稀に出現することがある。月 b~í的な形態は一

見 Pinus J主l外の正常垂直樹脂潜に酷似しており識別上注意を要する。しかし後者に比し，長さがきわめて

短かくて分布数が少ない点などで同者を区別できる。

22. 垂直樹脂溝の配列はおおむね単独 (Fig. 16) 

23. 垂直街路溝の配列は単独または 2~数個連接 (Fig. 17) 

針Z染葉長定u倒:弘畑血却|防のうち正 ~)t~'山1f，の i位樹i立弘封1J)町l日出iH? 打蒋寺を有する樹種は P只'iμ印(nu附S久， PicαEι仏， Laω1 ix, Pseudoωtug日 と Kelellμer幻ia の 5 夙

で， "しい、ずれも P町inロ舵ce印aeκ(マツ科)に所属している。前四者には垂直・水平の両樹脂海を有するが ， Ketelleria 

に水予位jE協管を欠く点は注目にあたいする。

Pinus の:tffi直樹脂蒜はほとんど単独に配列し〔特徴 22) ， そのエピセリウムは他府4のものより格別薄膜

で，チローズを有することで著しい。これに比し Picea， Larix, Pseudotsuga においては，単独のほかにしば

しば切線方向に 2~数個の範囲で連接して阻列するものがある(特徴 23)。そのエピセリウムはより厚く，湾

内に面しな"，0(1)墜には多数の単絞孔を有する。ときどき 1~2 I1困のエピセリウムが蒋内に突出しており，チロ

ーズは一般に少ない。また，樹脂詳の大きさは Pinus において最も大きく肉眼にても容易に認識できる。こ

れについで Larix ， Picea, Pseudotsuga の順となり ， Ketelleria においては最も小さく，ほとんど肉眼では

言古めがたい。しかしながら， Ketelleria のエピセリウムは比較的大きしかっ厚肌でチローズ、を有する。

つぎに，垂直樹Etr.存の出現部位についてみるに，おおむね秋材部あるいは秋材部に近い春材部に多く存在

し，早期にHli成された存材部すなわち年輪界に近い春材部に出現する場合は比較的少なし、。

オて邦には Ketelleria は産しないが，その他の属の樹種は数多生育しており，それぞれ上述した性質を兵

えている。

24. 外傷樹脂溝 (Figs. 18 ‘ 19) 

この特徴にも，すでに樹脂溝の一般的性質の説明で記述したとおり.垂直，水平同様のものがあり，さら

に前者のなかには，同心円状に阻列する一般的なもののほかに Pinus 以外の正常垂直樹脂溝に一見酷似

している Resin cysts と/11'ばれるものがある。

これらの垂直外傷削l同溝が出現する樹種は Abies， Tsuga , Sequoia などであり，さらに一般的な阻列形

態をなすものは， Picea, Pinlω など正常樹1R溝を有する樹種においても， Jl寺として出現する。

外傷樹脂諸の出現部位について検討するに BRO\Y~， P A~Slll~l) などはつねに年輪界に近い春材部に出

現するものとして，その配列形態とともに，正常垂直樹脂溝との区別点にあげている。しかしながら，金平氏

の文献11) によれば秋材部に出現の例があり，さらに筆者ゆが Resin cysts に関して比較研究した結果

についてみても，その出現部位は区々であって BRO\\'~ ， P白:\.XSUI): らの記載は一般的には当を得ていない。

水平の外傷樹脂溝は，やはり紡陸状髄線の内部に構成されるが，その出現はきわめてまれなものであっ

て，針葉樹においてはまだ Cedrus にその例 (Fig. 19) を知られているのみである。

わが国産樹種のうち，外傷樹脂溝の出現するものは，モミ (Abies firma) ， ウラジロモミ (A. homoleρis) ， 

ツガ(Tsuga SieboldiO およびエゾマツ (Picea jezoensis) ， ハリモミ (P. ρolita) などが知られている。

しかし，このような組織は，一般的にはほとんど注意されていないものであるので，発見例に比しより多
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く実在するのではあるまいか。
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25. 正常の水平樹脂溝 (Figs. 20, 21) 

この特徴はすでに前述したごとく，紡主主状髄線内に出現するもので Keteleeria を除いて， lE1者の垂直樹

脂務を有するすべての属の制材に存在し， Figs. 20, 21 のごとき府造をしているが，やはり垂直樹脂滞と同

様，細胞の間際が管状になったものである。

また Pinus およびその他のJtmのものとの附造上の差具は，特徴 22 ， 23 で記述した垂直樹慌溝におけ

ると同様である。すなわち Pinus においてはエピセリワムの監は薄くその壁画に紋孔を欠くけれども

Picea, Larix, Pseudotsuga のものは厚肢で股墜に多くの単紋孔を有する。

26. 厚膜のエピセリウム (Figs. 17. 20 , 21) 

樹脂滞のエピセリウムは垂直，水平とも ， Pinus とその他の諸属のものとはt，"I;造上，差泉のあることは，

すでに特徴 22 および 23 で記述したとおりである。すなわち，この特徴は Picea. Lmix, Pseudotsuga 

に共通のものである。これに比し Pinus のものは薄膜 (Fig.16) で，検鋭標本の切片をつくる際，特別の

処理を施さないかぎり，おおむねそのエピセリウムは破壊されやすい。

27. 5-6 個のヱピセリウム (Fig. 20) 

28. 7-12 佃のエピセリウム (Fig. 21) 

この特徴は，正常の水平樹脂溝を有する Pinus， Picea, Larix, Pseudotsuga の 4 属中 Pinus を除

いた厚!肢のエピセリウムを有する 3属の樹程に適用されるものであって，切線断固における水平樹脂潜のエ

ピセリウムの数の差異による識別拠点である。

すなわち，特徴 27 は 5-6 細胞を有するもので， Pseudotsuga のものがこれに該当し，特徴 28 は 7-

12 細胞よりなるもので， Picea および Larix の樹種がこの特徴を有する。

D. 木柔細胞

針築制tA の木柔細胞は，樹脂細胞 (Resin celI s) と結品性巨細胞 (CrystalIiferous idioblast) として

存在するが，筆者はこれらに関し，以下ここに記述するごとき識別拠点をとりあげて特徴とした。樹脂細胞に

ついては特徴 29~31 の 3 つを設け，さらにその配列形態について 5 つの二次的特徴( [33]-[37]) を設定

したが，樹脂細胞の一般的性質については次の特徴 29 において解説した。また結晶性巨細胞につし、ては特

徴 32 に記載したとおりである。

29. 樹脂細胞の存在 (Figs. 24, 25, 26, 27) 

樹脂細胞は，樹種により，これを有するものとこれを有しないものとがあるので識別上の重要なる拠点とな

る。樹脂細胞は普通内腔に樹脂様物質を含有しているところからこの名がつけられたもので，縦断面におレて

水平の隔股を有しているのが特色である。また，倶l壁および院監の膜厚は相等しく，単紋孔を有している。こ

れを横断面より検すれば内部に楼色の含有物を蔵していること，膜塁走の厚さが仮導管壁より薄いこと，節目

状の阪墜を有することなどによって他の要素と区別することができる。ただし Amentotaxus のごとく含

有物を有しないものがあって，一見しただけでは区別しがたい場合がある。

樹脂細胞の出現する部位は，樹種により，あるいは個体，年輪別などによって一定しないが，私材および

審材から秋材に移行する部位に比較的多く出現する。しかし Larix， Pseudotsuga, Tsuga などのごとく

春・秋材の差異の顕著なものにはしばしば輪縁に沿って盟列するもの(特徴 [36]) があり， また， 春・秋

材の差異の少ない Podocarpus， Ceρhalotaxus のごとき樹穫には均等に分布するものが多い(特徴【37])0
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ま九そのî!!l:列形態も l司様に区h であるが.おおむね後述する符徴 [33l~[37l のごときものが多い。

倒iJh細胞には，また， Pinus, Picea , Pseudotsugα などにおけるごとく，樹』日出の周囲を耳立り巻くづJ'Ì必細

胞(1".\膜細胞: Epithelium) として存在するものもあるが.この特徴には含ませていない。

tl1Jljfj細胞の存在する樹径のうち ， Podocarpaceae (マキ科). Taxodiaceae (スギ科)および Cupressaceae

(ヒノキ科〉の多くの側室においてはその存在が顕著であるが， Pinaceae (マツ科〉の樹程に存在するむ

のはけっして多くは出現しない(ただし傷害部をみく〕。また Araucaraiceae (ナンヨウスギ科〕および

Taxaceae (イチイ科) I こ l :t:i':く樹脂細:J包を欠くと帯、持されている。これらの性質に関し，わが国産:の樹種に

ついて検討するに，樹IJ昨日包を有する樹種の所属とその出現量についても，完全にこれを欠く樹種の所属関

係においても上述の記載と lまとんど一致している。

しかし，筆者はこのたび樹阪帝国抱をう己主に欠くものとして.従来より Taxaceae のイチイ (Taxus) お

よびカヤ (Torreya) とともに蕊 1まされてきた Taxcdiaccae (スギ科) (ご Sciadoρityaceae :コウヤマ

キ科)所慌のコウヤマキ (Sciadopitys verticillata) の健会材とおもわれるものに，その出現する場合を

見いだした。

30. 多数存在する樹脂細胞 (Figs. 24..26) 

針葉t:11J材に出現する木柔細胞は，広葉樹材に存在する木柔細胞に比較すれば数量的には問題にならないほ

ど少量である。したがって‘ここにいう多数とレうのは針葉樹材間における関係にのみ用いられる表現であ

る。

木柔和 íJ~;，すなわち liiJ!Jf:*a胞が多数に存在すると L 、うこの特徴も，その分花状態によって次のように大別

される。

すなわち，イヌマキ (Podocarpus) ， イヌガヤ (Cephalotaxus) などにおけるごとく，全年輸を通じ均

等に古t1'Fi しているもの (Flg. 26) と，スギ (Cryptomeria) ， ヒノキ (Chamaecypcris) などのごとく，

おおむね私材部あるL、は軟材に近い春材部に出現し.多くは切綜状ないしは奪戦に平行にある巾の箆匿に比

較的也に散布した状態〔布状:Fig. 24.)に配列し，その他の部位ではわずかに散在することがあるような

ものとがある。

前者におL 、ては 1刑制 2 に主主組B?;，.l;'上存在するが 10 紙胞をこえることはまずなく，これを局叡杭に観察

するとぎは，はなは t:痛か司またはその存在すら長Jめられないこともあるが，広い抗野についてみるときは

多量に存在すると感ずるものである。ま t:後者においてはいヲまでもなく，-![弱状なレしは柱状に密に意布

した部位にのみ多量感を有するものである。この他，まれな例であるが，ネズコ ( Thuj_a) にみられるごと

く司ある特定の 1 年献にのみ多数出現し.その他においては全く存在しないか，ごくまれにしカ出現しない

ようなものもある。

31. 隔壁の珠数(結官官)状肥厚 (Fig. 22) 

この特徴は樹庄細胞の水平膜に致、主主状または結貧状の肥厚が発達しているもので，板目面において最も顕

著に観察される。この断面ではおおむね 31医あるいはそれ以上も逗なって出現するが，その日夜数は‘一般に

樹脂紅花の切綜方向の径の大きさに比例するもののようである。これらの肥厚は，紋孔ないしはそに領域の

部分に百三列されてレるもので，柾目面にあっては，多くの場合単独に出現する。板目面と柾目 i主における出

現形態の差異は，その細胞形態の方向的相違に由来するものと推定される。すなわち，樹脂紅花の径は放去ナ

方向に比し切線方向に著しく大きいのがつねで， したがって，出現領域が板目面におし、て広くなっているわ

けである。

Cuρressaceae (ヒノキ科)， Podocarpaceae (マキ科〉および Taxodiaceae (スギ科〉においては，この
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JJ日厚の出現は一次践の僧厚のみによるもので，厳密にはその凹!治部位に真実の孔隙は存在しない。しかし，

Abietoideae (モミ亙科〕の樹種にあっては，同様状態の部位が二次nt~の貫一の単紋孔によって構成されてい

るといわれている。

また.この肥厚の関係的な大きさは Taxodiaceae(スギ科)のなかのE誌を区別する価値を有するという。

すなわち， Taxodiunz (ヌマスギ属〕のみその発達が顕著であり，その他のj認においては未発達の状態にお

わり.その出現もまたまばらである。筆者はわが国にもしばしば庭安脳として植殺されているラクウショウ

( Taxodiunz distichum) の材にその発注の顕著なるものを実見している。

この特徴を有し，さらに悩総柔細胞の隔膜 (End walls) に同様の IJ巴厚〔特徴 50) を有する樹種は，

Juniperus のある種と，かじさむ[[111木HJ材として， しばしば論入されているインセンス・シー〆一 (Libocedrus

decurrens) およびそミ亜科の樹種に限られている。

32 結晶性巨細胞

この特徴はイチョウ (Ginkgo)のM-にのみ存在するものであるが，針葉樹材に存在する普通の木柔細胞，

すなわち，樹脂細抱とはその性質を具にし，柔細胞が特に膨大して巨細胞となり，その月腔に結!?1を包有し

ているもので，イチョウ材の識別拠点として著しい。

巨細胞は仮導管に比し，その直径の大なること，きわめて薄し似|監および隔壁を有すること，金平情状を

した蔭酸石灰の結晶を有することとにより直ちに識別できるもので，料品は 1 細胞に 1 個存在するが，稀に

は 211岡あるいはそれ以上存在することがある。ただし若い1事j幹には住h 巨細胞を欠くことがある。

[33] 切線状配列の樹脂細胞 (Fig , 24) 

(34] 散在状配列の樹脂細胞 (Fig , 25) 

[35] 帯状配列の樹脂細胞 (Fig, 24) 

<36] 輪縁状配列の樹脂細胞 (Fig, 27) 

(37] 均等に散在する樹脂細胞 (Fig, 26) 

樹脂細胞の配列形態は，すでに記したごとく.樹種により，あるいは個体，年輪別などその生育条件のい

かんによっても一様でない。

しこうして，これに閲する特徴は，樹種によっては識別拠点として大いに役だつものもあるが，多くはい

まだ充分なる研究資料に乏しく，これを直ちに本法に適用するときは，なお過ちを侵す危険性を伴う場合が

ある。よって，筆者はこれを二次的特徴として用いることとし，上に掲げる諸特徴を設定した。

すなわち，樹種細胞の阻列形態として特徴 (33]-【37] のごときものがあげられる。いずれも杭断面にお

ける形態であるが，樹種によってはこれら特徴の 2-3 をあわせ有するものもある。

特徴 [33] の切線状回己列とは， Fig, 24 (上部の年輪内〕のごとく，多くは 2---数細胞が切線方向に連接

して配列するもので，おおむね年輪に平行に同一部{立を保って相当長く連続して存在するものである。

特徴 [34] は Fig ， 25 のごとく，ある部{立を限って散布するもので特徴 [37J とは区別した。

特徴 (35J の帯状配列とは Fig， 24 (下部の年輪内〕のごとく年輪に平行に，長く主〉る I[Jを保って比較的

密に単独あるいは短い切品や伏のものが散在しているものである。

特徴【36] の輸縁阻列とは Fig ， 27 のごとく年愉嵐界線lこ沿って，その外部に単独または時としてごく

短い切線状に連接した樹脂細胞の点在するもので， Larix, Pseudotsuga, Tsuga など，特に春・秋材の対

照顕著なものによく出現するが.モミ (Abies firnza) やヒメバラモミ (Picea Maxinzoωiczii) などにも
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しばしば出現する。

特徴 (37] の均等に散布する樹脂細胞とは， Fig.26 のごとく，春・秋両材部にわたり広く均等に分布し

ているもので，イヌマキ (Podocarρus) ， イヌガヤ (Ceρhalotaxus) などにみられるごとく存材と秋材の

差異の少ない樹種に限って出現するものである。

E. 分野紋孔

径断面におし、て仮導{6; と f路線柔細抱と交叉してつくる区劃lを分野 (Cross-field) と祢し，各分野に現われ

る紋孔は.分1

はなはだ重要であつて'既往の研究者によってレろいろの分組方法が行われてきた。

わが国産の主要脳相については，すでに金平，藤岡氏などによって一応調査分担されてし、る。金平氏は，

まずこれを単紋孔と半;車紋子Lの 2 つに大別し，そのおのおのにつき種h細かし、差w、に関して述べているが，

樹種の検索上においては次のような分類方法を適用している。すなわち，単紋孔はマツ類 (Pinus) ， コウ

ヤマキ (Sciadopitys) などが有する窓紅状あるいは限笛状などの大きい単紋孔型と.ぞミ芸員 (Abies) ，

スギ(Cryρtomeria) などにみられる広符円形をした小さい単紋孔の 2 つに分かち.マキ (Podocaゆus) ，

トウヒ類 (Picea) あるし、はヒノキ (Chamaecyparis) などに出現するものは，いずれもこれを半重設孔型

として‘おおむねJ;)，、上の 3 つの型に類別している。

しこうして，これを欧米における近時の文献を参照するに，その多くはここに筆者が特徴として適用した，

以下記述するような分類方法を採用している。この分類法を従来わが国で行われてきたものと比較検討する

に，やはり一周適切なものであり，カード式識別法に用いても利便の多いものであると信じられる。よっ

て本報告においては，オ::þfj産樹種につき特にこの点に留意し，各樹種ごとの検鏡標本につき充分観察調査す

ると同時に，過去における文献の記載に再検討を加え，新しし、横線紋子LO)~分類型に則してこれを決定した。

しこうして，分野における紋孔は，次のごとき性質を有するものであって，実際の識別鑑定に際しては充

分これにiE意を払わなければならなし、すなわち，その紋孔型には種h変異性がみられ，樹種によっては，

ただ 1 琶の特徴を有するもののみではなく 2 ないしは 3 穫の特徴をあわせもっておるものもある。また同

一年輪門にあっても，蒋材部より秋材部にゆくにしたがって漸次その形態が変化してゆくのが普通で.なか

には全くその特徴をBj1~こするものも多い。以上の特性はさらに試料の生育条件によってもみられ，多少その

おもむきを具にするものである。

よって，木識別法におし、ては，それらの点を考!怠し，各世tJ種別の紋孔型の決定は，規定として，いずれも

同一年輪内の早期jに桝成された春材部の分野紋孔の有する特徴によって決定されたものである。したがって

本法によって識別をなす場合，分野紋孔型の特徴の判定は，その部位につき観察調査すべきことはいうまで

もないことである。

38. l~( 3) 佃の大きい単紋孔 (Figs. 28， 36) 。

この特徴は上述したごとく，わが国産樹種のなかではマツ属 (Pinus) の全樹種とコウヤマキに存在する

もので，窓枢状あるいは眼沼状などの大きい単主主孔のもので 1 分野に多くは 1 個，時として 2 個まれに 3

個出現する。これらの樹穂におし、ても秋材部にゆくにしたがって漸次小形となり，年輪界における小径の仮

導管の部分においては全く形状を異にし， If自孔は組長い線状となる場合が多い。

外圏産の樹種では Pinus 以外に Phyllocladus， Dacrydium および Podocarρus sρicatus にこの特徴

を白‘寸るという。なお外|羽産の Pinus のなかには， この他に特徴 42 を有するものもあって Pinus の中
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が分~IJ・次孔の特徴によって 2 つの群に分けられる。

39. トウヒ型 (Piceoid) の分野紋予L (Text-Figs 5, 6, Fig. 29) 

このwの分野紋孔は Picea， Larix, Pseudotsuga および Ceplwlotaxlls に出現するものが代表的であ

るといわている。そ礼らの波孔は Text-Fig. 6 のことく，その日目口部がはなはだ狭く総状に延長しており，

しばしば.~孔肢の外径よりわずかに突出したように鞍察されるものもある。紋孔の外形l主多くは南端のせば

まった何円形をなしている。

さらに，この型のおr孔を有し，かっ'M'"に他の引の持孔を;1" 在する樹種として A叩lIcan・a cuningr. anzii, 

Cedrus sp. および Podocarpus dacrydioi・des があげられている。

しかしながら，次のヒノキ担 (Cuρressoid) の分野校孔を有する樹程にあっては秋材郎にゆくにしたがっ

て，この型に移行するものが多く，そのため，すでに記述したごとく，それらの特徴の決定は特に春材部に

おいてなすべきである。

わが国産樹砲において，この特徴を有する代表的なものとしては，やはり，トウヒ鹿 (Picea) の主樹種と，

Lari・ x のカラマツ ， Pseudotsuga のトカさサワラ ， Cejうlzalotaxus のイヌガヤとハイイヌカ‘ヤおよびTorrey

Text-Fig. 5 

α 

のカヤであって Torreya を除けば前述の記載のとおり

である。カヤ (T. nuczfera) については，すでに PIl JLLlI只

の報告1幻において，ヒノキ{JQの列に入れられているが，筆

者の観察資料lこおレては， \，、ずれも lli1q蒋なトウヒ型のもの

であり，さらに筆者が供討した北米産の T01reya (T.taxi-

②の
ψ 。@

Text-Fig. 6 

folia) の観察結果においても‘同様のヒノキ互Jであった。以

上の点からして PlllLLIl'S の記載はおそらく実見によるも

!のではなし引用文献に由来する誤植であると推定される。
しかしながら，このカヤと科を同じくするイチイ (Taxus) においては，他の解剖学的性質ははなはだ酸似

していながら，分野紋孔型はヒノキ型であって，その点両樹材の解剖学的性質による識53[1拠点として重要視

されるべきものである。ただし筆者が観察した北米産の Pacific Yew (Taxus brevzfolia) は Toneya

と同一型の Piceoid でそのおもむきを具にする点は也意を要する。

またこの特徴と近似したものに，すべての針葉樹材のアテ材に出現する孔隙状の狩孔があるが，両者を混

同してはならない。

40. ヒノキ型 (Cupressoid) の分野紋予L (Text-Fig. 7, 8, Fig. 30) 
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このTI"~の紋孔は，春材部においてiJlJ口が紋孔膜内に

おさまり.その径よりむしろ狭いのが??ヨで珂口ば凸

レンズ、状をなしている。また山口の傾斜度は，同一標

本内でさえ一様ではなく.垂直のものから水平{こL 、た

る変具がみられる。

。。

Text-Fig. 8 

この紋子L型

は Tlzuja を

除いた Cりわ

essaceae (ヒ

ノキ科〉のす

べての樹種の特徴であるが，その他 Taxodiaccea (ス

ギ科) éつ Taiwnia および Taxodium. Araucariaceae 

(ナンヨウスギ科〕のほとんどと ， Podocarpus のあ

Text-Fig. 7 る種にも存在する。さらに Cedrus および Tsuga に

も出現するが，この同属のものは正しいヒノキ型ではないといわれている。

1 分野における出現数は一般に少なく 1~4 個の範囲にとどまる場合が多い。しかし Araucariaceae

の樹程においては，町に一般のものより多数で，かつ不規則に配列している。また Taxodium の樹種にお

いては，辺縁部のみこの型で，その他の部分では典型的なスキ型 (Taxodioid) のものが 3~5 個水平方向

に臨列されているという。

筆者が観察した本邦産樹穫についてみるに，この特徴を有するものは，やはりまず Thuja のネズコを

除いた Cupressaceae の全樹種， すなわち ， Thujoρsis のアスナ戸およびヒノキアスナロ ， Chamaeｭ

cyparis のヒノキおよびサワラ ， JuniPerus のイブキおよびネズがあげられる。ただし ThujoJぅsis の両樹

程および Chamaecyparis のうちのサワラにはしばしばスギ'1f!lの絞孔が混在する。つぎに Taxus のイチイと

Podocarpus のイヌマキおよびナギがあげられるが，後者の震のものは常に他の君!の紋孔をあわせ有して

いる。 Tsuga のツガおよびコメツガにあっては，やはり前述したごとく，その紋孔の形態は正しレヒノキ

Ì.Í!!のものではない。すなわち，開口の形状が一様でなく，ゆがんだレンズ状をしているものが多い，また時

としてトウヒ型が出現するが，コメツガにおし、て特にその傾向が顕著である。

41. スギ型 (Taxodioid) の分野紋孔 (Text・Figs. 9, 10. Fig. 31) 

この型の紋孔は広卵形ないしは円形であって，紋子LÆ英ははなはだ狭い。したがって関口郊の大きさは比較

的広く，その長径と短径の差はわずかで，長径の両端部において紋孔膜は特別荻溢となっている。長径方向

の傾斜度はトウヒ型やヒノキ型のものに比し，一般に大である場合が多い。またこの特徴を有する樹種につ

いてみるに，その形態は春材部から秋材部にゆくにしたがって変化が大で，一般にヒノキ型に移行するもの

が多L 、。それがため，この紋孔型の判定は指定されたとおり春材部についてなすべきである。

この持徴は Taxodiaceae (スギ科)のみに存在するものではなく，やはり Pinaceae (マツ科〉のAbies ，

Cedrus, Podocaゆaceae (マキ科〕の多くのものおよび Cupressaceae (ヒノキ科)の Tlzuja 1こ存在す

る。また Taxodium， Podocaゆus の或る種および Cedrus などにおいてはヒノキ型と共存している。さ

らに Taxodiaceae のある種，とりわけ Sequoia と Ta x:odium にあっては，辺縁紙砲を除いて 1 分野に
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Text-Fig. 9 

3~5 仰が 1 列にBi日列されていることが知られてい

る。

。 。

Text-Fig. 10 

わが国においてはすでに指摘したとおり，従来はこ

の型の紋孔は，小さい単紋孔として取り扱われてきた

ものであって，スギ (Cryβtomeri・α〕および Abiesの全倒閣すなわち，モミ，ウラジロそミ， トドマツ

アオモリトドマツ，シラペなどに存在するものが典型的である。イヌマキおよびナギ (Podcarρus) ， アス

ナロおよびヒノキアスナロ (Thujoþsis) ， サワラ (Chamaecyþaη可においてはしばしば他の型(主とし

てヒノキ型〕と混在している。またトウヒ型の代表的樹種である Picea のエゾマツ， トウヒ，ハリぞミ，

その他本邦産のこの属の全樹種には，出現の割合は僅少であるが，?れここの型のものが共存している。

42. 1~6 個のマツ型 (Fig. 32) 

この特徴は 1 分野に 1-'6 1聞の範囲で不規則な形状をした単紋孔が削列しているもので，特徴 38 のも

のに比し出現の最大数が大きく 1 分野に 1 個存在するものの割合が少ない。そしてその形状や大きさも区

h である。

このような分野放孔型を有する樹種は Pinus のある 1 '1t1の樹種に限られるが，わが国固有の樹種には存

在しない。時として庭園あるいは外国樹種見本林等にわずかに植栽されているテーダ、マツ (Pinus taeda) , 

バンクシアマツ (P. banksiana) そのほか，外国産の 10 種あまりが知られている。

F_ 髄線

針葉樹の髄線は 1 細胞列が正常である。局部的に出現する複列髄線は，多くの樹種において普通にみられ

るが，広い範囲にわたって存在するものは一般的にはまれである。また，水平樹脂溝を有するヰしのは，つね

に多列で，ときとして数細胞列に述ーすることがあり，いずれも紡釘r状をなしている。髄線細胞の高さは樹種，

年令，発→脊伏態などによりHi'なる。 1~20 細胞高の範囲にあるが，時zとして 30~50 細胞高に至るものがあ

る。また髄線細胞は柔細胞のみからなるものと，柔細胞と仮導管要素とからなるものとがあって，樹種識別

上の重要なる拠点となっている。さらに，これらf泌総細胞の形態的性質についても種 h 細かい差異があっ

て，やはり樹種の識別点として用いられてきた。

筆者は，以下記述するごとく，髄線に関する持徴として，その性質の適性を検討し，一次的特徴として

43~52 を，二次的特徴として【53)-(59) をそれぞれ設定適用することとした。

43, 髄線f反導管 (Figs. 33, 34, 35) 

上述のごとく針葉樹材の髄線には柔細胞のみからなるものと，柔細胞と仮導官;の 2 要緊迫、ら構成されてい

るものとがある。要素のおのおのをそれぞれ悩総柔細胞および髄線仮導管と l呼んでいる。

この|可制抱の一般的な区別点は，普通の仮事管と交叉する分野の紋孔型がう l'iìil和ii仮導%:においてはどしい
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重紋孔であるのに比し，髄線茅細胞では単紋孔歩るいは半重紋孔である。また径断面において，前者の細胞

の股~(垂直lli')には重紋孔対が存在するが，後者のものは平沼かあるいは珠数状または給長j'i状のßI:l厚(持

W!!50) が存在することなどである。髄線仮導管は辺町敵線の上下縁辺に 1~数列をなして存在し，時として

悩fJH柔細胞と出在するものである。

Pinaceae (マツ科〕の 9 鼠中 • Pinus. Larix‘ Picea. Piuns. Pseudotsuga. Tsuga の 6 Jil'iには lE'Î("の髄絞

仮導管を有する。その他に外傷の京Ij較によって偶発的に生ずるもの (Tramatic ray tracheid) があり，金平

氏は Sequoia， Chamaccyparis. Cunninghamia なとに日現と記載している。さらに PE'~Il ALL<)'Y によれば

Juniperus , Thuja , Abies にも出現するという。また PllJ LIl引は髄料!仮導管は Pinaceae において Abies ，

Keteleeria および Pseudolarix の 3 原を除いた他のすべての原に存在し • Abies {;!傷害によってときどき

出現するとレレ， Pinaceae 以外の樹穫で正常の髄線仮湾管を有するものは Chamaecyparis nootkatensis 

〔米ヒノ:) 11Wあるのみと記殺してL、る。そして偶発的に日夜するものは Cutressaceae (ヒノ守科〕の大

部分と Sequoia IB.に存在するとしている。

これらの点に悶し，わが国産の針葉樹材について検討するに，おおむね上述の記載と差異はなし、。ただ

Pinus 原のうちハイマツ (P. pumi・la) に存在するものは，その形態、が不完全であり i主意を要する。また

偶発的なものについては，筆者は金平氏が， PEYlIALL叩によって記載されていながら，その発見は図郊で

あるとしているす、ズコ (Thuja japonica)にこれをみている lへそのほ治 i ヒノキ (Chamaecyparis oblusa) 

およびヒノキアスナロ (Thujoρ is dolabrala var. Ho岡山りにも観察された。

44. 髄線f反導管の鋸歯状突起 (Fig. 34) 

この川徴は位fli(仮尊;:1すの水平肢のf1'監が銃盤状にJjl:l厚して突起を生じたものである。おおむね Hard Pir_e 

グループの樹材に最も顕著であって，わが国においても，アカマツ・クロマツなどの二葉松とヒメコマツ・チ

ョウ七ンマツなどの江葉松との材の首位制学的性質による誠731.'拠点として重要視されている周知の特徴であ

る。またその突起が小さく多少そのおもむきをJb'lこするが， トウヒ原 (Piceα〉の一般樹程にも存在し，さ

らにカラマツ属 (Lariめにもまばらで不顕著ではあるが出現する。

この特徴は一般に秋材部におし、て最もよく発注しており，径断面においてよく依察される。

45. 髄線f反導管の螺旋肥厚 (Fig. 35) 

金平氏は Larix， Pseudotsuga, Picea における髄紘仮導管の快藍には院旋紋を有し，その列車号、はははな

だ不規則で，ある ìif，j5分は広く，またある部分1;1:狭い。これに反し Pinus， Tsuga , Cedrus には畷旋紋を欠

27，外縁比較的規則正しく，その脂も同一であると記載している。

しかしながら.筆者が抗査した本邦産樹材の試私においては，明らかに勝旋W~造の絞察されるものはトカサワ

ラ (Pseudotsuga) と Picea のうちの 1 程ヒメバラモミ (P. Maximowiczii) のみである。前者におい

てはいずれの部分においても顕著であるが，後者においては局叡的に(多くは秋材部〕に隊訟できるもので

ある。

カラマツ*およびその他の Picea の樹震にあって(れ、ずれも不明確で，一般的には存在するとはいいが

キカラマツの髄線仮導管には袴lこ螺旋教の存在が確さできる場合があるが. この場合l土‘族主主標本のその

部分に空気のはいったものにかぎられるようで，金平氏の女献にかかげられた写真lI)Plーら Fig.41.もま

たその例にもれないようである。すなわち.これらの例のごとく，その部{立だけ空気がはL 、り乾波収縮

などの影響により，螺旋紋がうかび上って~j然としてきたものと推定されるのであって，一般の標本に

よる検鏡にては観察されないような状態のものではあるが Larix の鼠種にはやはり瞭旋紋が常に実在

しているのではないかと想像される。
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46. 薄い水平膜の鑓線柔細胞 (Fig. 36) 

この特徴は径断面における存材部の拍車li;柔細胞の上下の水平Jß1厚が隣接する仮導管の表直肢より一見して

汚いと判7.Jlj されるものである。

髄線柔細胞脱の厚きは一定のものではないが，この比較はその最も厚い部分についてのものである。しか

しながら，樹程によっては悩将細胞肢が樹脂様物質によって縁どられて矧尽きれている場合がある(例，

Podocaゆus s〆catus) ので，その判定にあたり，手[の細IJ2:/ir;'!の厚さであるか苔か注意して区別しなければ

ならない。

PIll LLll明18) によれば，このような部脱細胞は Araucariaceae， Podocaゆaccae (P. chilinus を除く〕

および Ctψressaceae の少数の鹿の髄紋の:115性であり，さらに Pinaceae と Taxodiaceae のうちでは

Pinus と Sciadoþitys のそれぞれにこの特徴を有するとしている。

これをわが盟産樹種についてみるに，この特徴を有する樹種はイチョウ，ナギ，ハイイヌカャ，イチイ，

コウヤマキ，アカマツ，クロマツ，ネヌナ，ピヤクシンなどである。これを PIITJ， Lll唱の記載18) と照合する

に Podocarþaceae 所属樹種のうちナギにはこの特徴が顕著であるが，イヌマキにはところどころにその

傾向はうかがえても，おおむね不顕著である。また同氏が記載してし、ない Ceþhalotaxaceae のなかでイヌ

ガヤになく，ハイイヌガヤにこれがみられる。 CUJうressaceae のなかでは，この特徴の見いだされるものは

]uniþerus のネズ，およびビヤクシンである。 Taxodiaceae につレては， Sciadojうitys (;J:世界を通じて

1 属 1 種のものであって， 筆者の試料でも同一結果でやはり顕著であった。 Pinaceae のうちでは Hard

Pine グループ。に属するアカマツとクロマツに存在するが， 50ft Pine グループ。のすべてにこれを欠くこと

は注意すべきことである。

47. 紋子Lのない水平膜 (Fig. 36) 

この特徴の有無を試験するには，通例横断面の切片を作成して観察するのがよい〔髄線仮導管や暗い内容

物などのため不明瞭な髄線柔細胞膜の場合は除く〉。この場合通常最も紋孔の発注している秋材の部分につい

て実施するのが適当である。しかしながら，試料によってはかえって径断面における方が観察しやすい場合

もあるので，その両断面の切片についてあわせ観察するのが安全であるつ

この水平践に紋孔のないことは Podocar�aceae (Podocar�us chilinus と P. dacrydioides 

を除く)および Araucariaceae のすべての樹種， Pinus 属の樹種のレくつかのグループ Cu戸ressaceae

および Taxodiaceaeのある種における最も重要なる特徴であるといわれてし、る。

これをわが国産樹種についてみるに，この特徴を有するものはコウヤマキ (Sciadρitys) と Pinus 属の

チヨ、ウセンマツ，ヒメコマツ，およびアカマツ，クロマツなどで， Podocarþacae 所属のイヌマキ，ナギの

2 種にはわずかながら紋孔が存在しており，やはりこの科の例外種である。

48. 多数の紋乳か存在する水平膜 (Fig. 37) 

この特徴は Pinaceae (マツ科〉のAbietoideae (モミ亜科〉の所属樹種lこ見られ，特に秋材部において最

も顕著である。木口面の切片でよく観察されるが，径断面においては水平膜上に紋孔膜が絡別肥厚した形状

に出現し，密に存在するので，この断面上でも容易に観察される。

49. インデンチヤー(lndentures) の存在 (Fig. 33) 

原語の Indentures とし、う熟語は 1936 年 PEIR四によって与えられたものであるといわれてし、る。わが

国においても金平氏が凹賂という語を用いてネズコ (Thuja standishi) にこの構造が存在すると記載向。
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しているが，あまり重要視されてはし、なヵったようでみる。したがって，まだ適切な訳語も見あたらないの

で，ここには原初の Indenture をそのまま用いることにした。

この特徴は Fig.38のごとく髄線の7)，平壁:こ，歪直壁D立ちあがる部分の両~\Ijの角に鋸歯状の凹所の存在す

るものでるあ。

PIIILL\l'S18) によれば A叩ucariaceae を除いた針葉樹4Jiのすべての科に認められるH，'j造であるとい

う。そして PodocarραceロE のうちでは Podocartus chilinus と P. dacrydioides のみに存在し，また

Pinaceae におし、ては，この科を通じて:i: iíf:の馬にtìI現するが Cedrus， Keteleeria, Pinus の 3 J/支のもの

は不顕著であるとし、う。

Cupressace日C および Taxodiaceae におL、ては，この特徴は識別ヒ最も有用であって.これらの科のう

ちでは.まずれ料について観察し，そのおちこみの状態を碓訟すべきであるとしている。すなわち，頻繁に

この特徴の出現するものは Thuja， Thujoρsis ， CIψressus‘ JuniPerus， Glyptostrobus, Taxodium , 

CrYJうtomeria， Cunninghamia の干一民である。 Taiwania に~しては PEJP.GE の報告では多数かつ顕著の

ものとしてあるが，筆者の試料では，この特徴は大変まれで不顕著なものであったと PUl LLlI唱lE)は記載

している。また同氏は Cutressaceae および Taxodiaceae 百科にあっては上記の版以舛 C0JiI! の位r歪に

も稀に貧弱なものが出現すると記載している。さらにこの特?以工 Taxus bacc日ta ， Torrcya nucifera 

(Taxaceae) , Cephalotaxus druρaceae (Cephalotaxaceae) , Podocarpus chilinusおよびP. dacrydioides 

(Podocat paceae) にも出現すると記載されている。

わが国産樹種においては，この持制オこ関する筆者の調査結果についてみるに， 顕著なる 1割程はイチイ

(Taxus) ， オズコ (Thuja) ， アスナロ( Thujopsis) ， スギ (Cryptomeria) ， ヒメバラモミ，ヤツガタケ

トウヒ (Picea) の 6 種にすぎない。

上i!G P IlI LLll'S の記較にはカヤ (Torreyめにもこの特徴を有するとしてあるが，筆者の試料においては

不顕著であった。

50. 隔聾の珠数(結節〕状目巴厚 (Fig. 39) 

f路線柔細胞の垂直脱 (End walIs) 上に出現する肥厚は，特徴 31 の木柔細胞の水平!目上に出現するもの

と全く同様のものであって，径断面において珠挙取または結節状をなすものである。

PlII LLTI'Sl[) によれば，この特徴を有するものは Pinaceae (マツ科〕の Abietoideae (モミ亜革、1) の全種

腐と ， Pi抑制民のうち 50ft Pine の樹種であり，これらの肥厚は真の紋孔の部分に相当するものであると

されている。しかしながら， JuniPerus virginiana および Libocedrus decurrens に見いt-'. されるもの

は，初主枚孔おが同線なII巴厚をなしたものであるが，この特倣に包括しであると記載されてし、る。

以との ;Î己故事項はわが国産樹種につし、てもそのままあてはまるものである。すなわち Abietoideae の

Abies, Picea, Tsuga, Pseudotsuga および Larix のすべての樹種と， ヒメコマツ，チョウセンマツなど

の 50ft Pine にこの特徴が存在し，イプキ，ネズミサシなどの JuniJうerus の樹種にも出現する。

しかし Abietoideae のうち， Pseudotsuga, Larix においては， しぼしばその膜壁に樹脂様物質が付着

しており，これがためその観察を困難にしている場合が多いので注意を妻する。また， 50ft Pine のものは

その肥厚の程支が僅少であり‘ Juniβerus のものはきらに貧弱である。

<51). 結晶の存在 (Fig. 40) 

髄*京、柔予田抱中には，樹種によっては往k l@'酸石灰の住状または板状の結晶が含有されていることは，すでに

多くの研究者;こよって報告されている。しかしこれを単世の讃gl!拠点として用いることは，その出現の普通



30 林業試験場研究報告第 98 号

性に疑問があって.一定のJI~路をたどって桧1索をすすめてゆく従来の方法においてはあまり重要視されてい

なかった。本法による識別においては，鑑定する供試材につし、て調査しそこに存在する特徴を路認，その特徴

だけについて個々に識別がすすめられるので，たとえその普遍性は不充分であっても，その点きえ承知してお

ればこの川徴のtEJIJによって過誤を佼す危険性はないわけである。さらにこの性質に閲しては相当多くの研

究資料を有している樹種もある。よって筆者は髄総に関する 1 つの特徴としてここにとりいれた次第である。

ただしこの特徴は{!~;i"\t~ に確認された場合iこのみ使用するものでその逆に応JIJ してはならないものであるつ

この特徴は Adietoid印e (モミ亜科〉に属する Abies， Picea, Cedrus , Keteleeria と Pseudotsuga (こ

存在することが報告されており，わが国産樹種にあってはそミ (Abies firma) に部'在し，他の同展樹穫に

は存在しないので，このil日者の識別拠i点となる。

<52> コウヤマキ型(切線断面〕の髄線細胞形 (Fig. 41) 

この特徴は務材の切総断面において観察されるもので，髄線細胞の外郭が Fig.41 のごとく，ある部分に

おいては内腔面から平凸レンズ‘状に左右に突出し，ある部分におし、てはその部位が反対の内腔側に平凹レン

ズ状におちこんだ形状をしており，尚一としてこの両者が重複して観察される場合もある。この特徴を有する

樹径は髄紋の分~!J紋乳忍!が大きし、単紋孔(特徴 38， 42) を有するものにかぎられる。すなわち，細1包の外事1;

が内{lll)にわちこんでいる部分は春材部の大きい単紋孔の部位を切断した個所である。

わが国必の樹極ではコウヤマキ(Sci・αdρitys) およびマツ類 (Pi河川〉に出引する。

<53] 円形および広楕円形の細胞 (Fig. 42) 

(54] 長精円形および楕円形の細胞 (Fig. 43) 

(55] 角 iまった形状の細胞 (Fig. 44) 

[56] 15 細胞高以下の髄線よ U なる

(57] 30 細胞高以上の鑓線がしばしば出現

(58] 複列髄線比較的多数存在 (Fig. 45) 

(59] 細胞内腔に濃色の樹脂様物質充満 (Fig. 46) 

髄線にl均する二次的特徴としては，切線断面における細胞個々の形状の如何により (53] ， (54] , (55] の

3 つをIi立げ，このような特徴を有する樹符!を，主として附円形をしてし、る一般的制種より議別する拠点とし

た。また，細胞高について (56] ， (57] の 2 つを設けて，一般より格別に低い制種とはなはだ高レ樹種とを

検出する刊微とした。さらに.特8':;なる細胞rjJ を有するWH丞の識7.l1!拠点として特徴 (58] を設定した。また，

樹種によっては，侃i綜の細胞内A~に格別濃巴の樹脂様物質を含有する公算の大きし、ものが存在するが，これ

ら樹程の誠別の!1)Jけとして特徴 (59] を設けた。

なお，上にあげた特徴 (53]-(59] に関して検討し，使用上の細かL、規定などにつし、て説明をかーへれば次

のごとくである。従来切綜断面における髄線の形状は樹種の議号1)点として， しばしばþJ]"、られてきた。しか

いいまだその変異性に関する究明が充分でなレものが多くうこれを一次的特徴として用うるにはなおちゅ

うちょせざるを得ない点が残されている。よって，筆者はし、ずれも二次的待微として使用するにとどめた

が，実際の識別においては，やはり Pice仏 Abies， Tsuga などにみられるごとく.同属樹材の細別点とし

て比較対照的に用レてはなはだ有効な場合がある。

切線断面における髄線細胞の形態は，樹種により，円，広栴円，楕円，長梓;円など種h であって，ぞれら

の相違が樹種識lllJ上の拠点として適用されるのである。し泊 i し，一般的には楕円形を呈するものが最も多し
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特徴 (53J は，それら標準的なものより円形に近い細胞形を呈する樹種の検出にあてたものであり，特徴

【54] はその反対に組長い形状をとる樹穫のものである。この 2 つの特徴の使用に|捺しては次の事項に注意

すべきである。すなわち，細胞形の特徴は中間細抱についての規定であって，一般的には鑓線の両端部の細

胞は常に中央部に近い幸四包より縦に延長しており.また細1包高の高い号直線は低い細1包高のものより細長くな

っているのが普通である。さらに P I!I LI.Tl引17)は，すべての置紘来日包[土，春材都におけるつぢが細密なる秒、材

部におけるより高い傾向jがあると記載している。ただしこの点には疑問がある。上述のごとく，この断置に

おける髄線細胞形には程h特性が存在するため‘その判定にあたっては局部的な観察にととめることなく，

かなりの広L、視野について行うべきである。

すでに記したとおり，切線降rr直における髄線組砲の形状は，おおむね， f百円形ないしはその近似形であっ

て，その佐々の外形は，上下の援あL細胞との接合部におし、てくくれており，その部分より遠ざかるにしたが

ってしだいに膨れてゆき，ヰ夫部にて最大となるのが普通である。そのため位綜細胞桔互の接合部において

は左右の仮導管波監との接触匠におL 、て，細~?:医」隊を構成しているものが多い。し治し，樹穫によっては上

下の接続細抱との接合部のくくれがはなはだ僅少で，腹壁の各辺は直線的となり， したがって細胞は円味が

かけて角ばった形状をしたものがある。特徴 (55] がこれで，やはり同属国などの近似材の訣7JIJに役たつも

のである。たとえばツガ (Tsuga Sieboldii) はコメッカぉ (T. diversifolia) に比しこの特徴が鋲著で

ある。

髄線の純jq包誌も樹令や自:位，生育条件なとによってある程度変ELすることは認識されているが，非B託:1: 低

いもの，あるし、は，はなはだ高いものは特定￠樹穫に限定されている。特徴 (56] および (57] は，それらの

樹穏の検出のために設定したものである。変異のrjJは各位j種ごとに一応検討したがまだ充分とはL 、えなレ。

しかし二次的午、J1:品、としたので大いに使用して差支えないものと信ずる。特徴 (56] は 5mm~ くらいの視

野の観察においておおむねそ￠範密の高さに限られているものであり，特徴【57] は 50 倍程度の寂微鏡下

の視野において繊維方向と直角方向に 1mm の移動範囲の視野に 30紅抱高以上の髄線が 1 以上出現するも

ので，紡陸状悩線はその数に入れない。

髄線の記載の最初に述べたごとく，局部的に存在する複列髭綜は多くの樹程に才?いて普近lごみられるとこ

ろであるが，それが広い紅国にわたって出現することは，傷害部付近を除いてはまれであると知られている。

特徴 (58] は.この複列2直線が広範臣にわたって比較的管に存在するものである。 PUILLll'S 1:) 1 :J:Sequoia 

sempervirens と Cゆressus macrocarpaにこの特徴を有すると記載し， BRO¥rS P A~S日 p..1 】 らは材色など

近似している Thuja ρlicata と Libocedrus decurrellS との議73!J点のーっとして，後者にしばしば複抗髄

線の出現することをあげている c しかし筆者の鮭察した供試材においては未検の Cuþressus は不明であ

るが， Sequoia には日現したが Litocedrus にはこの特管[土日現せず，また乏湾.ヰ匡等に産しわが医にも

植栽されているコウヨウザン (Cunninghamia lanceolata) と本文産のピヤクミシン Cfunifaus chinensis) 

にあまり顕著なものではないが，この特徴が誌められた。すなわち，この特徴はし、ま上に記した特定の樹種

においても必然的に存在する性質ではなしそれらの樹穫にあっては比較的出現の公算が大きいというもの

であって，やはり二次的特徴としてのみ使用されるものである。

針葉樹材の髄線柔細3?;には‘樹脂様物質を含有しているが，その精泊威信等l立←般的方法による校鉱標本作

成過程において抽出されてしまうものである。しかし，なお，その量に多少の731;はあれ，援1E様物質はほとん

どの樹穫において残溜している。それらのうち Araucari・a， Cuþressus, ]U1ll:P CI'US, Li・{;oceι'rus，
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Podocarρus ， Thuja なとの特定の間種においては，格53lJ濃色の樹脂様物質が細胞内股に充満しているもの

である。もちろん同一樹種においても，いろいろの条件によって，ある松!芝変異するものではあるが，上記

の樹種にあっては，その存在の公算が大きしやはり，それら樹種の識別の助げとして利用できるものである。

G. 呈色

60. フラポン反応

フラボン誘尋休は，これを還元するときは紅色または寅紅色を呈するアントチヤニンを生ずるので，容易

にこれを見いだすことができる。

しこうして，植物休中において通常フラボン誘導休の多く存在するのは，表皮および外気にあたる表面の

柔細胞であって，木材に存在することはむしろ例外なのである。したがって‘このフラボンを検出すること

により，その存否の区分にもとづき木材の樹f>Ti識別ができるわけである。金平同士は次のような方法でフラ

ボンの検出を行われた。

すなわち，木材を削って試験管に入れ，アルコール浸出液をつくり，これに猿塩酸の数滴を加えて酸性液

となし，水銀の小粒と金属性マグネシヤ粉末を入れる。しかるときはe盛んに水素ガスを発生してフラボン誘

導体は還元せられ，アルコール浸出液は紅色または葉紅色を呈する。

針葉樹材中，フラボン誘導体を含有して上記の反応を示すものは， トガサワラ属 (Pseudotsuga) ， カラ

マツ鼠 (Larix) およびイヌカラマツ属 (Pseudolari・x) の 3 属のみである。

61. 鐙光現像

木材の水浸出液は，樹種により蛍光を有するものとしからざるものとある。したがって，この現像を検定

して木材の識別を行うことができる。これを実際の木材誠別に応用したのは.藤岡防士をもって唱矢とする。

後光現像を検する方法は，まず木材の飽屑または鋸清を数日間水に浸出し‘浸出液を試験管にとり.太陽

またはアーク燈を光源として侭倍率の凸レンズを用L 、て集光し，側方より観察するものであって， fま光を現

わすものは，集光せられた部分の浸出液が美しい色調を呈するものである。この場 FT浸出;伎に数i商のアルカ

リを滴下し，これを暗箱中に集光して鉱察するときは一層顕著となる。ただしアルカリの滴下は場合によっ

ては反作用をもたらすことがある。

後光を有する樹種は，多くは広葉樹額に属し，特にマメ科(Leguminosae)植物中シタン類 (Pterocaゅus)

が最も著しく，有名である。

針葉樹は，一般に後光を有するものは少なく，ただピヤ~シン CfuniPerus chinensis) のみ顕著である。

H. 所属科名

この項は，すでに記述したごとく，主として，求むる樹種の識別カードの枚出の便宜に設けたもので，科

の分類は PJLGER によった。

64. イチョウ科 (Ginkgoaceae)

65. イチイ科 (Taxaceae)

66. マキ科 (Podocaゆaceae)

67. ナンヨウスギ科 (Araucariaceae)

68. イヌガヤ科 (Cephalotaxaceae)

69. マツ科 (Pinaceae)

70. スギ科 (Taxodiι:ceae)
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'71.ヒノキ科 (Cゆressaceαの

.11. 内地材産出地

'72. 北滞痘

'73. 本ナ1'1

'74. 阿国

‘75. 九州

'76. 植殺外 11祁E

J. 外材総入先

'77. 北米

γ8. 南米

79. 濠州、|・=ユージラン下

80. 比烏・インドネシア

81. 台湾・中国

82. 朝鮮・満州|

83. 沿海州・梓大

84. 欧州・その他

( l!) 木材利用上の参考と主主る特徴

識別カー Fの裏面にかかげた持徴は Text-Fig， '2に示したとおりである。これらの特徴は，主として木

斗オ利用上の参考として役だてまうとする目的をもって選定したものである。すなわち，これによって検索し

先制種の材質的性能や用途の概要を知ることができる。またその反而， 目的の用途にはいかなる樹種が適す

Jるかの検討も加えられる。

しこうして，これらの特徴は別途木材の樹種識別上に主大L、に参考となる場合がある。たとえば，樹種鑑

'定をし主うとする資料が，すでにある特定の用途に使用されたものであれば，その用途に適する樹種はおお

之fね一定の範囲の樹種に限定されるもので，樹種検索の領域が急に狭ばまり，その判定を容易にする事情も

生ずるものである。

本特徴の樹極別表は Table 3， 4 に示すとおりであり，すでに:1[J主した手法に準じて誠別カードを調製し

ーてゆくものである。

'Table 3， 4 の作'Nは，一応それら特徴に関する交献を参照して引用したが， いまだはなはだ不充づ:ìな面

:もあり，不備なものしか伶られなかった。よって，これらの付制に関しては，識別カード使用者において特

徴の項目や資料を適当に拾捨撰択あるし、は改毘して利用されるよう望むものである。

A. 幸IJ用上の性質

ここでは，木材の一般的利用において習意すべきつぎの諸性質を特徴に晶子夫。

85. 耐朽性太

86. 耐朽性中

87. 耐朽性小

、88. 耐蟻性大

,89. 青変閣に侵さ hやす."'~
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利用との性質に関する特徴

85 I 86 I 87 I 88 I 89 I 90 I 91 
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整
理
番

樹 種 名

号

101 I Kauri Pine 
102 i Parana Pine 
103 I Bunya圃bunya

104 I オウシユウモミ Silver Fir 

105 I ベイモミ White Fir 

106 I ベイモミ Noble Fir 

107 I ヒマラヤスギ

108 I アプラスギ

109 I カラフトカラマツ

110 I ホワン

111 I Tamarack 
112 I Western Larch 
113 I オウシユウトウヒ Common Spruce 
114 I Engelman Spruce 
115 i White Spruce 
116 I Black Spruce 
117 I Red S戸ruce
118 I ーミイトウヒ Sitka Spruce 

119 I サトウマツ Sugar Pine 
120 I モンチコラマツ Western Pine 
121 I 〆イオウショウ Long leaf Pine 

122 I カイガンショウ

123 I Red Pine 
124 I リギダマツ Pitch Pine 
125 I ストローグマツ White Pine 

126 I オ Iウシユウアカマツ サスナ (Sasuna)

127 1 テーダ、マツ Loblolly Pine 

128 I ベイマツ Douglas Fir 
lロ29 1 カナRダ、川'J}カガ7' Eastern Hel1叩zlωockh 

lω30 1 ベイツカガ Western Hemlock 

131 I ラン〆イスギ
132 I コウヨウザン
133 I セクオイア Red Wood 

134 I アサン

135 I ラクウショウ

136 I ベエヒ

137 I ベイヒ P.O. Cedar 

138 I ベイヒバ Yellow Cedar 

139 I タイワンヒノキ

140 I シグレイトスギ Funeral Cypress 

141 I エンピツピヤクシン Eastern Red Cedar 

1.42 I インセンスシーグ Incense Cedar 

143 I ショウナンボク

144 I ニオイヒパ White Cedar 

]45 !コノアガシワ

146 1 ベイスギ Western Red Cedar 
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る特徴 用 途 の キ守 徴
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90. 切自11性良好

91. 割裂性大

92. 保釘性良好

B. 強度附性能

林業試験場研究報告第 98 号

木材の虫度的性能のうち，ここにはその最も根幹となる繊維方向の庄続強度と，凶Iげ弾性系数をおのおの

つぎの 3段階に分けて特徴とした。しかし，これらの数値は現在においてはおおむね適切とおもわれるもの

であるが，今後この方匠の研究の進展に伴い，あるいはその変更改廃を必要とすることも考えられるもので

ある。

93. L土紛Ul11度 >400 kglcm~ 

94. J上縮強度 400-300 kg/cm~ 

95. 圧縮民自主 く300 kglcm~ 

96. 

97. flll げ排他系数 > 120 ton/cm~ 

98. Illlげ日中性系数 120-80 ton/cm~ 

99. Hllげ~ììi性系数く80 ton/cm2 

100. 

c. 用途

木材用途に関する特徴をつぎのとおりに分けたが，最近木材資源のおfl潟に伴レ，木材利用の合理化が推進

され，新しい用途全開拓されると同時に，その用うる樹穫の関係もしだいに変貌しつつある。かかる現状に

おいては，ここにかかげた特徴はL、ささか陳腐の感がするが，詳しい調査のいとまがなかったのでそのまま

例示したもので，この点識別カード使用者において充分検討され適当に改訂して用いられんことを望む次第

である。

101. 建築〔柱・梁・土台・根太〉

102. 建具・室内造作

103. 土木(杭木・枕木・橋梁)

104. 家具

105. 造船

106. 11:[ 榊

107. 製紙

108. 合板

109. 包装箱

110. 楠侍類

111.宮d制i木

112. マッチ軸木・径木・木毛

113. 漆~m木地

114_ ドック水門扉

115. 楽器
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11.16. J.彰亥日

N 各樹種別の特徴表

本表利用上の似宜を考え， Table 5 には本邦産樹種のみをあつめ，また Table 6 には識別の対象とな

る，輸入外材ならびに国内に植栽されている外国原産樹穫をあつめて示した。

ここにかかげた各樹種の有する特徴に関しては，一応，既往の研究成果に，筆者がこのたび新たな供試資

斜について観察調査した結果を加えて作成したものである。しかし，これら樹種のなかには，いまだ観察不

充分なものもあり，またわずかの樹種に限るが，全く鮭察資料が得られず，もつばら文献の記載にたょった

ものもあって司その過誤なきを保しがたいものもある。それらについては今後の研究調査にまって逐次訂正

1してゆく所存である。

本表は識別JHカード作成のためのみのものではなく求むるある樹種間における特徴を机上にて比較検討す

る場合などの便誌にも供しようとするものである。

Table 5. 各樹種の特徴(本邦産材〉

Data for the Preparation of Key Cards (Japanese species) 

う除以乙. 名
I c;手m口 mon na名:es I 

特 徴
番号

No. I Scientific names Features 

A I Ginkgoぽeae
Ginkgo bif.oba チ ヨ ゥ|主主 14 32 40 46 (53] 64 76 

B Taxaceae 

2 Taxus cuspidata イ チ イ 2 3 <11] 18 <20> 40 50 <54] 65 

3 Torr〆'e_ya 托.ucifera カ ヤ 6 16 18 <20> 39 51 <53><54] 65 73 74 
75 

C Fodocarpaceae 

4 Fodocarρus ィイ ヌ .マ キ 4 29 30 <33><34><37> 39 40 41 <53> 66
macrophyllus ク 斗ナ ーマ キ 73 74 75 

5 P. Nagi l ナ ギ
4 29 30 【33】【34】【37】 3ヲ 40 41 46 <54>

<57> 66 73 74 75 
。E Ceρhalotaxacetre 

司5
Cephalotax.誕S

イ ヌ うb' ヤ
4 16 18 (< 20]) 29 30 <33><34><37> 39

Harr.ingtonia <53><56> 69 73 74 75 

7 C. Harring((Jnia 
ノ、イイヌカ、ヤ 4 18 (< 20]) 29 【33】【34]【う7】 39 46 <54>

可ar. 也α，1'Ul <56> 68 72 73 
!F P�aceae 

:3 Abies fiれma 1 モ 、、 !|<(5174 ]> 1524(29)<36> 41 48 51 52 <53>
<54>> 59 69 73 74 75 

9 A. ,homo/.epú ウラジロモミ 24 (29) 41 48 51 <53><54) 69 73 74 

;10 A. Mari誑ii アオモリトドマツ 15 24 41 48 51 <54> 69 73 

1'1 A. sachalinensis アカトドマツ 24 41 48 51 <54> 69 72 

12 A. sachalinensis 
アオトドマツ 24 41 48 51 69 72 

var. 九layriana

13 I A. VeitLhii |シ フ
，、-、e 15 24 26 41 48 51 <54> 73 74 

2 3 5 14 15 23 25 26 28 【36】 3ヲ
1]4 I Laγix 1包pt匂iepis フ .マ ツ|的 43 44 48 50 51…[59] 60 69 

73 
1"5 I P�ea b:�:coloT フ モ ミ 1 16 23 25 26 28 39 41 43 44 48 

50 51 <53><54> 69 73 
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学 名 |よmon ム 1 特 微
2えび番号
No. Scientific names Features 

Picea jezoensis 二工ー ツ • 、 ッ |lui526i83ヲ 43 44 48 50 <5
69 72 

17 1 P. jezoe百sis
ト ウ ヒ 23 25 26 28 39 40 41 43 44 48 

var. hondoensis 50 51 <54> 69 73 

18 1 P. Glehni アカエゾマツ 23 25 26 28 3ヲ 41 43 44 48 50 
51 <54) 6ヲ 72

19 1 P. Koyamai 23 25 26 28 39 41 43 44 48 50 
5 I <53><54> 69 73 

20 1 P. Maximowiczii ヒメメラモミ 16 18 23 25 26 28 <36> 39 43 45' 
48 50 51 52 <54><56> 69 73 

P. polita り モ 、、、 16 (18) 23 25 26 28 3ヲ 43 旬 48九
50 51 52 【 53】【~5】【 56】 69 73 74 75 

22 1 Pinus densljlora |ァ カ ーマ ッ I 2 9 【百】 22 25 38 43 44 何 47 49~ 
52 69 73 74 75 

23 1 P. 註oγaie抗sis |チョウセンマツ 2 15 22 25 38 45 47 4ヨ【53】【56】 69-'
7~ 

24 1 P.paJγ百ifloγ。 ヒメコマツ 2 15 22 24 38 45 47 49 <54><56) 69~ 

P. pa:γ甘ljlora
73 

25 I 
var. pentaρhylla キタゴヨウ 2 (15) 22 25 38 43 47 49 51 <54> 69'

73 
26 ! P. pumila ノ、 イ ーマ ツ 2 3 15 22 25 38 43 47 49 51 <53]

<56> 69 72 73 74 
27 P. Thunbergii ク ロ 竺マ ツ 2 <11 > 22 25 38 43 44 u46 47 49 52 

69 73 74 75 市九 '¥ ¥ ;J 

28 1 Pseudotsuga トカ‘サワラ
2 3 5 15 16 18 2ヰ3ヲ ヱ5 、、.26 27 29 

japonica <36>< 37> 39 43 44 48 49 5b <59> 60 69 
73 74 

29 Tsuga diversljolia 二Z メ ツ うf 5 15 24 29 31 <375>< 36> 39' 40 43 48、
51 【54】【5ヲ】 69 , 73 74 

30 " T. Sieboldii 、、J うf 5 15 <21 > 24 29 31 <35><36> 39 40 43 

G Taxodiaceae 
48 51 【53】【百】【 57】【59) 69 73 74 75 

31 Cγypto押!eγia 2 '3 6 7 14 29 30 3: <33><34><35]]
'jaρonica ス ギ、

<36> 41 49 <53) ~ 70 73 74 75 

32 SCiadopitys 
コウヤマキ 3 29* 38 46 47 49 <531(5-6> 70 75 74-

verticillata 75 
H CUj争γessaceae

Chamaecyρaris 
2 '3 6 29 明 31 【33】む4105】 40 【53]j

33 
。bt祉sa

ヒ ノ キ <56) 71 73 74 j5 

34 C. 争isife:γむ
2 3 6 29 30 31 <331<341[;35> 40 41 

サワラ【54】【56】引 73
35 ネネ ズ |1 2329L31 > 40465061X54><59) 71 

JuniPerus rigida ズミサシ 73 74 75 

361 ]. chinensis 
|229300l ]<34) 40 41 45 三ü (51)<54]

ビヤクシン【56】【58】【591' 61 -73~ -

37 1 Thuja Standishi 1 ク ロ
d、e、 2 3 29 31 <33><34><351 41. 43* 50 51 

ネ ス :::l <53)<56><59) 71 73 74 

38 1 Thujop山 dolabrata I 7'-ス ラー ロ 6 29 31 <33><34><35> 40 4.1 50 51 <53]

ヒ ノ、. <56><59> 71 73 75 

3ヲ l T. dolぬrata 6 29 31 <34) 40 41 50 <54><56><59> 71

var. Hondai ヒノ、 72 73 
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Table 6. 各樹種の特徴(外国産材〉

Data for the Preparation of Key Cards (Foreign species) 

?科名および種名 lMおー名ト 特 徴

及Nびo. 号 Scientif� names I Common hames Featureョ

D Araucariaceae 

I Kauri Pine 101 Agathis australis 7 13 40 46 47 67 791 

102 Aγaucaria Brazilian Pine 
13 40 46 47 67 78 angustzjolia Parana Pine 

103 A. Bidwillii Bunya-bunya 13 40 46 47 67 79 

F Piηaceae 

104 Abies alba オウシユウモミ
Sil~er-Fir ~ --I 1 29 31 41 48 49 50 69 84 

1 ペイ モ

105 I A. grandis I White Fir I 1 29 31 41 48 49 50 69 77 
Giant Fiγ 

106 I A. procera 
ベ J エー 、、、 29 31 <34><36) 41 48 49 50 <53><571
1 Nobl;'Fir <59> 69 77 

107 I Cedrus Deodara ヒマラヤスギ 2 6 7 15 24 29 31 3ヲ 40 41 43 
|ヒマラヤシー〆ー 48 49 50 <53><55><57) 69 76 

108 I Keteleria Davidiana I アユ プサラ スギン 5 6 14 23 26 29* 31 41 48 49 50 
69 81 

Larix Gmelini |カラフトカラマツ 2 5 18 23 25 26 28 29 <36> 39 41 
09 I var. Jaρoniea リースト

43 44 48 49 [54) 69 83 プエン=ツア

110 1 L. Gme~iι ni ホワン，ホワンスン 2 5 23 25 26 2829 <36> 39 43 48 

var.ρrincipis カ フ ー宗主 ツ 50 69 82 

111 I L. laricina Tamarack. 5 14 18 23 25 26 28 39 41 43 44 
Eastern Larch 48 495069 77 

112 I L. occidentaris I Western Larch 2 5 14 18 23 25 26 28 29 31 39 
41 43 44. 48 49 50 69 77 

オウシユウトウヒ，

¥ ¥:3 I Picea Abies l 川ツトウヒ 11 日 (18) 23 25 26 28 う9 川 43 44 
Common Spruce 1 48 49 50 69 81 

¥ ¥4 I P. Engelmannii 

Norway Spruce 
!1823252628394143444849 

1 Engelman Sp問ce 克【53) 69 77 

115 I P. glauca I White Spruce 
I }，土8 23 25 26 28 39 41 43 44 48 
49 50 <54> 69 77. 

116 I P. mariana IBlack Spruce I _gJ r~~， ~~ ~~ 28 3ヲ 41 43 44 48 49 
50 <55> 69 77 

117 I P. rubens IRed Spruce 
11523252628394143444849 

50 <53> 69 77 

'118 P. sitchensis 
|ベイトウ巳 1 1823252628394143444g49 
シトカトウヒー <>
Sitk~ Spru'ce ~ -1 50 [53J 69 77 

¥ ¥ 9 ¥ Pinus lambertiana |サトウマケ i
Suga~ Pfne '1 2 5 22 25 38 43(4ヲ) 50 69 77 
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盤記号l 科名および種名 lm-名| 特 徴

lえぴNo. I Scientific names I Common names Features 

120 I Pinus monticola |モンチコラマツ
Wcsteγ叫 Pine 2 5 22 25 38 43 (49) 50 69 77 
Silver Pine 

2 5 も 14 22 25 42 43 44 46 47 

121 I P. ρalustris |ダイオウショウ (49)69 76 
Løγ19leaf Pine 

2 5 6 22 25 42 43 44 46 47 (49) 
122 I P: pinaster 69 76 79 54 

123 I P. resinosa Rcd Pine 2 5 22 25 38 43 44 46 47 (49) 69 

Norway Pine 77 

124 I P. rigida リギh ダ‘マツ 5 22 25 42 43 44 46 47 69 76 77 
Pitch Pine 

,125 I P. strobus ストローフe マツ 2 6 22 25 58 43 49 50 69 77 79 
White Pine 

126 I P. sylvestri5 オウシユウアカマツ 2 5 6 8 22 25 :::8 43 44 46 47 
サスナ (Sasuna) 49 69 76 84 

1127 I P. taeda テーダ、マツ 2 5 14 22 25 42 43 44 46 69 76 
LoIJ.l�ly Pine i 77 84 

Pseudotsuga "" イ ーマ ッ I 2 5 J_4旦 23 25 26 27 29 31 (36] 
.128 I taxifoli(j_ Douglas Fir I 39 43 45 48 49 50 <53> 69 77 

Dregon Pine 

H 29 I Tsuga canadensi古
!カナダ、ツ ckガ
lEastern Hemlo|l1424293l <36> 39 40 41 43 48 
‘Canada Hemlock I 49 50 69 77 
Hemlock 

130 I T. heteroP'!ylia 
ベイC ツガf
|West oosHtemloch |ll -14162931 <36) 40 43 48 49 50 

,Western Hemlock <53><55] 69 77 
Pacific Hemlock 

G I Taxodiaceae 

131|Cunninz -sgn h hamie- ランダイスギ
3 5 6 14 <21 > 29 30 31 <37> 41 43* 

Kon 70 81 

:I32 I C.lanceolata 
ウョウザン 236 ー14 29 30 31 <33J 41 4ヲ【53】

<55><58> 70 76 81 

133 I Sequoia sempervirens.1 Rセedωグoodオイア I 2 14 24 29 30 31 41 70 76 77 

刊4 I 
Taiwania ア サ ン 2 3 29 30 4S 47 49 70 81 
Cry ptomeri�des タイワンスギ

'135 I Taxodium distichllnl ラクウショウ 726767 7 
14 29 30 う 1 40 41 49 70 

EruFESS釘

1136 Chamaecyρari古
formoscns.is 

. 
4、、

6 29 30 31 <33><34> 40 41 46 47 <53).
ヒ|【54】 71 81 

B7 C. lawsoNiana sら0仰例，
P. O. White Cedar 

]38 C. nootkatensi.s 
ベ hイa ヒバ
AYaska Yello国立 6 7 29 40 41 43 (49)(50)<53><56)

Ccdar <59) 71 77 

139 C. taiwanensi.s 

Y-el1ow Cedar 

タイワンヒノキ
3 6 2ヲ 30 ヲ 1 【34】雪9 40 <53><56> 71
81 

TI40 Cuþrιssus funebri.s i主fν イトスギ';;crcl ，'cyp;e~;1 I 2 6 29 30 40 46 71 84 
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fJ( f手

Features 

77 71 5J 49 :: 1 <34} 40 30 29 6 

50 <53><59131 <34> 4030 29 巳r

コ
←
i

η

】
川i-

i
t
 

IMおー名 l
Common names 

エンピツピヤクシン|
I Eastern Red 

juF12FGrus uirgzmonn|ccdur l L 

Tennesee Red 
Cedar 

ω仰dmdECMtutudL広三三ぷ
Pastard Cedar 

名および種名f;1 

Sdenti五c names 

整理記号 l
及び番号|

No. 

141 

142 

50 40 51 【3~】 5ヲ30 4 6 <17><20] 29 
ショウナンボク l【59】 71 81 L. macrolePis 14う

77 49 <54)<56> 7129 <3:> Îエオイヒ
Wlzite Cedar 

Thuj日 occidentalis144 

11 49 

ベイスギ
Western Red :; � � 2Q 30 
Cedar 
Giant 

40 ~9 E 2 ノデカr シワコT. orientalis 145 

43牢

(注)1 特徴を刀、す数字を[ 】で囲んであるものは二次的特徴
2. 同じく( )を付したものは不顕著なものの存在を示す。

3. 同じくーーを付したものは時として出現するものを示す。

4. 同じえ*を付したもは偶発的に出現するものを示す。
Note: 

Item number with [ ], ( )，一- and * indicate subordir:ate char前teristics ， inconspicuol1S 

presence, occasional occurrence and accidental occurrence respectively 

41 ラ!【ss】【 34】 40
-:7 

T. ρ1 icata 146 

各科・属別の特徴と同属ならびに近似樹種聞の識別拠点に関する解説V 

Ginl{goaceae イチョウ科1. 

この科は前世界の植物で，現世界には次の 1 震 1 穫を有するのみであるσ

イチョウ属Ginkgo ( 1 ) 

イチョウ (G. biloba) 1 種よりなる。イチョウはヰI豆およびわが医に植殺されているが，現在自生地を存

しない。

この樹材は1if殴石灰の結晶を含む大Jfの木家稚Eι よりなるイジオプラスト(ね~; 32) を有することによ

って，他の金|葉桜l材のすべての樹震と区別される。

辺心材の区別は明らかてない.材は主主白色。泰材と秒、材の区Bl; は'H}、岩でなく，年輪界はやや肉眼的特徴

不明際。材質は柔軟，散密。横断iE lこオよいて昔』在状の小耳5点を有することによって著しL 、。

解剖学自七特徴 樹lE溝はなL 、。樹肱紙日与を夕、;く泊， j佐官全石IJ~ O:: 結晶を含むイジオフラスト (Fig. ;:2) を宥

することによって著しい。震断匠における仮導管紅胞の7f!t"、l :ì大づ区h で不規則に排列する。径断面童主主子L

iま対状排列で 1-3 列(特徴 14)。敏綜は柔和隆のみよりなり，水平践l:ì仮君主管肢によおし藷膜〔特徴4.6) で

ある。分野紋子iはヒノキ型(特徴 40)，ただし主主孔の外喜q:li袴円形で，車京需の巾は会買にわたりはほ等し

し一般的なものに比し多少その形状を臭にしている。

Taxaceae イチイ科2. 

ニューカレドニヤに産する，ただ 1 種よ

りなる Austrotaxus よりなっている。 Taxus と Torrcya ti解読学的性質においては近似J点が多L、。両者

この科は，北半主主にのみ分布する Tax lI s i c よび Torrcya と，
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とも材は磁く，均質である。年輪界は判然としており木目は美しい。仮導管には似院IJ印字(特徴 18) を有

tし，その重紋孔は大きい円形をなしている。樹脂細抱を有しない。髄線は柔細胞のみよりなり，その隔壁は

薄く，平滑で，しばしばインデンチヤーを有する。またその水平墜には適度の紋孔が存在する。分野紋孔は

主としてヒノキlli!，時としてトウヒ型。

Austrotaxus は，年輸が不明瞭(特徴的であり，多数の樹脂細胞を有し，仮導管に螺旋II巴厚を有し

ない点で前2 者と異なっている。樹脂細胞を多数有する点では分類学上近縁の Cφhalotaxus および

Ãmentotaxus に似ているが，仮導管に蝶旋lJ巴厚を有しない点よりすれば，むしろ両者よりは近縁関係にな

い Podocaゆus の樹材に類似しており，分類学的にもレろいろ論議されている。

( 1) Taxus イチイ属

北半球のi侃梢各地に分布して約 8 種を産する。わが国にはイチイ (T. cuspidata) とその変種で，北海道に

のみまれに産するキミノオンコ (var.luteo.baccata) および同じ変種で庭園樹として知られている濯木性の

ーキャラボク (var. nana) の 1 種 2 変種を産する。

肉眼的特徴赤褐色の濃い心材(持徴 2) を有する。辺材は一般にð:k: く t~{白色，その境界は判然とーしてい

る。年輪界は判明する。年輪巾は一般に狭い。材質は硬く徹也である。

解剖学的特徴仮導管の内墜に螺旋肥厚を有するので著しい(特徴 15)0 t/ì，JIJF蒋を欠く，また樹脂粧胞を

←有しない。信{ぽ~.Rは柔細胞のみよるなる。分野紋孔はヒノキ別(持徴 32)。

(2) Torreya カヤ属

この属ば東亜および北米に分布し 4 種を産する。北米カリフオノLニアに産する T. calぴornica と，わが

!国に産するカヤ (T. nucifera) ， 中国に産する T. grandis , 北米フロリグおよびジヨウジア州に産する

T. taxzfolia がそれである。わが国にはカヤのほかに植物分類学的には，その変積としてヒダ、リマキヵーャ (T

;nuczfera var. macrosperma) ， チャボガヤ (var. radicans) およびコップカeヤ (var. igaensis) などが

あげられているが，これらの変種はわずかの個体しか発見されておらず，木材利川の対照にはならないもの

である。

肉眼的特徴 この属の樹種の材は淡黄色の心材を有するが，辺心材のm界は一般に不判明。年輪はやや波状

を長する。材は永続する二百二気を有する。ただし，北米に産する T. taxzforia は強い悪臭を有するという。

!堅軟中庸，徽密， ~iìi力性に富み，害!裂しやすい。また水中におし、て保存期が永い。

解剖学的特徴 樹脂溝を有せず。仮主主管の内陸に螺旋j肥厚を有する。この1駅前!ll巴厚は春材仮導管にあって

tはしばしば対状に排列する。ただしその性質はわが国産のカヤ (T. nucぴera) と北米産の T. caliゲornica

Jこおいてはほぼ安定している i;'. 北米産の T. taxzfolia においては変異し，一般に不明瞭である。中国産

の T. grandis の 1 試料の観察。』では刻状のものは存在しなかったと報じられている。

径断面において重紋孔と交叉する対状の螺旋肥厚はその 1本は重紋孔の開孔の上部に他の 1 本はその下部

を通過している。木柔細砲〔樹脂細胞〕を欠く。髄線の垂直壁は平沼。

( 3) A ustrotaxus 

この思は近来(1922) 設立されたもので A. ゅicata 1 種よりなっている。ニューカレドェアの海抜1000

・ -3000 択の急勾阻の多雨林に生育する常緑喬木で樹高 45-80B尺に達するといわれている。この樹種に関し

ては，報告書も少なしわが国におげる車îÌl入の対照にもならないので省略する。

.:3. Podocarllac回e マキ科
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Podocarpaceae は大きな科で，南半球の代表的樹種であり，針葉樹類の中で熱帯に多数の樹醗を有する

唯一の科である。この科は一般的に次の 3 illï.科 7 属に分げられている。

( 1) Pherosphaeroideae 

Pherosρhaera の 1 属よりなっており，喬木性を有しなレ樹種より成立している。

( ll) Podocarpoideae 

この亜科は Microcachrys， Saxegothea, Dacrydium , Acmopyle および Podocarpus の 5 属より構

成され， Microcachrys を除き他のすべての属には喬木性の樹種を有する。

(m) PhyIlocIadoideae 

Phyllocladus ただ 1 属よりなり，喬木性の多数の樹種を包含している。

Podocarρロceae の樹容!は，同ーのE誌の中にあっても主要な解剖学的性質において相違する樹種がみられ，

そのために解剖学的基礎によって，科のなかを各民ごとに分類することは困難とされてしる。

以上のうち，わが国にはわずかに次に記す Podocarpus の 2 種 1 変種を産するが，木材利用上あまり重

要な樹種ではない。またその他外国に産するこの科所属の多数の属種についてみても，わが国における輸入

の対照となるような樹種はさしあたって見あたらない。よって，ここには本邦産の Podocarþus のみをとり

あげ，その他の詳細に関しては省略する。

( 1) Podocarpus マキ属

" 
この属の樹麗は主として熱常より亜熱帯に分布し，約 60-70 種を産する。濯木または喬木である。

わが国にはクサマキ (Podocarpus macrophyllus) およびナギ (P.Nagi) とクサマキの変種であるラカ

ンマキ (var. Maki) が存在する。前 2 者は喬木，後者は濯木。

a. 肉眼的特徴材はl官補色をおびた黄色ないしは陪黄色。辺心材の境界は不明瞭であるが，心材は辺材

部に比し濃色。年輪界は多少不明瞭，不規則な年輪を構成する。材質轍密。

b. 解剖学的特徴樹脂溝を欠く。仮導管の内墜に螺旋肥厚なし。径断固重叡孔は円形，開孔は円形・狭

い惰円形あるいは凸レンズ状で交叉するものもある。サニオバー著しい。樹脂細胞はかなり多く単独または

2-3 倒の範囲で切線方向に連接したものが均等に分布している。髄線は柔細胞のみよりなる。水平墜はほ

ぼ平滑であるがまれに凹陥部を有する。ナギは薄い水平監(特徴 23) を有する。切線壁1;1:平滑。分野放孔

はトウヒ型，ヒノキÌf~，スギ型の 3 つが常時存在する。

タサマキ (P. macroρhyllus) とナギ (P. Nagi) の識別点

{イ) 肉眼的性質

材は光択を有し， [1音揺色をおびた黄色。春材と秋材の区別はかなり l珂[療・・白 、 一・・ …クサマキ

材は光tRなく， Jt;\jを色，春材と秋材の区分jはやや不明瞭…- ・ ーー…・ ・ ・・・・・・・・いい・・・・・・ナ ギ

(ロ)解剖学的性質

髄線の水平壁の厚さは仮導管室主と大差はなく，触断面の細胞型lま円形または広楕円形のものが多い，

1-18 細抱高…・・ ・・・ 0 ・・..・・・ ・ ーー ーーー…ーーー ・ ー ー. • • • • • • • • • • • • .……・ーー・クサマキ

髄線の水平径の厚さは仮導管墜に比し著しく薄L、(特徴 23)，触断面の細抱型は長稽円形または惰円形

のものが多い， 1-36 細胞高… υ ・ー ・ 0 ・....・ー …ー…ーー ー・…・……ー・ ・ーー・・・・…・・…一 一一 ・ーナ ギ

4. Araucariaceae ナンヨウスギ科

この科は Agathis (ナギモドキ属〕と Araucaria (ナンヨウスギ艮〉の 2鼠よりなり，主として南半球
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に限られて分布している。 Araucariaceae の樹材は仮導管の重紋孔が 2-3 列に交互状に排列するく特徴:

12) ことによって他科の樹種と判然区別できる。またサニオ・バーを欠くことも著しい点である。

しかしながら，わが国の市場においては，退去にこれを取り扱われたことはほとんどなく，一般にはあま

り知られていなかったようであるc 最近南米よりチリー松， Parana Pir_e などの名称で少量輸入をみたよ

うであり，今後南米，濠洲，ニュージランドその他との商取引が活発化するようなあかつきには，輸入の対

IP拡種となることホ守恋されるので参考まて l二それ t枯木に民す ξ 存町に~- \，てとこ 1: 主厳して￡く。

( 1) Agathis ナギモドキ属

この原はマレイ，ニュージランド司 i豪71+1東部およびポリネシアに分布して約 15 f重を産する。取引上，問

題になる点は名声の高い Agathi・s australis と他の同属樹穫との区別であると L、う。市場材としての主産

地と樹種との関係は次のごとくである。

(1) New Zealand Kauri - Agathis australis. 

( 2) Australian Kauri ー主として A. palmerstonii， 他に A. microstachys と A. robllsta の少量。

(3) Fijian Kauri _. A. vitiensis. 

(<t) Vanikoro Kauri - A. macrophylla. 

( 2) Araucaria ナンヨウスギfF，.

ニュージランド，漂洲東部および降米に分布して約 15 種を産する。そのうち，市場材として霊安な樹穫は

南米に産するAraucari白 brasiliana と濠11+1に産する A. bidwillii およびA. cunninghamiiの 3 種である。

A.brasiliana は心材部に赤色の古!日が存在することによって他と区別される。また ， A. bid削・llii (こは，とe:

ときijf紅掲色の心材がみられるのに比し，A. cunninghamiif主主i色した心材を椛成しない点で説思I~ される。な

お，濠洲産のAraucariaJm淵穫についてはCc:.t: E): (l933)の化学的認

5. Cephalotaxaceae イヌガヤ科

この科はCePhalotaxus(イヌガヤ鼠〉と Amenfotaxus (ウラジロイヌガヤ原〕の 2長より成りたってL 、

る小さい科であって.分類学者によってはこれを Taxaceae (イチイ科〕のなかに包含させることもある。

( 1) ArnEntotaxus ウラジロイヌガヤ震

この属は，中国とE，湾にわずかに産するウラジロイヌガヤ (A. argotaenia) 1 種を有するのみである。

この樹重は，小喬木で心材を有するが，その境界は明らかでなし、。材は肉 IlN的性質，解音L学的性質とも，おお

むね Cゆhalotaxus に西14似しており，両者の識別点は震めがたい。重要でない属程なので詳紅は省臨する 3

( 2) Cephalotaxus イヌガヤ属

この属は東亜およびヒマラヤに分布して約 5 種(ある L 、は 8 穫〕を産する。常緑濯不または喬木で，いず

れも重要樹種ではない。

わが国にはイヌガヤ (C. Harringtonia) とハイイヌカ、ヤ (C. Harringtonia var. nana) の 2 種を産す

る。前者lì喬木，後者は伏臥性の;差木である。

肉眼的特徴辺心材の区別はなく，村は淡寅褐色を呈する。春材秋材の区別は明らβでない。不土産則な波

状の年輸を構成し，その境界もまた不明瞭なものが多い。材質比較的重硬(特徴~ (11】)，紙管。

解剖学的特徴樹脂溝を欠く。仮導管のFセ監に明瞭なる螺旋牧を有する(特徴 18)。樹Mti\i!E g?;Lt均等に主

在する(特徴【37】)。髄線は柔細胞のみよりなる。分野紋孔はトウヒ豆j。

イヌガヤ (C. Harringtonia) )とハイイヌガヤ (uar. vana) との識別点。
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イ ヌカヤは本州 〔関東以西)， 阿国， 九州に産 し， 事総p， 中箇北部に分布する喬木である。 これに比 し，

ノ、ィ イヌガヤは， 北街道， 日本海沿岸地方に分布する伏臥性の濯木であって，その利用上においては別に問

題はない。 しか し， 解削学的性質においてははなはだ酷似しており ， 主要な特歓においては識別医難である。

ただ. わずかに後者の方が髄線の水平膜が薄い(特徴 46) 点で相違する。

6. Pinaceae マツ科

マ ツ科(:1: ， 針葉樹:J\tlの中で最も大きい最も重要な科である。

この科の樹種は，熱帯にまで分布している Pinu s (ただ し，黙帯にあっては常に標高の大きい地域に生

育する〉を除けば， すべて北半球のみに産する。

本科はさ らに，解剖学的に非常に差異のある 2 つの下記の亜科に区分されている。

( I) Abietoideae モミ亜科

この互主科は Abies， K.eteleer ia , P seudotsuga, T suga, Picea, P se udolar ix , Larix お よ び Cedrus

の 8 属を包含している。 このうち Kete leeria ， Pseudolarix と Cedrus の 3 隠はわが国には原産 してい

ない。

( n ) Pinoideae マツ亜科
この亜科は Pinus の 1 鼠よりなりたっている。

以上のマツ科 9属の樹種はほとんど喬木性で有用なる木材を生産している。

この科全体を通じての特徴は， 判然とした年輸を構成していることと，垂直方向の木~組肱は政に存在す

るかあるいはこれを欠く点にある。また Pinaceae だけに見いだされる特徴は， 正常の垂直 - 水平市樹脂務

(特徴 22 ， 23 , 25) , j'比紘柔納!胞の水平肢に紋孔が多数存在すること(特徴 48) ， 髄線仮よ長信の鋭歯状突起

(特徴 44) (正常の悩紘仮尋仕を有する樹穫は この科以外では Cupressaceae のベイヒ パ (Chamaecyparis 

nootkate目sis) のみであるが，その水平膜は平滑である〕。 ト ールス庚正笥?に突定を有する仮道管室紋孔 (特

徴 15) および劃然としている秋材(特徴 5) などである。

ま た ， Pùzus は分型j紋乳が大きい単絞ヲl型〔特徴旬、 42) であることと ， 被~~講のユピセりウ ムが現膜

(Pinus 以外の樹種は厚膜(特徴 26)J である点で Abietoideae のいずれの属とも区別される。

( 1) Abies モミ属

モミ属はiltWにがj 40 種を産する。いずれも喬木性で訳山の市場材を供給している。わが国には 5 種 1 変

種を産する。近年また二I t米よ り ベイ モミの市場名をもって Abi・es grandis (White Fir ) および A.procera;

(Noble Fir) などが輸入されている。

Abies の材は沙くの特徴if;組合せによって，他のいずれの原の核材とも鼠7.JIJ できる。すなわ'1;; ， 材色は一般

に淡色で正心材の区7.J1!はなく(特徴。， 正常広主主直 ー 水平直樹m講を有せず， また髄紘仮選管も存在しな

, ぃ。髄線の水平Jß~Iこは多数の紋孔を有し， (特徴 4臥側側Lはスギ型(特徴 41 ) でぞる 。

~II&自ち特徴 辺心材の区別はない(特徴 1) ， ただし熱材を結成する。材はおおむね白色。 として司滋東色

あるいは淡褐色。春材と秩材の主主界は明際。材質比較的軽軟(特徴 【12)) 。

解剖学的特徴 樹肝講を欠く。しかしタ11菱格lM~溝を生ずる こ とが去る(特徴 24)。正常の艇綜仮導管を欠

く (ご くまれに偶発的悩i紘仮導管を有するものがある〕。 髄綜柔和工艇は水平 田 垂直南限壁に多数の紋乳を有

する (特徴 48， 50 ) ， 分野紋孔はスギ型〔特徴 41 )。時と して髄線柔純胞内に(ÌÍ酸石灰の結晶を有する もの

がある。
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モミ属 (Abies) 各樹種間の識別点 この原の材は一般に ËI色軽軟なるものが多く，はなはだ近似してお

り，各樹種ごとの識別はなかなか困難である。経験的には材色，年!陥の構成状態など比較照合的な性質があ

げられているが，いまだ肉眼的にも‘あるし、は解剖学的性質においても，胡然、とこれを区別できF るような顕

著な特徴は店主立されていなし、。

しかし，いまだ究明不充分とはし、え，現在までに得られた研究成果によれば Table 7 に示されてし、る

各倒種の有する特徴の関係により，ある程度の識別は可能である。

Tab!e 7 モミ属 (Abies) tftJ種目iの識別拠点となる時徴

Features for the Separation of Abies Species (Cf. Tab!e 1) 

樹 種 仮Trac導hei管ds i他j iJ日 h前11111包 髄
Species Parenchy立la

列排列多重紋子のL ト辺あ 存

世珠隔の品肥状厚 事}主
イチ

学 ?:, 手口 名 ノスlレ突起にる ンヤ

ヲリ
デ l

Scientific name Common name 在 ン

29 31 <36> 4.9 

A.fiγ悦α モ 、、 平 + + 土

Abies homolepis ウラジロモミ 平 平

A. 11;[ ariesii アオモリトドマツ 十

A. sachalinensis アカトドマツ 平

A. sachalinensis 
アオトドマツvar. Mayriana 

A. Veitchii シ フ
J、e、 + 

A. g叩ndis
〆~ イ モ 、、、

+ + + (White Fir) 

A.lうectinata オウシウモミ + + + 

A. procera ' "  守 イ 二f:- 、、、

+ + + (Noble Fir) 

ff{ 
Rays 

結 l措形置型議|刊論岬
品広の形形型

51 :<53><54>

十

+十

+ 

+ 

i + 

+:存在する 土:しばしば存在する FrequentJy present 

present. 平:時として存在する Infrequently present. 

いま，この表より 2-31前記すれば，最も多くの特徴を有するものはそミ (Abies firma) である。この種は

しばしばf路線柔細胞内に路酸石灰の柱状あるレは紋状の結I.)fr を有する(特徴 51)点によって他と区別されるっ

ただし，この紡品の印税は Abies におし、てもやはり Cedrus ， Picea および Ketelleria ， Pseudolarix など

と同様常在的なものではないとされてし、る。しかしわが国産の樹種のなかではモミのみによく出現し，そ

の他のものではほとんどその出現例の記載は見あたらない。筆者の観察縦芥Lでもまた同様であった。なお，

モミでも幼令の供試木においてはその存在はまれである。また，モミは Abies 中で春材より秋材への推移

が最も判然、としており，輪縁状習E列の樹脂細胞(特徴【36】〕の出現率も最も大きいようである。

トールス周辺部に突起のある仮導管重紋孔を有し(特徴 15)，かつ鑓線の切線面細胞型が長楕円形および

ヰ育円形〔特徴【54】〕のみよりなるものはアオモリトドマツ (A. M ariesii) とシラベ (A. Veî・tchii・〕であ

る。この両者は植物学的持徴も比較的酷似しており，本州中部の山岳においてはしばしば浪清して生育し，一

般人にはよく混同されやすい関係にある。その材の有する持紋もまた全く一致して識別しがたい。ただこれ

らの材を常に取り扱っている人たちは，前者が後者に比しやや重硬である点によって識別している。また，
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アオモリトドマツは7T森山より本州中部にかけて分布するが，近畿以西には産地なく，シラペは近畿・四国

にも分布しているが，秋111 ・岩手両県以北には産しない。

(2) Cedrus ヒマラヤスギ属

REIJDER は]犯の長さや磁果の大きさなどの差異にもとづき，この1mを次の 4 種に分類している。

1. Cedrus atl仰tica 2. C. Deodara 3. C.li・bani 4. C. brevifoliaただし，これらの樹種については植物

分類学上なお多くの問題点があるようで，文献上いろいろ記載されている。たとえば， PllI Lll'S の記載に

よれば上記4種は植物分知学的Iこはただ 1 種であるが，いずれも世界の庭園樹として有名なため，ただ園芸上

の便宜から地理的分布によって分げられる 4 品種に特別に樹種名(学名)が与えられたものであるとしている。

ま HA'~L\RDは， J畏後にあげである C. brevzjolia を除いた他の 3 種にかぎって認めている。そして，各樹種相

た主の差異はわずかであり，かつ変異しやすい性質で互に混同されやすし、ため，一般的には C. lib(mi の学名

をもって代表させる場合もあると記載している。しかし，同氏はこれらの 3 種は，樹木学的には下記のような

校長りの差嬰によって，概断的区別はできるとしている。すなわち，レバノン地方原産のもの(C.libani) I 土，校

lí楊幹からほとんと'7)ç干に伸長しており，またヒマラヤ原産のもの (C. Deodara)は下に傾斜して校張りする

が他の 1 程アトラス地方原産のもの CC. atlantica) は反対に上方に傾斜して枝を仲長するとし、う。

しかし，同院間における材の識別点は明らかでなく，その検索は困難である。

わが国においてよく植殺されているものは，上記の樹種中，主として C. Deodara の学名をあてられてい

るものである。この C. Deodara (ヒマラヤスギ)は印受における重要樹種であり， また C. atlantica は地

中海沿岸地方における軍要樹種となっている。

肉眼的特徴辺心材の区別はあまり顕著ではない。辺材は黄白色あるいは淡黄褐色。心材は武伺色または

赤褐色。春材と秋材の別は明らか。しばしば強い束Ij戟，[，[= C限まいや頭痛を起すとし、われている〕の匂い〔特

徴的を有することによって著しい。また辛い味〔特徴 7) を有する。敵密で重硬。 脂っぽい(特徴的。

辺材は青変菌lこ位されやすく腐朽しやすいが， {，;材は耐朽性きわめて大である。

解剖学的特徴樹臨海を有しない。しかし，まれに外傷水平樹脂溝(特徴 24， Fig. 19) を有する。仮導

管膜壁の重紋孔は， トールス周辺部に突起を有する(特徴 15) により著しい。樹脂細胞存在，その醇塵に

は珠婆棋の肥厚を有する(特徴 31)。分野紋孔はトウヒ型，ヒノキ型，スギ型の 3 つの吾\! (特徴 39 ， 40 ， 41)

よりなってレる。 ft掛川正導管存在。髄線系細胞の股互きには多数の紋孔が存在する(特徴 48)。またインデン

チヤー(特徴 49) を有し，隔壁には珠数状のJl巴厚 C4寺微 50) を有する。切線面における髄線細胞の形は，

長さに比し幅が大きく，かつ角ばっている(特徴【55】)。また細胞高大で， しばしば 30 細胞?;;~をこすもの

が存在する(特徴【57】〉。

( 3) Keteleeria アプラスギ属

この震は，わずかの樹種よりなり K. Davidia仰と K. Forlunei が知られているがあまり重要なもの

ではない。前者は中国の中部，西部および南部に分布し，台湾にも産する。また後者は中国の程建省および

呑港に産する。

Keteleeria の材は解剖学f向性質における，正常の垂直樹脂蒋を有しながら水平樹脂溝を欠くことによっ

て著しく，この特徴によって他の属の材と区別できる。しかし，前記の両樹種間における材の識別点は明ら

かにされていなし、。

肉眼的特徴辺L'材の区別はない。材は黄白色あるいは黄禍色で， しだL、に陪裾色に変わる。年!I倫lí多少
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状を呈する。春材と秋材の境は~N]然としてし、る。垂直樹)j\s溝は存在するが，小さくて肉眼では一般に認めが

波たい。材質は脆弱で!丙桁しやすい。

解剖学的特徴春材から秋材への移りかわりは急激である(特徴 5)。 春材部仮選管の重紋子しはおおむね

2-3 :71] (持徴 14)。垂直樹脂符のみを有し，水平樹脂狩を欠く。樹脂狩の配列型は Pinus以外の協のもの

と同一(特徴 23) である。しかし， 2~数個年輪に沿って祈状に配列するものが特に顕著である。また，他

の針葉樹に比し小形であるが，その厚l肢のエピセリウムは比較的大きい。樹脂細胞は樹脂符の1m固に存在す

るか，あるレはしばしば年輪界に沿って 1 倍または 2 ・ 3 個ぐらい切線方向に連接して散布する(特徴【36】〉。

その隔壁には珠数状の)j巴厚(特徴 31) を有する。髄線は柔細胞のみよりなり仮導管妄素を欠く。政監には

多数の紋子Lを有する〈特徴 48)。隔壁には結宣r状の肥厚〔特徴 50)を有し.またインデンチヤー〔特徴。〕

が存在する。分野紋孔はヒノキ型およびスギ型(特徴 40， 41)。辺縁細胞は薄膜で， しばしば路酸石灰の結

,\1, (特徴【51】〕を有する。切線断面における髄線細胞の形態は，縦径と横径の差が少なく，かつ角ばってい

る(特徴【55】)。また，複列髄線が比較的多数存在する〔特徴【58】)。

( 4) Larix カラマツ属

この属の樹種は約 10 種あって，北半球の温帯から3lI~fflにわたって分布しており，またヒマラヤ地方にも

産する。いずれも落葉性で市場材として重要なものが多く，欧洲に産する L. decidua, ウラル地方よりシ

ペ F ヤ西部に分布してし、る L. sibili・ca， シぺリヤ東部に産する L. Gmelini, その変種でj1巨大・千島に分

布してし、る var. japoni・ca， わが国に産する L. leρtoleρis (カラマツ)，北米に産する L. lari・cina および

L. occidentalis などが有名である。

わが国には上記のカラマツ 1 穫を産する。本種は本州〔中部地方，奥日光尾瀬地方および蔵王山〕の山地

に自生しているが，造林1í'iJ1illとしても重要で，本州中部」ι以以:;J戎J，γ北〆

外においても注目され'北欧l諸国などに試値されている。

わが国に輸入されるカラマツ鼠の樹種は，主として北洋材として L. Gmerini の学名をもって代表され

る一連の樹材である。

Larix の材は特徴 23 (垂直樹肱溝の配列は単独または 2- 数例泣接する〕および特徴 28 (水平樹脹溝

のエピセリウムは 7-12 個〕の解.i'flj学的性質をあわせ有することによって Picea を除く他のすべての震の

材と区号1]できる。

Picea の樹材とは，波い色の心材(i寺徴 2) と劃然としてレる秋材(持微 5) を有する点で議別でぎる。

ただし特徴 5 については Picea のなかでヒメバラモミ (P. Maximo叩iczii) およびヤツガタケトウヒ

(P. Koyamai) には，ときとしてやや不顕著ではあるがこの特徴を有する場合があるので注意を要する。

しかし前者は存材仮導管にも螺旋絞を有する(特徴 18) ことによって顕微鈎均には容易に区別できる。

肉眼的特徴辺心材の境界は明瞭。辺材は黄白色，心材は赤褐色あるし、は賀伺色。存秋材の推移は最も急

〔特徴 5) 。 材は硬し、。笥裂しやすくまた反践しやすい。水中における保存期は永い。材(特lこ lじ材〉にフ

ラボンを含有する(特徴 60) ので著しし、。

解剖学自守性質 秋材部仮導管は属平，厚肢で，春材仮導管と茸JJ然と相違してし、る(特徴 5)。春材仮導管の重

紋孔ばしばしば 2 :7!J (特徴 14) をなす。重紋孔はおおむねトウノレス周辺部に突起を有する(特徴 15)。 水

平・来fj\t同樹脂溝を有する。エピセリウムは厚JJ見。垂直i釧時誇の臨列は単独または 2~数値切線方向に連接

する(特徴 23)。水平樹脂溝のエピセリウムの数は 7-12 個〔特徴 28)。 樹脂細胞はときとして年輪界に
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そってわずかに出現する(特徴【36】〉ことがある。その隔壁には珠数状のnr:i厚(特徴 31)を有する。 !'úli線は

柔細胞と髄線仮導管(特徴 43) よりなっている。髄線仮導管の内壁には時として鋸歯状突起または螺旋肥厚

が存在すると記載されてし、るが，その確認は一般的には困難である。分野紋孔はトウヒ型およびヒノキ型

(特徴 39， 40)コ髄線柔細胞はそのE失墜に多数の紋孔を有する(特徴 48)。その水平屋にはイシデンチヤー

を有し〔特徴 49)，隔壁には珠数状肥厚を有する(特徴 50) 。

カラマ‘Y属 (Larix) 各樹種聞の識自IJ)宗

この鼠の樹種は， \，、ずれも酷似した木材を生産し，また材の解剖学的性質においてもほとんど共通の特徴

を有しており，まだ適切なる識別拠点は明らかにされていなし、。特に小さい試材による検索は，いたって困

難とされているつただ北米に産する L. laricina と L. occidentaris の 2 つの Larch の間においては，

次のような識別点が認」哉されている。

心材は!官黄褐色で， 木理は粗…・・…・・ー・田・・・・…ー.... ・・・ー・ ・ -一.......................... …… L. laricina 

心材は赤褐色で， 木理は比較的精…・・・・・・・……・・・ー・・…一.................................. 一 ・ .L.oつcidentaris

カラマツ属掻l材はわが国においてはカラマツ (L. leρtoleρ1・s) 1 種を産するのみであり，あまり問題はな

いが，ただ北洋材として輸入されるもののうち L. Gmerinii の種名をもって代表される樹材との識別が必

要となる場合が考えられる。しかしまだこれらに関する識別点は究明されていない。なお，本邦産のカラ

マツ材についても，天然、生と人工林生とではその材質のおもむきを異にしている。すなわち‘一般に前者は

年輪Iljが狭心木理やや精であるのに比し，後者は年輪巾が広く，木理粗である。

(5) Picea 卜ウヒ属

トウヒ属は世界に約 40 種を産し，北半球のi温帯から寒帯にわたって分布している。東亜に最も多く.中

国には 18 種を産し，南はヒマラヤに達し，また中央アジアを経て欽洲にいたっている。北米には 7 種を産

する。わが国には 6 種 3 変種を産する。 トウヒ属樹材は世界における最も重要なる市場材を生産してレる。

すなわち，北米東部に産する P. glauca (White Spruce), P. mariana (B1ack Spruce) および P. rubra 

(Red Spruce)，北米西部に産する P. engelmannii (Enge!man Spruce) および P. sitchensis (Sitka 

Spruce)。また欧野Hに産する P. Abies (欧洲トウヒ)，欧洲東部よりアジアに分布して産する P. ovovata 

などが有名であり，さらに西部カナ〆産の P. glauca var. albertiana (Western White Spruce) も，

従来は P. Engelmannii と混同されて市場に出ていたが，近年関税の関係などで急に注目されるようにな

ったと報じられている。

以上のうち，わが闘に愉入きれる樹種としては，北米のアラスカよりカルフオルニヤ州に至る太平洋沿洋

地方に産する P. sitchensis がぺイトウヒまたはシトカトウヒと呼ばれて取り扱われ最も有名である。また，

オウシユウトウヒあるいはドイツトウヒと呼ばれ，園内によく粒ー殺されているものに欽y日原産の P. Abies 

がある。本邦における本属の樹種と産地との関係はおおむね Tab!e 8 のなかに示すとおりである。すなわ

ち，北海道にはエグマツ (P. jezoensis) とアカエゾマツ (P. Glehni) の 2 種を産するが，この両者はわ

が国における市場材としても重要なものでえる。ヰ、j、1'1 より四国・九州と最も広範囲にわたって分布している

ものにハリモミ (P. polita) があるが，その蓄積はわずかである。その他の樹種はいずれもおおむね本州中

部の山縁地に生育しており，北海道を除けばτ その多くは未開の奥地林に存在しているため，あまり利用さ

れてし、ない。特にヤツカ'タケトウヒ (P. Koyamai) , ヒメパラモミ (P. Maximowiczii), ヒメマツハダ

(P. bicolor var. acicularis) ， シラネマッハダ(P. bi・color var. reflexa) などは全く局部的な地区に限ら

、
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れて苔flij もはなはだ少なく，ほとんど市場，þ_，j'としては対象にならない制問である。エゾマツ，およびアカエ

ゾマツ以外はいずれも日本特産陶磁である。

Picea の材は Larix を除いた{也の針葉樹材と，次の解音IJ学的特徴によって識別できる。すなわち，垂

直・水平向樹脂蒋(特徴 23， 25) をもち，エピセリウムは厚肢で，水平樹脂流のエピセリウムは 7~12恒

(特徴 28) であり，分野紋孔は主としてトウヒ型〔特徴 39) である。 Larれとは，すでに記した (p. 50) 

ごとく，一般に Pi・ceα の材はì;J:色で辺心材の区別がなく ， Larix のごとく波色の心材をもたない(ただし

P. sitchensis および台湾産の P. morisonicola は辺材に比しやや渋色の心材を有する〕。また春秩材の

移行はきわめて漸進的で Larix のような訓然とした秋材(特徴 5) は 11111えせず， 11九日は精で，銘自Ij聞は儒

子状光択を有する点などで識別できる。さらに髄綜仮導管の内陸に存子生するiØil密伏突起(特徴 44)が Larix

より細密であり，よりしばしば必現する点で，ー閉その確実性がもたらされるものである。

肉眼的構造辺心材の区別はおおむねない。材色は一般に白色系で淡芦または淡紅色を帯びている。ただ

し北米産の P. sitchensis および台湾産の P. morrisonicola の 2 種は辺材に比し. 心材部はより法色

であり区別される。また熱材を構成する。

年輪巾(i一般に狭心秋材部は春材部に比しはなはだ狭い。木理通夜。!日L 日は情。転軟であるがよく誌削

した材面には縮子状光択を有する。縦断面には樹IE溝が細かいヤニ条として認められる。

解剖学的特徴春・秋材の推移はきわめて緩レ。仮尊肢の重紋孔には樹租により特異なる形状〔特徴 16)を

有する。その内陸に存在する螺旋Il日厚l土問穏や材部のいかんによって，その性1m色hである(第 8 表参照)0

~lkT.'水平ïi4Jt.ilJIJ印~; C特徴 23， 25) を有し，ときとして外傷樹Ij\O:諸(特徴 24) も 111引する。エヒ。セリウム{ま

厚臨(特徴 26) で，水平1i'b]!Jfi 1rV!'のエピセリウムの数は 7~12 個〔特徴 28)。 樹IW細胞はおおむねこれを欠く

がときとして年輪wに沿ってわずかに出現するものがある c髄線柔細胞の水平監には多数の紋孔が存在し(特

徴 48)，またインデンチヤー(特徴。〕が存在する。その阪監には結節状の11日厚を有する(特徴 50)。髄

料{仮導管のf1"壁の構造〔特徴4.4，4.5) および髄総細胞の切線断面における形態的性質は樹穫により異なって

L 、る。

卜ウヒ属 CPicea) 各樹種間の識別点 トウヒ巨樹材の性質に関しては，すでに幾多の研究結果の報告が

あり，各t封1歪rs1の識別点についても一応検討されている。過去における研究成果によれば，各樹種の有する

*_，jの性質によって，これをいくつかの群に区分することができる。しかし，前にあげたような世界における重

要なる市場材の樹磁間においては，北米に産する P. sitchensisを除し、ては、ほとんど共通の特徴を有し，そ

の議別は困難とされている。わが国におL 、てはすでに金平・族同氏なとの研究があり.また最近須藤氏が，

東亜および北米・ほRì!I+1などに分布するトウヒ属 18 種 1 変電につレて，木材の両手苦IJ学的性質の比主主研究を行

っている。それらの成果により，本邦におし、ては輸入タト材を含むトウヒ巨樹材の識5.JIJ点は一応明らかにされ

ている。特に須藤氏は Picea や Larix などでしばしば問題となっている仮導管の皇家庭紋および雪道線仮導

管の鋸歯状肥厚や螺旋肥厚につレて種h比較検討を加えており， トウヒ~各樹種の識別を一歩前進させ

Tこ。

筆者はこの属の各樹種相互間における識別のため，このたび観察調査して得た資料と，過去の研究成果と

を比較検討して Table 8 を作製した。ただし，樹令によって左右される性質に関しては， í共試資料の関係

で充分検討できなかったので，この点lこっし、てはおおむね浪藤氏の報告をそのまま引用した。すなわち，こ

の表にあげた特徴の有無やその組合せによって各樹種は次のように識別できる。いま樹種を限定する主な特

• 



Tabie 8. トウヒ属 (PÌcea) 樹種聞の識別拠点となる特徴
Features for the Separation of Picea Species (Cf. Table 1) 

|一G叩era般l 
仮 Trac導heids 

生国海 樹Par脂enc細bym胞a 
髄 線

4珂 可重 Rays 

Species 螺SpiraI tb旋ickenings絞 輪帯に肥厚綜 輪縁配列 髄線仮導管のrac膜bei壁ds 髄綜柔細胞
心辺材 Wal1s of ray tr Ray parenchyma 

の区別 のある重紋孔 Terminal 結 品 I~硲越官員長(鰐/1) 君主越和 名 Distinction 春材部 鋸歯状突起 螺旋紋
of 出現部位 秋材部 Border witb arrangeロlent 平 1骨 面)

heartwood Early-wood tbickenings 
Dentate Spiral Crystals Body cells Body むell-

Scientific name and Parts Late-wood approximately 

Common name sapwood (特徴 18) (特徴 16) 〈特徴【36】〉 Sm叫ness i(特徴 44) thickenings (特徴 51)iso-diametric e(1特01 急wqtIe5s4>) I 
(特徴【53】)

Picea bicolor イ フ 二ε 、、、 壮令部まで
平 + ++ ++ + (+) 十 + 

P. jezoensis ニ巳 ツ 『ヲt ツ 幼令部のみ 十 + + 平 十

P.jheoznodenoesnzs szvsar. トs ウ ヒ " + + 十 平 + 

P. Glehni アカエゾマツ /1 + + + 平 + 

P. Koyamai ヤツカゃタクトウヒ 壮令部まで 平 + 十 + + + + 

P. Maximowiczii ヒメパラモミ 比部較ま的で高令 ++ +十 十 (+) ++ ++ (+) + 

P. polita ノ、 リ モ 、~、‘ 壮令部まで 平 + + ++ + (+) + 

P. abies NEオエ，oンeウrgweゲシlaルmyユuマSmPウンS叩9トトc7ウウe2acヒヒe 
幼令部のみ + + + 平 + 

P. Engelmannii If 十 + + 平 + 

P. glauca White Sρruce 11 + 十 + ヰ + 

P. mariana Black Sρruce 11 十 十 + ヰ 十

P. rubens Red Spruce 11 + + 十 平 + 

P. sitchensis Sitka S歩ruce + 11 + + + 平 + 

十+:顕著に認められる +:認められる 平:稀に認められる ( +):存在または分布している

Usually present Sometimes present Rarelyqresent Present or Distributed 

本邦における産地
Growing districts in Japan 

北海道|本 四 国|九

Shikoku Kyushu 

川|備 考

Hokkaido Honshu 

(特徴 74) I C特徴 75)

Note 

(特徴 72) 1 (特特 73)

C+) 

C+) 

C+) 

C+) 

C+) 

C+) 

C+) (十) I C +) 

本邦産樹材

Japanese species 

外国産樹種

Foreign species 
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徴と識別できる範囲とのI見係を示せば，

A. 苓材部仮導:I~~にも航著なる1螺旋BE厚(特伐 18) を有し，ときとして樹脂細胞(特徴【34】，【36】〕が出

現する，ー ヒメベラモミ (P. Maximo叩iczii)

B. 仮導管の任断iTI\車紋孔は輪誇:にm~厚線を右する(特徴 15) ものが多く，髄~~J~仮導管の水平壁には鋸歯

状突起(特徴 44) が似若に認められ，鯨旋肥厚(特徴 45) もときどき認められる。また， li占総柔紅白中にはし

ばしば蔭酸右j火の帝(11 11'， (4寺徴 51) が存在し，切紘断面における髄綜柔細胞の形状は判徴【53】および【54】

の向型を交えている。ー・・・ーーイラモミ CP. bicolor) 

C. B とはとんど同じ特徴を有するが，ただ髄紘柔紅1包の切綜断面における克;状がおおむね円Æおよび広

符円形.!jI.J (特徴【53】)のみよりなる。… ハりそミ (P. �olita) 

D. 春材部{反主fÕ;の[!!j-:ljitHE1厚(特徴 18) および車配布に肥厚線、のある童紋子L Ct-jf'党 16) は全く右在せず，

髄線仮導管nÞ~の銑歯状11日厚;はしばしば言E.められるが一般には平滑の部分の方が多く存在し， [場i1îQ Ili::厚(特徴

45) の出現はまれである。また切線断固における髄綜柔机胞の%状はほとんど長将|寸形および粁‘ FS形型(特

f教 54) である。

エグマツ (P. jezoensis) 

トウヒ CP. jezoensis var. hondoensis) 

-アカエゾマツ CP. Glehni) 

・・・オウシユウトウヒ CP. Abies) 

ーエンゲノレマンスプルース CP. Engelmannii) 

ホワイトスフツLース CP. glauca) 

-ブラックスプルース (P. 初日riana)

・レッドスプノレース CP. rubens) 

E. 心辺材の区J31jを有し，切線断面における悩線柔細胞の形状は円形および広惰円形型〔特徴 53)。その

他の特徴は Dと同じ。

ベイトウヒ (P. sitchensis) 

F. 春材却:仮道官の畷I1!if ftE厚(特徴 18)はまれに置、められる場合があり，また髄紘仮;主管壁の鉱産状突起

(特徴 44) および燃古在日E厚〔持徴 45) はしばしば詰められるが，やはり平滑なる紅胞も多レ。切綜断置に

おける髄線柔細胞の形状は特徴【53】および【54】の l戊型を交えている。

，...ヤツカ3タケトウヒ (P. Koyamai) 

(6) Pinus マツ属

この辰の樹程は l止界に 80 種あまり存在し.大多数は北半球に産する。北は極地から南はカナリヤ諸島，

北アフリカ，アフガニスタン， ヒマラヤ，スマトラ，イム印，比島，中央アメリカ，西印度諸島を蓬ねる線に

まで分布してレる。世界における重妄なる市場材の半ばに近い量を生産しているとしヴ。

ヱド鼠は植物分装学的にさらに Subgenus nゅloxylon C単維管東亜展)，Subgenus Diρjoxylon C複維管

京都廠〉にわけられているが， RE[j])El:~I) はこの度係を Subgenus Strobus (ストロープ亙医)と Subgenus

Euがtys Cユ{ピチス亙鼠〉の 2 つに分類している。また一般的には前者を五禁中L類とし，後者は二葉松類

として区別しているが，ユーピチス直属にはその中間の枚数のものもある。この関係はまた，木材の取扱い上

匡:4HJ されてし、る Soft P Ìl::e と Hard Pine の区別ともおおむね一致している。すなわち， Soft Pir.e は五
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葉1公類であり， Hard Pine は主として二葉松類である D

わが国には Hard Pine (硬怯類〕としてアカマツ CP. densiflora) およびクロマツ CP. Thωzbergii) 

の 2 種を， また Soft Pine (軟松類〉としてヒメコマツ CP. parviflora) およびチョウセンマツ CP.

koraiensis) をもって代表される d 種 2 変種を生産する。しかし，後者のなかには高山地帯に生育している

借り同性潅木のハイマツ CP. ρumilα〕が含まれている。

マツ属は正常の垂直・水平同樹脂蒋(特徴 22 ・ 25) を有することによって Picea， Larix , Pseudotsuga 

を除く他のすべての樹種と識別でき ， Pice印どd叫Z九， Lロarηix ，

股である (α4特与徴 2却6 の逆〕ことと'分野紋孔がおおむね大きい単紋孔型〔特f攻 38 あるし、は 4わである点と

によって識別できる。よって，これらの関係的特何より検索すれば，薄膜のエピセリウムを有する樹脂溝の

存在によって， Pinus は他のすべての属の樹種と識別できる 3

肉眼的特徴辺心材の区別はおおむねl珂陪，その境界は不明瞭から明瞭までの lいがある。一般的について

心材は赤褐色あるいは寅褐色，辺材は寅白色または白色。 Soft Pine は一般に春・秋材の移行が緩で材質軽

軟， n九日はやや精である。 Hard Pine はこれに比し，春・秋材の差が顕著で剖然とした秋材〔特徴 5) を有

し，材質比較的重1払 IJ九目はE主である。レずれも育変菌に佼されやすし、。新鮮なる村は呑気ある樹脂分を多

分に含有している。樹肱潟は族降F面で円い点として，また. if:iìt断面ではヤニ条として諮められる。

解剖学的特徴垂直・水平両樹脂蒋を有する。前者はほとんど単独に配列している(特徴 22)。樹脂溝の

ユピセリウムは薄脱(特徴 26 の逆〉であることによって著しい。髄総仮導管〔特徴 43)を有する。その放

射断固における水平壁は Soft Pine では平沼であり， Hard Pine におL、ては鋸歯状突起〔特徴4.4) を有

する。この杭造はさらに網目状肥厚 (Fig. 4.8 )に変異しているものがある。また後者の髄紋柔細胞の水平監

は薄く(特徴 46)，かつ紋孔が存在しない〔特徴 47) 点で著しし、。分野紋孔はし、ずれも単紋孔で，樹種によ

り 1~3 個の大きい形のもの(特徴 38) と，それより一般に小形の 1-6 価のマツ型(特徴 42) のもの

とに分かれる。ただし Parrya 節の樹種にはトウヒ型を伴ったマツ型のものがある(例 P. gerad-

iana) 。

マツ属 (Pinus) 各樹種聞の識別点 マツ鹿樹材も，またこれを木材の性質のみによって各樹種ごとに細

別することは困難である。すなわち，過去の研究成果にみても明らかなとおり，ある特殊の樹種およびある

特定の樹種間における関係以外，全般的にはただいくつかのグループに識別できるにすぎない。筆者がここ

で識別の対象とした樹種について追試した結果も，また同様の領域にとどまった。

筆者は，このたび追試して得た結果と過去の研究成果を参照し，できるだけ細かく松索が行えるよう，そ

の特徴を選出して Table 9 を作製した。この表には，ほかに各樹種の植物分数学上の位置と，一般的区分

に用いられる葉数との関係を示し，各樹程相互間における性質を比較検討するßt益も図った。次に本表より

重複をいとわず，木材識別上の概要を摘記すれば下のとおりである。

1) 髄線仮導管の水平膜は平滑ーー…Strobus 亜属

2) 髄線仮導管の水平膜には鋸密状突起を有する…・….Eゆitis ïí!!属

Euρitis 亜属はさらに

2a) 分野紋孔は 1~3 個の大きい単紋孔…・…・ Taeda 節

2b) 分野紋孔は 1~6 11回のY ツ型…・… Australes 節

Australes 節はさらに径断面における髄線仮導管膜の網状肥厚の有無および形状の差異によって次のよ



Table 9 マツ属 (Pinus) 樹種聞の識別拠点となる特徴

Features for the Separation of Pinus Species (Cf. Table 1) 

1甜 種 PO植si物tio分n類s 学of上boのta位n置icalt 一
Species 

般 Gen的eral ヰ寺 f故 解

件寸以2: 名

Scientific name 

pz'nus koraiensis 

P. pumz'la 

τ. parviflora 

P.pρe GnTfUαzylhlhoy TlG IG Var. 

P. densiflora 

p , Thunber gi 

P. lambertiana 

P. montz'cola 

P. strobus 

P. resinosa 

P. Massoniana 

P. sylvestris 

P. ponderosa 

P. palustris 

P. tαeda 

P. rigida 

axno立ly

赤口 名 亜属 節

Common name Sub gen. Sec. 

チョウセンマツ S 

J、、 イ ー"( ツ s 

ヒ メコマツ s 

キタゴヨウ S 

ア カ -x ツ E E 

ク ロ ーマ ツ E E 

サ トウマツ S 

モンチコラマツ S 

ストロープマツ s 

ν ツドノξ イン E E 

フクシユウマツ E E 

オウシュウアカ可ツ E E 

ポンデローサマツ E E 

」ダイオウショウ E E 

ラー]1."寸でI E E 

り ~' ß" 可勺F E E 

S : Subgen. Strobus 

E : Subgen, Eupitys 

葉数 材色 劃然として Wo材ody prope質rties 仮Tra導cheids管Color 
亜節 Number 

いる秋材

高Lレz帥N--.【再U開D1iq七時硝一品【即前品|時F ル諜ス周霊軟材童部切;線; 

of 
Ser, 

le~~es I Heart-wood I Sap-wood 

心材辺材 (特徴 5)

1 5 1リ'ιt 赤 褐 淡 寅 f品 + + 

1 5 1克 賞 紅 淡 黄 白 + + 

3 5 淡貰赤，淡紅 淡 r良'*' 白 + + 

3 5 炭 赤 褐 淡 責 才昂 平 十

7 2 淡 貰 褐 淡 黄 白 + + 

7 2 淡 褐 淡 責 白 + + 

3 5 淡 黄 f昌 賀 白 + 平 + 

3 5 滋賀，布褐責 白 色 + + 

3 5 1ß;紅責，激賞掲 寅 褐 + 平 + 

7 2 淡 赤 寅 , 白 + 

7 2 赤 干高 黄 f品 + + 

7 2 1長 赤 f畠 淡 貰 褐 十 干

8 3 淡 赤 白 + 

8 3 淡赤憧貰 白 + + 

8 3 ì3~ f品 燈寅， 由 + + 

8 3 淡 f局 赤 賀 , 白 十

1 : Sec. Cem bra 

m : Sec. Taeda 

1 : Ser. Cembrae + :存在 Present 

3 : Ser. Eustrobi 平:時として存在 Infrequent present 

7 : Ser. Sylvestres ( + ):不顕著なものが存在 Inconspicuous 

8 : Ser. Australes 

C分ros野s-fie紋ld p孔its 

大鮫I(~特孔き徴3い個田単の〉 マ1-ツ-6型個の
(特徴42)

十

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

音リ Anat学omical fea的tures 特 徴

r臓ay t器ra謂dez2d21説f I 髄線忍.&."-，"".110:' 細胞 備 考

鋸起歯状突 網目状肥厚 薄膜い水平 紋い孔水平の膜な 絞の孔水平多数膜 チイヤンデーン 厚隔壁の肥

(特徴44)t(hRiectkincui略lat的01c特徴46) I (特徴47) I C特徴48) I (特徴49) I (特徴50)

Note 

十 髄綜仮導管は特異形

+ 

+ 

十

+ + + 

+ + + 

平 + 

平 + 

平 + 

+ + + 

+ + + 平

+ + + 平

+ + 十 平

+ C+) + + 干

+ + + + 

+ C+) 
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うに識別できる。

2b1 髄線仮専管の網目状肥厚は最も顕著でその膜壁は狭レー…テイダ、マツ CP. Taeda) 

2bョ悩線仮導管の網目状肥厚は不規則でその股壁巾は不整である。

2b3 髄線仮道管の網目状肥厚は存在しなし、

•• ~臣、イオウショウ CP. �alustris) 

・・・リギ!fマツ CP. rigida) 

ポンデローサマツ CP. ρonderosa)

わが国産のマツ知、につレてみるに Strobus Bf尿に原する 4 種 2 変穫については，ハイマツを除いては

その個々の樹程識別は問委罪である。ハイマツは筒民性の濯木であるところから，一般的には識別の対象にな

らない。しかし，解剖学的にも髄線仮導管が不正常で，その細胞が放射方向において鎚線柔細抱と混在して

おり，そのIl:!引数も少ない点で他の五葉松顎と判然と区別できる。

Eupitis IDî.属に属するアカマツとクロマツの両者間には，まだ章11然とした材の識~IJ点は見いだされていな

い。金平氏は針葉樹材の仮導管の切線面重紋孔に関して研究し， Pinus のうち切線菌室紋孔を有しない樹

種類、のうちにクロマツをあげている。そこで筆者は，この点がアカマツとクロマツの議反拠点となるか否か

について追試してみた結果，金平氏の結果とは多少異なりクロマツにも存在することをIí'(tt，:きした。よってそ

の存否の点で向者を識別することは不可能であることが明らかになった。ただし，筆者の用レた供試材では，

その出現の割合はグロマツはアカマツに比しかなり少、なかった。ただ経験的には，いっぱんにクロマツはア

カマツに比し，心材がやや暗色を帯びており， 心材率が小さく，多分に樹脂に富んでヤニっぽく，多少重い

点などの比絞照合によって識別されている。

( 7) Pseudotsuga トガサワラ属

トカ事サワラ属の制種は東亜および北米に分布して 6 種を産する。しかし，世界における重要なる市場材と

しては，北米に産する Douglas fir CP. taxlfolia) ただ 1 琶のみ有名である。この樹材は，わが国におい

てはペイマツと呼ばれ，しばしば輸入されている。

わが国にはトガサワラ CP. ja�onica) 1 種を産する。 トガサワラは近議地方南部(奈良・三重・和歌山

の 3 県〉の山地および四園地方の東南部〔高知県東部〕に分布しているが貯績は少ない。

Pseudotsuga の樹種は，樹脂溝のエピセリウムが厚膜である(特徴 26) 点で Picea， Larix .1;1，、外のすべ
、

ての樹種と識別できる。さらに， Picea, Larix の樹種とは切線断匠における 7J，平樹肝講のエピセリウムの

数の差異によって減別される。すなわち， Picea, Larix ではおおむね 7~12 個(特徴 28) であるのに比

し，本原においてはおおむね 5~6 個(特徴 27) である。

肉眼自七特徴 心.0:材 r7;境界は 81際，心材{j一般に君主色(特徴 2) で租褐色または賀福色，江材は寅白色ま

たは淡紅色。春材より秒、材へdご移行は急激で，秒、材は蓄~然としている(特徴 5)。 樹ßl' il寄は枝断面では氏眼

で認めがたいが，縦断面ではわずかにヤニ条として言をめられる。材質は樹種により異なるが，材(特に心材〉

にフラボンを有する(特徴 60) により著しい。

解剖学白色特徴 仮導管のIキ墜には細かい世界旋肥厚(特徴 18)の存在が顕著である。放謝断直における仮導管

の重紋孔にはト-)1.-スj左辺部に不規則な小突乏〔特徴 15) を有する。また，試料によっては，その輪帯にと

きとして肥厚線(特徴 16) を有する。垂直・水平両樹佐溝(特徴 23， 25) を有する。樹ßl"溝のエピセリウム

は厚膜で，その切線直における数は E~5 偲(特徴 27) である。繋綜仮導管のr^壁には螺旋n巴厚(特徴 45)

を有する。髄線柔細胞の水平監には多数の紋孔(特徴 48) を有し， インデンチヤーも発達している。しか
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し，本属の樹種は一般にその細胞内肢に樹脂様物質を多く含有しておるため，これらの特徴は観察しにくい

場合がしばしばである。また，悩線柔和l砲の隔壁には結節状Il巴厚〔特徴 50)を有する。分野紋子しはトウヒ型

(特徴 40)。樹脂寺田抱は íl翁縁に配列〔特徴【36】)してしばしば出現する。

トガサワラ属 (Pseudotsuga) 各樹種聞の識別点 この協におし、ても，各樹種とも共通の特徴を有し，各

{匿の識別は困難である。筆者がここで識別の対象とした本邦産のトガサワラ (P. jaρonica) と北米産の

Douglas Fir (P. taxぴolia) との聞においても劃然とした識別点は見いだされない。ただ，両者とも新鮮

な材面は特有のにおいを有するが， トガサワラのものは悪臭を帯びている。また，このたび筆者が観察した

検鋭資料においては，悩線仮湾管の内墜に存在する螺旋紋(特徴 45) の発達が Douglas Fir に比し， トガ

サワラは，はなはだ顕著であった。さらに前者の材はおおむね大径木より採材される関係で，おのずとその

桜相を呈しているものが多しそれらの点の比較照合によって概略的には識別される。

Douglas Fir はすでに一般的によく知られているごとく，その生育条件のし、かんにより，心材色，その他

材質的にも異なる次の 2 つの系統に区分されている。すなわち，その心材色の差異により，これを Yellow

Fir と Red Fir に分けられているが，このJ心材色は樹幹生長の遅速と並行的関係にあるといわれている。

生長の遅い樹幹は Yellow Fir であり，その心材は黄色あるいは赤味をおびた黄色であり，生長の速い樹

幹は Red Fir で，その心材は燈赤色あるいは濃赤色を呈してし、る。このような関係はまた産地にも由来

し，一般にロッキ一山脈地方より産出される樹材は太平洋岸地域に産するものに比し，成長悪く辺材は狭い。

また比重小さく，硬度やl!~度的性能が劣っており，前者を Rocky Mountain type. 後者を Pacific C oast 

type と呼んで取り扱われてし、る。

(B) Tsuga ツガ属

ツカ‘属の樹種は東亜および北米に分布して 9 種を産する。そのうち， -111:界的市場材・として有名なる樹極

は，北米に産する T. heferoρhylla および T. canadensis の 2 種である。前者は，ペイツガと呼ばれ，

パルフ。付および一般の構造用材としてわが国にもしばしば輸入されている。その他の樹種においても，それ

ぞれその産地の重要樹種となっているものが多し、。

わが国産の樹種にはツガ (T. Sieboldii) とコメツガ (T. diversゲolia) とがある。ツガはオコナトI (関東，

中部地方以西)，四圏，九州の丘陵地ないしは山地に産し，コメツガは本州、I (北中部および近議南部)，四国，, 
九州の亜寒帯に産する。

Tsugaの材は，解剖学的には正常のHtj!J日待を有しないのに通?主の髄線仮導管を有する点でChanzaecyρaris

nootokatensis および Cedrus を除く他のすべての樹種と識別できる。 Chanzaecy戸aris noofokafensis と

は樹脂細抱の隔1mに珠動閃]t::厚(特徴 31) を有する点で区5.J1]でき，また Cedrus とは仮導管重紋孔の構造

および笥線の細抱高との差異の比政によって区別できる。すなわち ， Cedrus の重絞孔はトールス周辺部が

不規則な鋸歯状をなしておるのに比し Tsuga ではトールス周辺より放射状の肋談的長い棒状の綜が突出

しているものが普通に存在しており，また前者の槌線は 30 寺田抱高以上(特徴【57】)のものがしばしば出現

する，はなはだ高い部類に属するが，後者では普通 15 細抱高以下(特徴【56】〕である。

肉眼的特徴心・辺材の区別jはない。材は淡褐色または淡寅福色。春材から秋材への移行は漸進的あるい

はやや急激。材質は樹種により鼻、なるが，一般に比較的硬くてもろい。材は往々白色の班点を現わすものが

ある c

解剖学的特徴 正常の樹脂溝を有しないで-11通の髄線仮導管を有する。その)民自主はおおむね平1札仮導管
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の重紋孔には， トーノレス周辺より放射状の比絞的土乳、棒状の線が突出してし、る(特徴 15) ものが普通に存在

する。ときとして蔭自主石灰を含む仮導管の集団を有するものがある。樹脂細胞は一般的には多量に存在しな

いが，しばしば年輪界に配列(特徴【36】)するものが出現する。また樹穫により， ときとして帯状回列

(特徴【35】〕のものが出現する。樹脂細胞の隔壁には珠数状Il巴厚(特徴 31) を有する。分g'.f紋子Lは一般的に

はヒノキ{í~ (特徴40) であるが，樹種によっては，これに， トウヒ型(特徴 39) あるいはトウヒ型とスギ

型〔特徴 41) を併有するものがある。悩線柔細胞の水平墜には多数の紋子L (特徴 48) を有し，また阪墜に

は珠数状のIJ日JW-を有する〔特徴 50)。髄線の細抱高は低い〔特徴【56】〕。 また，樹種によっては切線面にお

ける細胞形が角ばっている(特徴【55】〉。

7. Taxodiaceae スギ科

スギ科は 8 つの小さな属よりなりたっている。そのうち 7 つの腐の樹種は北半球のみに限定されてお

り . Athrotaxis 1 属の樹種のみタスマニアに生育している。この科には喬木性の樹程はわずかに 13 種を

数えるにすぎないが，はなはだ有用の樹種が含まれている。

スギ利樹材は次のごとき特徴を有する。すなわち，半Ij然とした年輸を構成する。正常の樹)J日清を存しない

ただし. Sequoia にはときどき外傷の垂直・水平岡j樹脂溝が出現する〕。仮導管の重絞孔にほ交互状配列を

なすものはない。沢山の樹脂細胞(特徴 30)を有する〔ただし Sciadopitys にはほとんど存在しない)。

Sciadoがtys を除いては髄総柔細胞の水平監はすべて厚脱(特徴 46 の逆〕であり，しばしばインデンチ

ヤー〔特徴。〉が存在する(ただし Sciadopitys. Athrotaxis および Sequoia を除く)。分野紋孔はス

ギ型(特徴 41) (ただし Sciadopitys. Taxodium および Tai出ania を除く〕である。

この科はさらに植物分布i学上次の 2 つのËilir;1 に分刻される。しかし Sciadoρityoideae (コウヤマキ亜

科〕は分類学者によってはスギ、科より分離して 1 科を設け Sciadoρityaceae (コウヤマキ科〉としたり，

あるいは Pinaceae (マツ科)に移しいれるものもある。

1. Sciadoρityoideae (コウヤマキ亜科〕…… ...Sciadopitys の 1 属よりなる。

2. Taxodioideae (スギ亜科) ......Athrotaxis. Cryρtomeria. Cunninghamia. Glyptostrobus. Sequｭ

oia. Taiwania. Taxodium の 7 属よりなる。

上記の 2 亜科は，また木材の解音Ij学的性質におし、ても大きな差異があって判然と区別される。すなわち，

SciadoPitvoideae (こは樹脂細抱はほとんど存在せず(このたび偶発的なものが発見された). 髄線柔細抱

の水平壁}ì î'ði脱(村内 46) であり，その分野紋孔は大きい単紋孔〔特徴 38) であるが. Taxodioideae に

はそれらの特徴は全く存在しない。

Taxodioi・deae のっち. Taiwania はヒノキ型の分野波子L (特徴 40) および木柔細胞の隔壁が著しく平

滑である(ただし，ごくまれにはわずかに肥厚したものがみられる〉点で，また Taxodium は分野紋孔が

ヒノキ型とスギ型(特徴 40.41)の両型よりなりたっている点で Taxodioideae のその他の属と識別される。

Taiwania はさらにじ材のところどころに陪紫桜色の絞呂が走っており，肉眼的にも容易に識別される。

Taiwania および Taxodium 以外の属は，いずれも同一科内の他のし、くつかの属と主要な特徴が同じ

で，判然とした識別点を有しないものが多い。またこれらの諸原は. Cupressaceae (ヒノキ科)のうちの

Libocedrus. Thuja および T/zujopsis の S 属と多くの共通する特徴をもっており，はなはだ近似してい

る。したがって，それら各医相互間の識別は，いくつかの細かい特徴の組合わせによって，はじめて検出さ

れるものである。
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Table 10 スギ科 (Taxoidiaceae) 各属およびこれと近似のヒノキ科

Features for the Separation of Taxodiaceae Genera 

一般的性質 仮導管 タト 1泊 1日 意図 1包

General Tracheids Parenchyma 

事量 心 i 劃 強 q寺 上む 多 切 傷 存 多 |垢 切 散 帯 車布 均

辺然 多リ 線 監
し、

材と 絞 線 在 状 等
科名および属名 殊 臨 面 樹 数 の 縁、

色 のし
~U 重 珠Family & Genera ft~ て L 、 的 状

の の 叡 数
界 し、 t;:_ 存 四百 配 国
u: る 軽 重 手L 状 西日 散

J心
明j 秋 紋 多 JJ巴

材 奴i 材 香 味 軟 子L 数 古毛 在 在 厚 ヂリ ダリ 多リ グリ 在

2 3 5 6 7 <12> 14 24 29 30 31 <33><34> <35><36> <':J7>

Taxodiaceae 

Athrotaxis 十 + + + + + + + 

Cunninghamia 十 + + 十 (土〕 + + + + 十 + |+| 
Cry ptomeria* + + 平 + 十 十 平 + + 十 + + + + 

Gly ptostrobus* + + + + + + 平

Sequoia 十 十 + 十 十 平 + + 十 + + + 平

Taiwania* + + 十 + + + + + 

Taxodium 」一 十 + 十 + + + + + + + 

Cu争γessaceae

Libocedrus 十 + + (+) + + +1 1+ 

Thuja 

~ 1I 
+ + 

Thujoρsis +士+ + + + 

*: 1 属 1 種のもの +:存在 土:おおむね存在 平:時として存在 ー:不顕著のものが存在
Present Mostly present Infrequent1y present Incopicuous 

Table 10 は，上記の近似各腐の有する特徴を一覧に供しそれら特徴の比î淡路合的検索の便宜にあてた

主のである。

( 1) Athrotaxis 

この属f ;J: 3 種よりなりたっており，すべてタスマニヤにのみ産する。あまり重要な樹種ではなく，

A. selaginoides が知られているにすぎない。

この樹材は，髄線の細胞高が低く(成熟材でも 10 細胞高をこえるものはまれにしか出現しない)， とき

どきその切線面の細胞形がかくべつ小さく，角隅が具状に肥厚したものを混えた髄綜が存在する。インデン

チヤー〔特徴 49) は存在しなレ。分野紋孔はスギ型のみよりなる。仮導管の切線面重紋孔は多数存在する。

樹脂細胞の隔壁の)l巴厚は不顕著である。などの特徴を有することにより，スギ

し治か、しし' わが国におげる輸入の対象となる1他樹協倒j種ではないと考えられるので詳i剤机1[[川[[川[[については1特符有今?冊略各する。

( 2) Cryptomeria スギ属
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(Cupressaceae) の辰との識731;拠点となる特徴

and Three Genera of Cupressaceae, (Cf. Table 1) 
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(十) :存在しない樹種を含む
Included wanting species. 

この院は，わが国における最も重要な樹種であるスギ (C. japonicα) 1 程のみfj. らなっている。スギ、は

本邦の特産で，不州・四国・九州に分布しており‘ ~t荏道南部まで紅枕されている。林業上多数の日程を有

し，ま任天然材、生と人工林生とではおもむきを買にし，材京民にもかなりの帳がある。

スギ、は Cunninghamia lanceolata, Libocedrus bid叩1・llii ， 5equoia sel刀pervirens， Thuja plicata , 

および T.5i・eboldii などとともに，世界における陪芳、格色の心材を有する樹種のうちで，少数の比較的軽

い有用針葉樹材のーっとして知られている。

この属の材は，その有する次の持徴A) と， Bの組合わせにより ， Taxodiaceae (スギ科〉の Taiwania

および Ta'todium 以外のグー原と Cupressaceae (ヒノキ科〕の Thuja を除いた他の針葉樹材のすべての樹

種と識別される。

A) 樹脂細胞は特に多数〔特徴 30) で，秋材部のみに限らず春材部にもよく分布しており，その配列型

も多種多様(特徴【33】，【34】.【35)，【36】〕である。 またその障壁には多数のやや不整な珠数状肥厚(特
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徽31) を有する。

B) 分野紋孔はスギ型〔特徴 41) である。

また，おおむね上記の特徴 (A) および (B) など主要な特徴を同じくするスギ科とヒノキ科の近似樹種

の主なるものとの細別点は次のようである (Table 8 参照〉。

a) Athmtaxis selaginoides とスギとの識自IJ，点

樹脂細胞の隔壁の肥厚ははなはだ不顕著で，髄線のインデンチヤは一存在しない 0 ・・ A. selαginoides 

f長j脂綿抱の隔壁の珠数状IJ日厚は形がやや不整であるが比較的顕著で， f泊料のインデンチヤーは存在する…

スギ (C. jaρonica) 

b) Cunninghama 属樹種とスギとの識完IJ点

材の震断面には香気の必1いセスクテレベンの結晶物質が分1必している〔肉眼で観察される〉。 倒的細胞

の隔壁の肥厚は不顕著である。ときどき偶発的鎚線仮導管が存在する。 f泊料は吉岡包内陸が角ばった形状(切

線断面〕をなし，また， ときどき複列髄線が出現する0 ・・…・・ ・… - … Cunninghamia spp. 

材に呑気はあるが結品物質の分{必はなし、。樹脂細胞の隔壁の肥厚は形がやや不整であるが比較的顕薪であ

る。偶発的髄線仮導管は全く出現しない。髄線の細胞内目安の形状(切和ii断面)は円形または広栴円形で複列

飽線はおおむね出現しない。・・・・一.....・・ a ‘・ ...........・ u ・・・ 0 ・・・スギ (Cryρtomeria jaρonica) 

c) Sequoia 属樹種とスギとの識自IJ点

心材は一般に暗紫色を帯びた(/j;祝色。とぎどき外傷樹脂溝が出現する。仮道管の径断面重紋孔は 1-3 ylJ 

(多くは 27U)に~列する。悩総のインデンチヤーは存在しない。切線断面における髄線細胞は大形で内容が

角iíっており， 30 細胞高をこすものがしばしば出現する。その細胞内肢は角ばっており，ほとんど内容物が

t~1、心。ー……ー‘…・ー……・ …."…・ 一………………・……・一...........・:…ー …・………一 一一 Sequoia spp・

{;、、材は赤褐色または黒裕色。外傷fiH!Jii溝は出現しない。仮挙管の径断面重紋孔は多くは 1 列(ヤクスギな

どの特例を除く〕に配列する。悩和ilのインデンチヤーは存在する。切紋断面における髄線細抱は比較的小形

で，おおむね 15袖抱高J;i、卜。内肢にはしばしば樹脂様物質を充満している。 ・・スギ (C. ja抑制;ca)

d) Thuja 属樹種とスギとの識別点

樹脂細抱の存在は一般的には僅少(まれには多数〉である。とさとして偶発的髄線仮導管が出現する。切線面

における髄線細抱互Jはおおむね長楕円形および符円形である o ...一…・・一一…… υ ・…一 ...Thuja sρρ 

樹脂細胞の出現は一般に多数で，偶発的髄線仮導管は出現しなし、。切線断面における髄線事例包盟は円形お

よび広楕円形である。 ・…・ 0 ・・・・・.............. ・ ・ ・・・・ e ・・・…・…・…スギ (C. jaρonica) 

なお，わが国産のネズコ (Thuja Standishii) は辺材がはなはだ狭く，心材色が暗寅福色である点によ

り，また北米産の Thuja occidentaris は法色の心材を欠く点においてスギと識別される。

e) Thujopsis 属軽量穏とスギとの識見IJ点従来， Cryρtomeria と ThujoρSl・3 の悩種は，材の解剖学的

性質におし、ては，はなはだ近似しており，その識!JIJは関税とされてきた。しかしこれは両者の分野紋孔型に

ついて充分検討されていなかったためで，今後は次のように識別される。

分野被孔型は主としてヒノキ型(持徴 40) でときどきスギ型〔特徴 41) を出える・ Thu吋4げjoψρsi必s s抄ρ抑p.

分野f校?寸t孔はスギ

〔イ付サ〉 さらにスギの3近左似似、樹種としてあげた Libocedrus 属の樹種は，分里野f紋孔がヒノキZ型E型! (持f徴数4ω0) で，

髄線細1胞包の陥E陛Eに1珠光数状肥厚(持徴 50め〕を有する点で.解剖j学的性質においては容易に識別される。

肉眼的特徴 Jむ辺材の境界は明瞭で，辺材は黄白色ないし白色"亡、材は淡紅色あるいは1積赤福色，ときに黒
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褐色。春材から秋材への推移はおおむね急。材は軽軟。木理通直。害l裂性大。 II九日は政。特有の呑気と味が

ある。
..-

解剖学的特徴樹1m!汚は存在しない。樹脂細抱は多数存在(特徴的〕し，秋材部に多いが春材部にもし

ばしば出現する。その配列型は切線状，散在状あるいは帯状など(持徴【33】，【34】，【35】〕各種であるが，

切線状のものがもっとも多い。樹脂細胞の隔壁にはやや不顕著な珠数状)1巴厚(特倣 31) がある。仮導管はお

おむね秋材部に至って急lこj良厚を吟1 し，したがって春秋材の境は判然としている。径断面重紋孔は多くは単

列，時として 2列。切線面重紋孔は秒、材部に多数存在するが春材部にも多少散在する。 f泊料iは柔細胞のみか

らなる。 l段監にはインデンチヤー(特徴 49) が存在するがあまり顕著でない。町墜には3;1:恋歌肥厚〔特徴

50) がある。分野紋子Lはスギ型(特徴 41) で辺緑細胞を除き水平方向に 1 列に 2~3 価配列する。切総面

における細胞形は円または広楕円(特徴【53】)で，おおむね15細抱高以下(特徴【56】〉である。

( 3) Cunninghamia コウヨウザン属

この隠は C. Konishi (ランダ、イスギ・呑杉〉と C. lanceolata (コウヨウザン・信州、|キよ〕の 2 種よりな

る。前者は台湾の特産であるが，その学名は命名者の平回開土が発見者小西成章氏の名を入れて記念したも

のである。また級者は中国の原産で南支一帯にわたって広く造林され.早くから台湾にも移入植殺されてい

た。わが国においてはかつてより材の集訟J也に因んだ搭州杉の市場名で輸入されていた。また庭医樹として

も知られているが，最近に至り四国・九州地方の陵地林の造折、樹種として注目されるようになった。コウヨ

ウザンはし、わゆる広東杉で，スギに似た材質で葉が広いところからこの名が生れたものとレわれる。両者は

性状材質とも，はなはだ近似しており， しばしば混同されて取り扱われているようである。

Cunninghamia の樹材はスギ科の Cryρtomeria， Gry ptostrobus. ヒノキ科の Thuja を除レた他のす

べての樹材と顕校鋭的Wi造においては容易に区別される。すなわち，特徴 41 (分野紋孔は代表的スギ型)，

特徴 30， 31 (樹脂細胞は多数存在し，その隔壁のJJ巴厚は不顕著)，および特徴 49 (顕著なインデンチヤー〉

をあわせ有しかっ( )内に示した特徴の制虫、い性質の検索により半u別される。さらに C. lanceolata は

特徴 14 (仮湾管の径断而重紋孔の多列排列〕を有する。またこの属の心材部の核断面には香気の強いセス

クテレベンのが;品物質の分泌物が観察され，その点で多くの他の針葉樹材と識別される。

Cry ptomeria とは，まず樹脂細胞の隔壁の致、数状肥厚が不顕著である点があげられるが，その決定にl察

しては，よくその差具の程度を認識しておかなければならいない。また髄紘はほとんど内容物を含まず，複

列随線がときどき出現する点などにより，さらに C. lanceolata は仮導管の径断固重紋孔が多くは 2 列に

排列しており，解音IJ学的性質よりも識別できる (Cryptomeria の項参照〉。

Gly ptostroaus とは， その分野紋孔の配列が辺緑細胞を除いては水平方向に 1 列に阻列している点

(Gly ptostrobus はしばしば 2列に配列)oC.lanceolata は仮導管の径断面重紋孔の多列排列(特徴14) が顕

著である。 Glyptostrobus の重放孔はその直径が小さく，髄練ぬ底壁の厚さが薄レ (2μ〉が Cunninghamia

はより厚い (3μ〕。またこの属の髄線細抱はほとんど内容物を含ま9". またときどき複列髄線が出現する。

これに対し Glyρtostrobus の髄線細抱は樹脂様物質を多分に含ペノでおり，複列話線はほとんど出現しな

い。さらにその髄線は細抱間隙が顕著である点などにより識別され弘。

Thuja とは，樹脂細抱の町列が秋材部のみに限定されていなし\点 1ただし， Thuja でもときとして春材

部にも出現する〕と複列誌線がときどき出現し，髄線細抱の内腔はよワ広くかっ多少角ばっていて内容物を

ほとんど含まない点などにより識別される。
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肉眼的特徴辺材と心材のm界は明らかで，辺材は淡黄色，心材は樹種により多少差はあるがおおむね淡

黄褐色あるいは陪赤褐色。春材と秋材との境界はかなり判然としてレる。心材の族断面には芳呑あるセスク

テレベンの結晶物質を分泌する。材は軽軟，木理通宣，肌日は疎。

解剖学的特徴樹脂清はない。樹脂細胞はおおむね多数存在(特徴 30) し，主として切線状および散在状

(特徴【33]，【34】)(こ配列する。隔壁の珠数状)j巴厚は存在するが不顕著である。仮導管の径断面重紋孔は 1~

2 列。切線面重紋孔は秋材部に多数(特徴【19】〕存在する。ときどき偶発的髄線f反導管が出現する。も直線柔

細胞は水平および切線墜とも平滑で薄いが，特徴 46 (仮導管膜壁の厚さに比し，髄線の水平監がはなはだ薄

い〕の関係にはならない。分野紋孔はスギ型(特徴 41)0 切紋断面における細胞は正方形に近い形状を呈

し，ときどき複列髄線〔特徴【58】が存在する。

コウヨウザン属 (Cunninghamia) 各樹種聞の識別点 'L材の色はおおむね責褐色，春材から秩材への移

行は会、。仮導管の径断固Ii:紋孔の配列は，多くは 2列 -・・ 0 ・・・・・・・・・ C. Konishi (ラング、イスギ〕

心材の色はおおむね暗赤禍色，春材から秋材への移行は比民的緩。仮導管の径断面重紋孔の配列は多くは

1 列. ときとして 2列を混える。・・ ・・・…..........一…・・・・ ・・ C. lanceolata (コウヨウザン〉

( 4) Glyptostrobus 

この属は， G. Pensi・lis のただ 1 種よりなる。本種は中国南部に産する小喬木でう市場材としては重要で

はなく一般的にはほとんど知られていない。

この材は多くの針葉樹材と特徴 41 (スギ型の分野紋孔)，特徴 30 ・ 31 (院墜にわずかの彰1，数状11巴厚のあ

る多数の樹脂細胞〉の存在によって区別され，それらの特徴によって識別されない樹種とは，髄料の中陪J細

胞におげる分野紋孔がしばしば水平方向に 1 列以上に配列されている点および髄綜細胞の上下相互間の間際

がはなはだ大きいものが存在する点 CFig. 47)，さらには仮導管の径断面童紋孔の径が著しく小さい (15{')

点などにより区別されるが，重要樹種でないので詳細は省l時する。

( 5) Sciadopitys コウヤマキ属

この属はわが国の特産であるコウヤマキ (S. verti・cillata) 1 種よりなるご本種は福島県以南の本州・四

国・九州に分布しており，庭園間としてもよく知られている。

この樹材は，分野紋孔が大きし、単紋子u:型(特徴38) で，年輪界は判明しており， しかも樹R~滋と樹Mæ胞

を欠く〔ただし後者の偶発的なものは著者により発見されてレる〕点で特異である。このような特徴を有す

るものは，世界においてマ守料の Phyllocladus (エグ〉ミマキ同〕の樹種のみである。しかし， pyhllocladus 

の分野放孔は 1分野に対状に存在するものがしばしば出現するが，コウヤマキでは時として出現するにすぎ

ず，また鑓線巾がはるかに広く，特有の呑気を有する点で民なっている。

肉眼的特徴辺材と心材の鏡界は明らか〔その色の差は著しくないが劃l然と区別される )， J!1材は狭くて

白色，心待は淡j~褐色。年i除は狭く時としてi&状をなす。材に特殊の呑気がある。木辺道i庭，級官，意裂し

やすい。

鱗凱学的特徴樹脂溝はなく，樹脂担胞もほとんど存在しない。仮導管む径断匠重紋孔は常に単列，私材

部の切純国重紋孔は多数で円形，開れは垂直に線状をなし，時として交叉することがある。使綜は組抱高低

く 1-10 (普通 2-5) 細胞高，そf 叶jは広L、。水平および切綜監は平沼ではなはだrli~l: く〔特徴 46)，後者

は湾曲して弧状をなすことが多い。♂野紋孔は大きい単紋孔型(特徴 38) で春材郎においては大きい限除

状をなし.各分野に普通 1 個，時と Jて 21問，秋材部においては細長さ楕円形あるいは紙状をなし，わずか
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に傾斜し各分1引こ 1 i日，1存在する。

(6) Sequoia 

この属には S. semρervirens と S. gigantea の 2 種がある。前者は北米のオレゴン州およびカルフオ

ルニア州の南凶海作地方に生育している重要樹種で，かつてはわが国にもしばしば輸入された。これに比し，

後者はカルフオルニア州の山地に散布して生育し，地方的に用いられているにすぎないが，世界の最大樹と

して有名である。

Sequoia の村は， 1司ー科の Athrotaxis, Cry ptomeria , Cunninghamia , Glyρtostrobus および

Taxodium の新民とヒノキ科の Thuja と共に特徴 41 (スギ型の分野紋孔〉と特徴 30， 31 (多数存在する

樹脂細胞，その水平墜にある顕著または不顕著の珠数状肥厚〉によって，その他の針葉樹種と区別される。

また上記の特徴を IT'iJ じくする近似諸属とは‘紫褐色系の特有のJ仁、材色や材に呑気やlJ4ミのなし\点など，主とし

て肉眼的性質によって識別されるが，また，髄線の股墜にインデンチヤー〔特徴 49) が存在しない点，さら

に S. sempervirens においては髄線の細胞高大(特徴【57】〉で，その細胞11) (切線断固〕もはなはだ広

く，内腔には合有物がほとんどなく，しばしば複列髄総(特徴【58】〕が出現するなどの点でも識別される。

肉眼前特徴心辺材の境界は明らかで，辺材は狭く白色，心材は波赤色あるいは拡赤褐色であるが，いず

れも紫色を帯びてし、る。秋材は判然としているが一般に狭い。材質軽軟でもろレ。木理iffi直，肌目はE車。

解剖学的特徴 正常の樹脂講を欠くが，ときどき外傷樹IE溝(特徴 24)が出現する。春材より秋材への移行

は急激。仮導管の径断面童紋孔は 1-3 列.多くは 2列(特徴 14) であるものと，主として 1 列，のものと

ある。切線面霊紋孔は秋材部の最終の細胞層に多く存在する。樹脂細胞は多く存在(特徴 30) し，その隔壁

(水平壁〕に出現する到、数状肥厚(特徴 31) は顕著でない。樹脂細胞の配列型は資料により多粧多様(特徴

【33】，【34】，【35】，【36】〕のものと，おおむね特徴【34】(散在状〕と【36】 〔輪縁〕とよりなれるものとある。

主として前者は S. semρervirens であり，後者は S. gigantia である。分野紋乳は顕著なるスギ型(特

徴 41)。髄料lの特徴はj対極により臭なる。細胞高大(特徴【57】)でしばしば複列悩線(特徴【58】)出現し?

内腔にほとんど含有物のないのは S. sempervirens であり，車問包高比較於低く，複死髄線はあまり出現せ

ず，内腔にわずかに樹脂様物質を含むものは 5. gigantia である。その細胞巾は何者とも広レが特に前者

は大である (25μ をこすものがある〉。

Sequoia属両樹種聞の識別点 」心材はおおむね拡幅紫色，仮導管の径断lID重紋孔の折列は多くは 1 列，

樹脂細胞のR'ie; Uは散在状または総縁型，髄線は細胞高低くp;;ßきに多少含有物を有し，複列髄紘はあまり出現

しないっ …一・……・・・ー・ー・…一…・……・ …ー…・・・ …・ーー …ーー…ぃーー……………....... S. gig且抗:tia

心材は淡刻、色または赤椀色，仮導管の径断面重紋孔の排列は 1-3 列，多くは 2列，樹脂細胞の配列型は

多種多様である。悦総は一般に細胞高大でしばしば 30 紙胞高をこすものが巴到し，細胞IIH，jに広く，内腔

にはほとんど含有物がない。しばしば複列鑓綜が出現する。ー・…ー …… ...•. ..5. sempervirens 

( 7) Taiwania 

Taiwania cryρtomerioides (タイワンスギ〕のただ 1 種よりなる属である。主として台湾に産し中国の

一部および北部ぜノレマに t、分布している。産地における重用樹種である。

材は軽重大，心材は暗褐色で，暗紫褐色の結目がある点で他の針葉樹材と容易に区別できる。また解説学的

性質におし、ては，ヒノキ科の Chamaecyparis la卸soniana および Fokienia を除き特徴 40 (ヒノキ型の

分野主主干し)，特徴 47 (髄総細胞の水平Eまには紋孔がない〕および特徴 30 (樹胞細胞は多数〕によってすべ
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ての針葉樹材と区別できる。 C. lawsoni・ana と Fokienia の向者とは特徴 14 (多列却下3'Uの仮導管室紋孔〕

を有し，特徴 50 (隔壁の珠数状!但厚〕を欠く点により区別される。さらに上記の両者はJじ材色と，呑りお

よび味がない点で Taiwania と臭なり， また C. lawsoniana は分野紋孔の大きさがより小さい (7 l'内

外， Taiwani・0 のものは 12μ 内外〕点によっても区別される。

肉眼的特徴心辺材の境界は明らか。辺材は淡黄褐色，心材は伐採当時は黄色または鮮黄色で，これに陪

旅色または紫色の最が存在するが，時日を経過するにしたがって陪賞紅色ないしはIf[i紫禍色に変り， n音色の

柿目を生ずる。年輸は狭くかっ明らか，春材と秋材との区別もまた明らかである。材質経軟，光沢に乏しく

創裂しやすい。

解剖学的性質春材から秋材への変化は急であるが老大協]の秋材部はきわめて狭く 2~4 ，爵の仮導管から

なるものが多い。樹脂細胞は多数(特徴 30)，しかし Cryptomeria などに比すれば少ない。その隔壁の11巴

厚ははなはだ不顕著。樹!J行蒋を欠いている。仮導管の径断面軍紋孔は 2~4 列(特徴 14)，切線而重紋孔は

秋材部に多数〔特徴 16) 存在するがきわめて小さく円形を呈し開孔は狭レ凸レンズ状で，ときとして交叉

する。悩線の水平!1i'はおおむね平沼(特徴 47)。分野紋孔はヒノキ型(特徴 40) 。

( 8) Taxodium ヌマスギ属

Taxodium distichum がこの属を代表する唯一の樹種である。この樹種は北米フロリグからメキシコに

至る湾の沿岸地方の湿地に広く分布している。わが国においても務羽松とよばれ，Ø[俸制として池の周0.等

の湿地に他殺され，地中より気根を生ずるにより知られている。

この除j種の木材は次の11行特徴の総合により Taxodiaceae スギ科の樹種を除いた他の針葉樹のすべてと区

別される。すなわち，特徴 41 ， 40 (スギ型およびヒノキ型の分野紋孔)，特徴 30， 31 (多数存在する樹脂

細胞およびその隔壁の珠数状)l巴厚)，髄線細胞の水平監はj手肢である点，および特徴 14 (多列排列の仮導管

室紋孔〉などの性質を有する点など。

また肉眼的の比較飯察によって Taxodium ， Sequoia , Athrotaxis および Cunninghamia とは次の

特徴の組合わせによって識別できる。

Taxodium の心材は淡寅褐色(内陸に生ずるもの〕と赤色あるいは一線にIf日禍色(湿地に生ずるもの)

に至る変化があるといわれているが，他の樹種の心材色とはおのずから臭なっている。また非常に狭い秋材

部と特に著しい内肢の大きし、春材部との対照が顕著であり，わずかのすい匂レと L、くぶん脂っぽい点が，こ

の樹材の特色である。

顕微鏡的構造においては，この属の樹脂細胞は，隔壁の珠数状)l巴厚(特徴 31) の発注が非常に顕著で，

Taxod僘ceae (スギ科〕の他の属の散発的で未発達な状態のものと対照的である。また， しばしば仮導管の

径断面重紋孔の問列が 2~4 列〔特徴 14) をなしており，髄線柔細胞膜壁のインデンチヤー(特徴。〕は

ほとんどなく，一般に分野紋孔の関口が小さい。

すなわち， Taxodium の樹材は，.l;I，、上のごとき諸特徴によって他の針葉樹種と識別される。

しかしながら，この樹種はわが国においては，単に庭医樹として知られているにすぎず噌また輸入の対照

となる材でもないので詳細に関しては省略する。

8. Cupressaceae ヒノキ科

ヒノキ科は 15 属よりなり，ほとんど南北両半球の温帯に局限されて生育している。 ただ Libocedrus

のみ，両半球の熱帯にも分布している。 Actinostrobus， Diselma および Microbiota を除いたすべての
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属は喬木性の間種を有する。

この科の樹材はおおむね次の特徴を有する。秋材はけっして顕著ではなく，樹脂涛は存在しない。仮導管

は交互状排列の重紋孔〔特徴 13) および螺旋肥厚(特徴 18) を有しない(ただし Callitris には特殊な

肥厚が存在する〉。樹脂細胞を有し，しばしば多数存在する(特徴 29， 30)。分野紋孔は Thuja を除いて

はいずれもヒノキ型(特徴 40) 。

この科は一般に次の 3 つの亜科に分けられているが，木材の解剖学的性質を基礎とする分類とは一致しな

し、。

( I) Thujoideae: - Actinostrobus, Callitris, Tetraclinis , Callitroþsis, Widdringtonia , 

Fitzroya , Diselma, Thujoþsis , Thuja , Libocedrus および Fokienia.

(n) Cuρressoideae: -Cuþressus および Chamaecyρans.

(ill) Juniρeroideae: - Arceuthos および Juniρerus.

なお ， Microbiota は単一型の属で分類上の位置が確定していなし、。

ヒノキ科の樹種のなかには，有用なる木材を多く産出する重要樹種が含まれているが，それらは個別的に

認められている t、のが多い。属と属の識別は，解剖学的に非常に相違している諸性質の調査によって実施で

きる。

しかしこの科のうちには，いまだわが国においては植物分類学者以外には，一般にほとんど知られてい

ない多くの属の樹種があり，また検鏡資料すら得られなかったものも多く，さらには遠隔地産のものも少な

くはない。それらはいろいろの観点よりして，わが国における木材利用上の対象樹材とはならない。よって

これらは割愛し，ここにはおおむね重要とおもわれる属のみを取り上げて記載した。

( 1) Callitris 

この属はi豪州・タスマニヤおよび=ユーカレド=アなど大洋洲のみに分布して約 20 種を産する。これら

の材は針葉樹材としては特別調密で硬い材を生産する。また，しばしば年輪界が不明瞭〔特徴的で春材秋

材の色の差異を欠く特色を有する。

そのうち， Callitris glauca がオーストラリヤにおける最重要樹種として知られており，C. macleayana, 

C. calcarata, C. arenosa, C. intratroþica および C. gracilis の順序に重要であるとみなされているよ

うである。

筆者は.レまだ C. glauca の標本を観察したのみであり，その詳細につし、ては認識を欠くが，わが国にお

ける愉入の対象となる樹種とは考えられなし、。ただ本属の材は上記の樹種のうち C. macleayana を除いて

は，その仮導管の股珪に CaIlitroid thickenings と名づけられた，解剖学上特異なる構造 (Figs. 12, 13) 

を有する点を指摘しておくにとどめる。

( 2 ) Chamaecyparis ヒノキ属

この属の樹種は世界に 7 種を産する。北米に産する C. lawsonia, C. nootkatensis および C. thyoides 

は世界の市場材として有名で，前 2者は，それぞれぺイヒおよびペイヒパの呼名をもってわが国にも以前よ

り輸入されていた。また，台湾には C. formosensis および C. taiwanensis fの 2 種を産し，前者はぺ=

ヒとして台湾産針葉樹中最大なるものとして知られ，後者はタイワンヒノキとして，わが国の人工にも隠爽

している樹種である。

わが国にはヒノキ (C. obtusa) とサワラ (C. þacifera) の 2 種を産するが，園芸的には幾多の変種が生
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まれている。

ヒノキ鼠の材は，一般に軽く，わずかに存気を有するものから非常に高い呑気を有するものまであり，而f

朽'I~t大である。上記北米産の 3 続中， C. lawsoniana および C. nootkatensis とサワラはßI色がかった心

材色であり， C. thyoides とヒノキおよびタイワンヒノキの Jじ材は車1:色がかつている。 またペニヒの心材

は，はじめ!貯黄色であるがしだいに栴色を帯びてくる。

ベイヒパ (C. nootkatensis) は解剖学的には特徴<13 (正)~;~の悩紋仮説I[ì')を有し，私j!W符をクミく点およ

び悩綜柔細胞の水平mのみに適度の紋孔を有する特徴との組合わせにより，他の針葉倒材のすべてから区別

される。さらにこの材は特有の匂いを有するので記1陪:される。また他の本属の担tJ種は，次の;渚特徴によって

ほとんどの企|及川樹材と区別できる。すなわち，判然とした年輸をjjl~)iX;し，多数の樹肝細胞(村微 30) を有

し，分野紋乳1:): ヒノキ型(特徴 40)，ただし，樹種によりときどきトウヒ割(村微 39)あるいはスギllH特徴

41) を混じえる。髄車線柔細胞の水平!i\ÝiHìW くなく，インデンチヤーは存在しない， 7)\平墜には紋孔がわずか

に存私するなどの特徴の総合により検索できる。

肉眼的特徴心材辺材の別はあるが，やや不明隙のものもある，辺材は黄白色，心材は寅色または紅色。

年輪界は明瞭。秋材部はおおむね狭い。材質は一般に比桜'J~f&密であるが，なかには軽敢なものもある。一

般にちぢ呑を有するが，その;fWD:は一様でなレ。

解剖学的特徴樹脂溝はない。樹脂細胞はおおむね多数存在〔特徴 30)する。その隔壁にはまk数状肥厚を

樹

兵子以，

Table 11. ヒノキ属 (Chamaecyparis) 樹種間の識別拠点となる特徴

Features for the Separation of Chamaecyparis Species (Cf. Table 1) 

Species 

名

卜般的吋 樹鵬』脂帥日
General IPar‘enchyma ~"v;がit臼s 

髄線
Rays 

約 心 L 持切散 Hf トヒス悦隔円長円 |1 15 
辺 監形細
材総夜 線の及形|
的γ寵 殊 l 状ウノ 広佑及附山
*~.状状 ギ{ll 彰i、符i

w{ I !リ lU fロJ
の I{Î~ ヒキ 形 Jr~

和ヂは阻配 導状制!のl包 l 澗1の包 l 以
i'-u1 I I )J巴 1

Scientifics r.ame common l 色付列列別部担 ZFi fiTl 厚型 iU
l:.ame I 13 i( 7)<33]:<34><35>I 39 I 40 I <11 I <13 I 50 <53><54><56]

Chamaccy �aris obtusa ヒノキ | + + 

C. 争iszfcra サアラキf-I + + 

C. forrnoseηSlS ベニヒ + + 

C 伽soniana ベイヒ + 

C. taiwanensis タイワンヒノキ + 

C.thyold s Southen. 
IWhite Cedar + 

平:時として存在十:存在

Present. Sometimes preser.t 

+ 

+ 

+ 

1-

十 + 

+ + + + 

+ + + + 

+ + + 

+ + 十 + + + 

+1+ + 
||+ + 

+ 平
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有する〔特徴 31)。髄総は柔細胞のみよりなるが，樹種によっては時として偶発IY~í泌総仮主管を有する。髄

線柔細胞は，水平壁にはおおむね紋孔を有する(ペニヒにはこれを欠く)が，切線壁にはペイヒを徐き~数

状肥厚(特徴 50) は存在しない。また，鎚線の水平監の脱厚は比較的厚い。分野紋孔は一般にヒノキ型(特

徴40) であるが削種によりスギ型(特徴 41) を江主える。髄線は低く，おおむね(ペニヒを除く) 15 細抱高

以下(特徴【55】〉。

ヒノキ属 (Chamaecyparis) 各樹種聞の識別点 ヒノキ原樹種相互間における識l.liJ点は Table 11.に

示した性質の組合わせによって，おおむね識別される。

まず，肉眼的性質よりは次のごとく検索される。

a) 心材は紅色系…・・ヒノキ (c. obtusa) ， タイワンヒノキ (c. taiwanensis) , Southern white cedar 

(c. thyoides) 

b) 心材は黄色系

al) 心辺材の境界は~QJ然

a~) 材は散密で特殊の味〔特徴 7) を有する ・ ・ ・ ー・ーーベイヒパ (c. nootokatensis) 

b,,) 材は軽軟で特別な味はない・……・・…・…・….....-....... ー・・・ ・・サワラ (c. piclfera) 

b1) 心辺材の~界は不判然........…....・ H ・.....…・……・・・・・回一一・ー・ ー・ーベイヒ (c. 10ωsoniana) 

c) 心材は褐色系・・・…・・…・…・・ …・・…・… ・…一一・・ 0 ・・・目・・ー ・・・ーー ー…ベニヒ (c. formosensis) 

つぎに解剖学的性質について比較検討すれば

a) 髄事長仮導管を有し，髄線の隔壁には珠数状)J日厚(不顕著なもの〉が存在する

ベイヒパ (c. nootokatensis) 

b) 髄線仮導管および髄線の隔壁の珠数状肥厚は存在しない。

al) 分~rf紋孔はヒノキ型のみー・・・ ・ ・・ ・ ヒノキ (c. obtusa) , ベイヒ (c. 10附oniana)

b1) 分野紋孔はヒノキ型にスギ型をi見える…・・サワラ (c. ρisiγera) ， ベ=ヒ (C.formos印sis)

Cl) 分野紋孔はヒノキ型にトウヒ型を混える・……………ータイワンヒノキ (C. taiwanensis) 

( 3) Cupressus 

この院のj:ß.t種は 12 種があげられる。レずれも北半球の混帯に分布しているが，世界の市場材となるよう

な重要なものは産しなL 、。

けれども，中国産の Cupressus funebris， 南部欧州産の C. sempervirens， インド産の C. torulosa な

どは，その地方における重要樹種とされている。また， C. macrocarpa および C. 1 usitanica はわずかで

はあるが多数の霞 h に植殺されている。これらの材は次の特徴で一般的に認識できる。すなわち ， Cupressus 

は特徴 30 (多数の樹虹細胞〕を有し，その百江総家組)]包は，水平監には紋孔を有するが際監は平H~Jである点，

およびヒノキ型の分野絞孔を有する点とによって，他の多くの樹種と区別できる。J;!上の特徴だけでは諮別

できない樹種とは，さらに震断面における仮導管の細胞形がいくぶん円形を呈してレる点と， しばしば存在

する複列髄線〔特徴【59】〕によって識別できる。

C. funebres および C. lusitanica は以上の特徴のほかに髄綜柔細胞の水平膜が薄L、(特徴 46) 点と，

樹脂細胞の隔壁が平滑である点により.ナギ (Podacarρus Nagi) と Podocarρus dacrydioides の両樹

程を除き他のすべての樹種と識別できる。

わが国におレてはわずかに庭園樹として植栽されているにすぎず，識別の対象となる樹材でないので詳細
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は省略する。

( 4) Juniperus ビヤクシン属

この属は北半球の各地に広く分布して多数の樹種を有するが，有用材を生産するものは.北米産の

]uniperus virginiana， 東部アフ P カ産の]. procera など 2 ， 3 にすぎない。

北米産の]. virginiana はエンピツピヤグシンと l乎ばれてわが国にも輸入されている。鉛筆用1fiIJj木とし

て，インセンスシーグー (Libocedrus decurrens) と並んで|且界における最上の適材を産する。

わが国に産する本民の樹種には，中喬木性のピヤクシン(]. chinensis) および小喬木性のネズミサシ

(]. rigida) のほか，港木性の数種があげられる。しかし前二者も量産なし有用材として利用上の対象と

なるものではない。

この属の木材は特有の香気と，濃い色の'C、材〔持徴 2) を有する点と，顕微鋭的構造においてネズミサシ

(]. rigida) を除き特徴 30 および 31 (樹脂細胞が多数存在しその隔壁には珠数状l肥厚を有する〕と特

徴 40 (ヒノキ型の分野紋孔)，および 50 (髄線柔細胞の隔壁には珠数状肥厚を有する〕などを有すること

により，他のほとんどの針葉樹材と区別できる。

肉眼的特徴一般に赤紫褐色あるいは赤褐色の濃い色の心材・(特徴 2) を有する，辺材は黄白色あるし、は

淡褐色。 Jむ辺*司の境界はおおむね判然(特徴的としている。年輪界は多くの樹程におレて，やや不明瞭で

波状を呈する。材は鰍宮、で切削佳良好，特有の香気を有するものが多い。

解剖学的特徴春材から秋材への移行は漸進的。樹脂溝を欠く。樹脂細胞はネズ(]. rigi・da) を除き，

一般に多数存在〔特徴 30) し，その隔壁には珠数状肥厚(特徴 31) を有する。多くは切線状(特徴【39】〉

に配列する。分野紋孔はおおむねヒノキ型(特徴 40) で，樹種によりスギ型(特徴 41) を混える。髄線は

~if目砲のみよりなるが，樹脂によっては‘時として偶発的髄線仮導管を有する。髄紋柔細胞の水平膜は樹種

によっては薄膜(特徴 46) であり，その限壁にはおおむね珠数状の肥厚(特徴 50) を有する。また，この

E誌の樹種には]. virginiana をはじめ細胞間際 Fig.14 の顕著なものが多し、。

ビヤタシン属各樹種間の識見Ij点 わが国において木材利用上の対象となるこの思の樹種は司輸入材として

北米産の]. virginiana 1 種のみであり，同属J樹種間の識別に関しては実際上ではあまり問題はないと考

えられる。しかし，しいてこれを求めれば次のとおりである。

a) 北米産の]. virgi・niana (エンピツピヤクシン〕の心材色は赤紫掲色であるが.わが国産のネズ〉ビ

ヤクシンは赤褐色である。

b) アフリカ産の ].ρrocera およびピヤクシン(]. chinensis) とネズ(よ n・gida) は特徴 46 (髄線

の薄い水平監〕を有するがう]. virginiana にはこの特徴は存在しない。

c) ネズ(]. rigi・da) は一般的には樹種細胞の存在が少なく，年輪界が比較的明際なる点において他の

同属樹種と識別される。

( 5) Libocedrus 

この属は，北米，チリー，ニュージランド=ユーカレドェヤ，ニューギニヤおよび中国，台湾などに分

布して 9 種を産する。これらのうち，北米に産するLì・bocedrus decurrens (インセンスシー〆ー〕が最も

重要なる世界の市場材として有名で‘わが国にもしばしば輸入されている。木材は，わが国におレてはもっ

ぱら高額鉛筆の軸木用材として ]uniρerus virginiana (エンピツピヤクシン〉とならび賞用されている乙
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その他.ニュージランドの L. bid卸illii ， チリーの L. tetragona なども知られているが，量産がなく，

地方的の重要樹種であっても，世界市場の対照材とはならないもののようである。また，台湾に産するセウ

ナン (L. macroleμs) は，金平氏によって記載され，わが国にもはやくより知られているが，材質硬く，

通直性に欠け，鉛筆荊h木としても適せず有用樹材ではなし、。

この属は，特徴 40 (ヒノキ型の分野紋孔)および特徴 30 (樹脂細抱が多数存在する)のみが共通で，属を

一括して検出することは困難である。よって，その主要樹種の識別点について記せばつぎのとおりである。

L. decurrens は!ilri微鏡的には.この属に共通な特徴 40 (ヒノキ型の分野紋孔〉および特徴 30 (樹脂細

胞多数存在〕と，側線の水平壁は比較的厚く，その隔壁には顕著な珠数状肥厚を有する(特徴50) 点と，さ

らに髄線の切線断面における細胞形は円形および広椅円形型(特徴【53】)であり，髄線の細胞内腔には獲色

の樹脂が充満している(特徴【59】)点などの特徴の総合により，他の針葉樹材のほとんどと識別される。ま

た， L. decurrens は倣線の水平壁の紋孔がより判然としており.分野紋孔は比較的大きく整然、とー列に臨

列してし、る点，横断面における仮導管細胞の形状がより円味をおびている点などで3li似材の Juniρerusの樹

種と区別される。

L. bidowilli は ChamaecYlう日ris forrnosensis (ベニヒ〕および C. thyoides (Southern white cedar) 

を除き，つぎのl特徴により他のすべての樹種と区別される。すなわち，この属に共通な特徴 30 および特徴

40 と，特徴 46 ならびに 47 (誇膜で無紋孔の髄線水平膜)，樹脂細胞の隔壁には1I巴厚がない点などにより

検出される。 Chamaecyparis の上記 2 種とは暗褐色の{;、材を有する点で異なっている。

L. tetragona については，筆者は儀察資料を欠いている。つぎのように報じられている。一般的性質に

おいては L. decurrens とほとんど一致する。解剖学的性質におし、ては，髄線の細胞高がはなはだ低く

(1-9，ほとんど 1~4) ，樹脂細胞の隔壁のJ;j，数状肥厚が不顕著であり，特別に髄線柔細胞の隔壁が平滑

である点によって主?となっている。

この樹種は本属に共通の特徴 30 および 40 と，髄線の水平屋は厚くて紋孔が存在する点，髄線細胞の隔

壁に肥厚のない点，樹脂組i胞の隈壁の肥厚はほとんどない点，髄線の細胞高ははなはだ低い点などの特徴に

より，ほとんどの針葉樹材と区別される。

(6) Thuja クロベ属

この鼠は東軍および北米に分布して 6 穫を産する。そのうち，市場材として宣嬰ìJ:. るものは北米の西部に

産する 1huja plicata および東部に産する T. occiden!alis の 2 種である。前者はペイスギと呼ばれ，わ

が国にもしばしば輸入されたことがある。また，後者はニオイヒバと呼ばれ生直その他の庭医樹としてよく植

栽されている。そのほか，朝鮮に 1 種 (T. koraiensis) と中国に 2 種 (T.orientalis および T. sutchensis) 

を産するが，輸入の対象となるものではない。しかし，中国に産する T. orientalis はコノデガシワの名称、

で知られており，庭間樹としてよく1íIT.殺されている。

わが国にはク戸べ (T. standishii) 1 種を産する。

Thuja の材はつぎの諸特徴の総合によってほとんどの他の針葉樹種と区別できる。

a) 半:然とした年輸を栴成する。 b) 分野紋孔はスギ型(特徴 41)，ただし樹穫によりヒノキ型(特徴

40) を混える。 c) 髄線、は水平陛比較的厚く，水平膜のみに紋孔が適度に散在し，隔壁は平滑である。また

顕蒋なインデンチヤー(特徴。)が存在する。

T. plicata (ペイスギ〕と T. standishii (ネズコ〉 は，上記の特徴だけでは識別できないスギ科
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の若子の樹種および Thujopsis の間種とは， n音色をおびた特有の匂いを有する心材， rlJ は狭いが股I;!&の

厚い細胞よりなる秋材部， r同色の含有物が沢山存在する狭L 、 IIJ の髄線車IJl IJ包などの特徴により，さらにスギ科

の樹種とはしばしば出現する〔ただしネズコは試料により差異がある〕偶発的髄線仮導管の存在によって識

別される。 T. occidental is は控室色の心材を有しない点で上記の 2 種と相違しているが，顕微鏡的の特徴は

ほとんど一致している。ただ本種は，樹脂細抱がほんのまばらににしか存在しない点(その他の本官\1封種に

はときとして比較的沢山存在することがある)， および特に年車íií'界付近の髄線柔細胞の陪屋にときどき珠数

状の)j巴厚が存在する点で;尽なっている。

ベイスギ (T. þli・cata) およびネズ、コ (T. standishii) は外観上，スギ (Cryptomeria ja戸onica) ， コ

ウョウザ、ン (Cunninghamia lanceolata) , Bunya-bunya (Libocedrus bidwillii) および Red wood 

(Sequoia semþervirens) などと，木理があらく光択のない点，代表的なI@褐色あるいは赤褐色の心材を有

する点で近似しているが，これらの樹種とは Thuja にみられる下記の特徴の組合わせによって識別でき

る。すなわち a) 秋材部はより厚膜である。 b) 樹脂紐砲はおおむね秩材部に局限されている。 c) 髄線に

は顕著なインデンチヤー〔特徴 49) が存在，内腔には暗色の物質を沢山含有しており〔特徴【59】).その細

胞巾は狭い(10μ 内外〕。

コノデガシワ (T. orì・entalis) は分類、学者によっては Biota に所属させるものもあり，;t、属の他の樹種

に比し.より激密で，その心材は燈抱色ないしは暗夜色を呈している。さらに解剖学的には，その分野紋孔

がヒノキ型(特徴 40) である点によって区別される。

肉眼的特徴心辺材の境界は多くの樹麗では判然としている。おおむねIlrtf~\色または陪黄禍色のすよ色の心

材を有するが T. occidentalis のみこれを欠いている。辺材は一般に狭く白色。材質は激密で軽車たである。

解剖学的特徴樹脂溝は存在しない。樹脂細胞を有するが一般的にはほとんど秋材部に局限されており，多

数ではない。その隔壁には珠数状IJ巴厚を有するものと，これを有しないもの (T. occidentalis) とある。

分野紋孔はおおむねスギ型(特徴 41)，ただし，樹種によりヒノキ型(特徴 40) を浪える。髄線lま柔細抱

のみよるなるが，ときどき偶発的髄線仮導管を有する。髄綜柔細胞のm:!-llIiには顕著なるインデンチヤー〔特

徴 49) が存在する。また隔壁には不顕著な珠数状肥厚を有する。髄線の細胞高は一般に低く 15 細胞高以下

〔特徴【56】〕で，内経にはしばしば!1ft色の物質を含有する。ま f三，まれに紅il日を有するものがある。

クロベ属各樹種閣の識別点

司法色の心材を有する。

al) 分野紋孔はスギ型

aJ 心材は暗赤褐色，長い香気と辛い味を有するー ー 一ー・.. ・ー・・・ベイスギ (T. pli・cata)

b ,) 心材はf~}を揺色…・・・・・・ ・…… ー・ ・ ーーー ー ー・…一- ……クロベ (T. Standi・shi)

bl) 分野紋孔はヒノキ型。心材は燈揺色あるいはI賢福色司 ...・ーコノデカシワ (T. orientalis) 

b) 渋色の'L.、材を有しない，また樹脂細胞の隔壁:こは肥厚がない・ーニオイヒバ (T. occidentalis) 

( 7) Thujopsis アスナロ属

オ、l誌は，わが[~の持産でアスナロ (Thujoρsis dolabrata) とその変種のとノキアスナロ (var. Hondai) 

のみからなっている。

このf誌のはは，出資自主鋭的構造において， ITjÎ~'の llili線仮事管〔特徴 43) を有せず， ヒノキ型およびスギ型

の分担f波孔〔特徴 40 ， 41) を有し，樹脂t細川包はH与として多数存在するが一般には少なく，その隔壁には珠数状
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の)J日厚を有する〔特徴 31) 点および髄泌の水平監は厚!艮で隔壁には攻、数状の)J巴厚(持iJ& 50) を有するな

どの;諸特徴の総合により，ほとんどの針葉樹材と識別される。

肉眼的特徴心辺材の民界は判然しない。心材はni1黄色，辺材はijE黄白色。材質検密，特殊の央気がある。

解剖学的特徴 樹脂溶を有しない。樹脂細胞存在(特徴 29)，時として多数出現することもある。その隔

墜には珠数状)J目厚を右する(特徴 31)，切総状または散在状に配列する(特徴【33】，【34】)，分野紋孔[まヒノ

キ型およびスギ型(特徴 40， 41)。正常の髄線仮導管は存在しないが，偶発的に出現するものがある。髄線柔

細胞は隔壁に珠数状)J巴厚(特徴 EO) を有する，切紘断面における細胞型は円形および広符j円型(特徴【53】〉

で細胞高低く〔特徴【é6】)，内肢に波色の樹脂様物質を含有する(特徴【59】〕。

刊摘 要

1. この報告は最近欧米諸国において急速な発達をみているカード式木材識別法をわが国にもとりいれ，

これを普及させる目的をもって，一つの範例として，筆者の考案を加えた本方法について，これを解説的に

記述したものである。

2. ここで識別の対象とした樹種は，本邦産針葉樹類を中心lこ，木材利用の実't百から これに輸入外材お

よび園内各地に極殺されている外国原産の主要針葉樹種をつけ加えたものである。

3. 識別カ-f{UI]\，、た特徴は Text-Fig. 1, 2 のごとくである。それらは木材の解剖学的性質が主であ

るが，肉眼による大別にもそなえ，一般的性質や産地などもこれにつけたした。さらに必要樹種のカード検

出などのために，所属科名をもJcIJ \，、た。

しこうして，それら諸特徴のうち，比較的顕著で背面性の大きい性質を集めて一次的特徴とし，その他を

二次的特徴として区別した。実際の識別にあたっては，まず一次的特徴のみによって検索をすすめ， しかる

のちに二次的特徴を)IJ\，、て行うようにして，なるべく最終的の識別まで本手法によれるようくふうした。

カードの裏面には， 木材利用上の指針となるような特徴をあげて，その便をはかり，一方参考事項摘を

設け，そこに所要事項を記載しておき，検出樹穫の再放討を行うための便宜とした。

4. 識別の手法は，識別カードに記載してある特徴について，供試材にE信立されたもののみについて任意

に検索をすすめてゆくのが??i道であり，特に二次白t特徴を月し、る場合は，必ずこの原則を守らねばならなレ。

5. 各樹種の有するね徴は Table 5， 6 のとおりである。本資料は，筆者が主として新たな供試資料につ

き，肉眼ーならびに解説学的性質などに関し，種h紘察諒査した結果を基礎とし，これに過去における木材識

別に関する研究成果を参照して，本法に適するよう検討を加えて作成したものである。
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図版説明 Explanation of plates 

T.S. :横断面 Transverse section. 

T.L.S. :切線断面 Tangential longitudinal section. 

R.L. S. :径断面 Radial longitudinal section. 

Fig. 1. 比駁的不判明の年輪(特徴 4，例ナギ〕

Podocar pus Nagi. T. S. x 100. Comparatively indistinct growth rings. (Feature No. 4) 

Fig. 2. 劃然としている秋材(特徴 4，例カラマツ〕

Larix leptolePis. T. S. X 50. Conspicuous latewood. (Feature No. 5) 

Fig. 3. 交互状排列の仮導管室紋孔(特徴 5，例パラナパイン〕

Araucaria angustぴolia. T. S. x200. Tracheids with alternate arrangement of bordered 

pits. (Feature No. 13) 

Fig. 4. 対状排列の仮導管重紋孔(特徴， 14，例カラマツ)

Larix leptolepis. R. L. S. X 200. Tracheids with opposite arrangement of bordered 

pits. (Feature No. 14) 
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Fig. 5A. トールス周辺部が異常な仮導管重紋孔(特徴 15，例ヒマラヤスギ〕

Cedrus Deodara. R. L. S. X 400. Tracl:eid pits with scalloped marg,ns of tori (Feature 

No. 45). 

Fig. 5B. 同ム(例ツカ〕

Tsuga Sieboldii. R. L. S. X 500. Tracl:eid pit's with characteristic torus 

Fig. 6. 輪併にn巴厚紙!のある仮導管重紋子し(特徴 16，例ハリモミ〕

Picea polita. R. L. S. X 400. Tracheid pits with thickening on the border. (Feature 

No. 16') 

Fig. 7 凸レンズ‘状日IJロの春材部仮導管重投孔〔特徴 17，例クサマキ〕

Podocarpus macrophyllus. R. L. S. x400. Tracheid pits in the earlywood portion with 

lenticular aperture (Feature No. 17). 

Fig. 8. 春材部仮導管のî嬰旋肥厚(特徴 18，例カヤ〕

Torreya nuciゲera. T. L. S. X 240. Tracheids with spiral thickenings in earlywood 

(Feature No. 18). 

Fig. 9. 対状に排列している螺旋n巴厚〔例カヤ〕

Torreya nucぴera. R. L. S. X 200. Spiral thickenings are commonly in pairs. 

Fig. 10. アテ材に存在する螺旋裂乎(例イチイ〉

Taxus cuspidata. R. L. S. )( 200. Spiral checking in walls of compression wood tracheids. 

Fig. 11. 腐桁材に存在する螺旋孔隙(例ヒノキ〉

Chamaecy paris obtusa. R. L. S. )( 140. Spiral etching in walls of brittle wood tract.eids. 

Fig. 12. カリトリス状肥厚(例 White Cypress pine) 

Callitris glallca. R. L. S. X 240. Tracheids with thickenings across the pit borders 

(Callitroid thickenings). 

Fig. 13. 切線断商におけるカリトロイド状肥厚(同上〕

Callitris glauca. T. L. S. X 240. The same as fig. 12 in tangential view. 

Fig. 14. 正常材仮導管相互間の細'1包間際(例エンピツピヤクシン〕

JuniPerlls virginiana. T. S. x200. Intercellular spaces between normal tracheids. 

Fig. 15. アテ材仮事管相互間の細抱間際(例アカトドマツ〉

Abies sachalinensis. T. S. X 200. Intercellular spaces between compression wood 

tracheids. 

Fig. 16. 垂直樹脂溝〔単独配列:特徴 22，ェピセリウムは薄膜) (例ヒメコマツ〕

Pinus ρarvぴlora. T. S. X 200. A vertical resin duct. Cf. fig. 16. Note the二separated

arrangement (Feature No.22) and thin-walled epithelial cells. 

Fig. 17. 垂直樹脂溝(接合配列:特徴 23) と厚膜のェピセリウム(特徴:26) ， (例エゾマツ)

Picea jezoensis. T. S. X 200. Vertical resin ducts. Note the continuous arrangement 

(Feature No.23) and thick-walled epithelial cells (Feature No. 26). 

Fig. 18. 外傷垂直樹脂溝(特徴 24. 例シラベ〕
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Abies Veitchii. T. S. X 50. Traumatic vertical resin ducts (Feature No.24). 

Fig. 19. 外傷水平樹脂溝 (PlII LLll'8 原 Isl)

Cedrus brevifolia. T. L. S. X 55. Traumatic horizontal resin ducts (E. W. J. PllILLII'S). 

Fig. 20. 5 箇の厚IT)'fエピセリウム細胞をもっ水平樹断流(特徴 27，例トガサワラ〕

Pseudotsuga ja�onica. T. L. S. X 200. A horizontal resin duct with five thick-walled 

epithelial cells (Feature No.27). 

Fig. 21. 12 箇の厚脱エピセリウム細胞をもっ水平樹脂狩〔特徴 28，例エゾマツ〉

Picea jezoensis. T. L. S. X 200. A horizontal resin duct with twelve thick-walled 

epithelial cells (Feature No.28). 

Fig. 22. 樹脂細胞の隔壁の珠数状Il巴厚(特徴 31，例ネズコ)

Thuja standishii. T.L.S. X 300. Parenchyma cells with nodular end walls(Feature N 0.31). 

Fig. 23. 結品性巨細胞〔特徴 32，例イチョウ〕

Gin晶go biloba. T. S. X 200. Crystalliferous idioblasts (Feature No.32). 

Fig. 24. 樹脂細胞の切粉状およびHf状配列(特徴【33】，【35】，例スギ)

Cry �tomeria ja�onica. T. S. X 50. Parenchyma cells in tangential and zonate 

arrangement (Features No. <33>,<35>).

Fig. 25. 樹脂制胞の散在状削列〔特徴【34】，例セコイヤ)

Sequoia sem�ervirens. T. S. X 40. Parenchyma cells in di百used arrangement (Feature 

No. <34>).

Fig. 26. 樹脂細胞の均等配列〔特徴【37】，例クサマキ)

Podocar�us macroρhyllus. T. S. X 50. Parenchyma cells in evenly diffused arrangement 

(Feature No. <37>).

Fig. 27. i樹脂前日胞の愉緑町列(特徴 No. 【36)，例.モミ)

Abies firma. T.S. X 100. Parenchyma cells in terminal arrangement (Feature N o. <36>).

Fig. 28. 大きい単紋孔型の分野紋孔(特徴 38 ，例アカマツ〕

fDiî~~~仮淳行の水平墜には銀歯状突起(特徴 44) を有する。

Pinus densiflora. R. L. S. X 140. Large cross-field pits (Feature No. 38). 

Note dentate ray tracheids (Feature No. 44). 

Fig. 29. トウヒ君!の分野紋孔(特徴 39，例エゾマツ〕

Picea jezoensis. R. L. S. X 400. Piceoid cross-field pits (Feature No. 39). 

Fig. 30. ヒノキ型の紋野紋孔〔特徴 40，例ヒノキ〉

Chamacy �aris obtusa. R. L. S. X 400. Cupressoid cross-field pits (Feature No. 40). 

Fig. 31. スギ型の紋野紋干し(特徴 41，例スギ〕

Cryρtomeria jaJうonica. R. L. S. x400. Taxodioid cross-field pits (Feature No. 41). 

Fig. 32. 1 分野に数値存在するマツ型の分野紋子L (特徴 42，例テーダマツ)

髄線f反導管のJWi壁iこは網目状構造を有する。

Pinus Taeda. R. L. S. X 140. Several pinoid pits per cross-五eld (Feature No. 42). 

Note reticulate thickenings of ray tracheids. 



本邦における針葉樹林のカード式識別法 CJ、林〉 - 75 ー

Fig. 33. 1泌総仮cl+管(特fi世 44)。この例(チョウセンマツ， Fig. 33)では髄線仮導管は髄線の辺縁に存在

し，そのIT~:墜は薄くて平滑である (Figs. 32, 34, 35 参照)

Pinus koraiensis. R. L. S. x200. Ray tracheids (Faeture No. 44) In this instance the 

ray tracheids are marginal and I:ave thin smooth walls. (Fig. 33. Cf. f�s. 32. 34 and 35) 

Fig. 34. f泌総仮湾管水平監の銃密状突起(特徴4'1，例アカマツ〕

Pinus densiflora. R. L. S. x 200. Ray tracheids dentate (Feature No. 44). 

Fig. 35. 悦線{li、手管内監の蝋旋状肥厚(特徴 4.~，例トガサワラ〕

Pseudotsuga japonica. R. L. S. X 200. Ray tracl:eids with spiral thicken:ngs (Feature 

No. 45). 

Fig. 36. 薄くて紋孔のない!泊料{柔細抱の水平監〔特徴 <!6 および 47，例コウヤマキ〕

Sciadoρitys verticil/ta. R. L. S. X 300. Ray cells with thin unpitted Lorizontal (and 

vertical) walls (Features No. 46 and 47). 

Fig. 37. 多数の令官孔が存在する髄線柔和rJ包壁(特徴 48，例シラベ〕

Abies Vcitchii. R. L. S. X 400. Ray cells with 、，'ell-pitted Lorizontal (and vertical) 

1アalls (Feature No. 48). 

Fig. 38 インデンチヤーを有する髄線柔細胞壁 α、1m 49，例ネズコ)

Thuja Standislzii. R. L. S. X 750. Showing (near tl:e centre) indentures at a~gles of 

ray cells (Feature No. 49). 

Fig. 39. 珠数制j巴厚を有する髄線柔細胞悔泣〔符徴 50. 例インセンスシーダ >

Libocedrus decurrens. R. L. S. X 200. Ray cells with nodular end walls (Feature No. 

50). 

Fig. 40. 結品をギJする 1泌総柔細1包〔特徴.【51] 例ぞミ)

Abies firma. R. L. S. x 200. Crystalliferous ray cells (Feature No. <51>).

Fig. 41. コウヤマキ当!のl泊料{細胞形(切線断面) (特徴【52】，例コウヤーキ〕

Sciado�itys vertici・llata. T. L. S. x200. Sciadopitys type ray cells (Feature No. <52]).

Fig. 42. 中間細胞の直径(切綜断面)は上下と左右方向の長さがほとんと等しい位線(特徴【~3】).

fY!lノ、リモミ ) Picea polita. T. L. S. X 200. Ray having body cells approximately 

iso-diametric in sectional view (Feature No. 【戸3】)

Fig. 43. 中広細胞￠直径({;c未払阪Eわが上下の芳戸;にM長している筒{線(午て歓【:'4.】，例エヅマツ〉

Pi・cea jezoensis T. L. S. X 200. Ray having body cells elongated in sectional view 

(Feature No. [iA]). 

Fig. 44. 中間細胞の形状〔切線断面〕が角ばっている ';ùg絞〔持徴【55】.例ツヵツ

Tsuga Sieboldii. T. L. S. X 200. Ray 1.aving bcdy cells angulated in sectional view 

(Feature No. <55>).

Fig. 45. 複列細線比較的多数存在〔特徴【58】.例セコイヤ〕

Sequoia sempervirens. T. L. S. X 140. Comparatively abundant biser匂te rays (Feature 

No. <58]).
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Fig. 46. 黒色物質の充満している髄線細胞〔特徴【59】，倒インセンスシー〆ー〉

Libocedrus decurrens. T. L. S. (heartwood). x 200. Ray cells to fill with dark contents 

(Feature No. <59>).

Fig. 47. 細胞間際の大きい髄線細胞を示す。

GlYlりtostrobus pensilis. R. L. S. X 140. Showing intercellular spaces between ray cells. 

Fig. 48. 網状肥厚を有する髄線仮導管(例テイダマツ〉

Pinus teada. R. L. S. X 240. Ray tracheids with reticulate thicknings. 

Plates 13-16: 各樹種とも横断面の状態を示す。

All figures showing the conditions of transverse face. 

-Plate 13-

Fig. 49. イチョウ (Ginkgo biloba) 

Fig. 50. イチイ (Taxus cusρidata) 

Fig. 51. カヤ (Torreya nuciゲera)

Fig. 52. イヌマキ (Podocarpus macrophyllus) 

Fig. 53. ナギ (Podocaゆus Nagi) 

Fig. 54. イヌガヤ (Ceρhalotaxus Harringtonia) 

Fig. 55. ハイイヌガヤ (Cephalotaxus Harringtonia var. nana) 

Fig. 56. モミ (Abies firma) 

Fig. 57. ウラジロモミ (Abies homolepis) 

Fig. 58. アオモリトドマツ (Abi・es Mariesi・0

Fig. 59. アカトドマツ (Abies sachaliηensis) 

Fig. 60. アオトドマツ (Abies sachalinensis var. Mayriana) 

Fig. 61. "iンラペ (Abies Veitchii) 

Fig. 62. カラマツ (Larix leptolepis) 

Fig. 63. イラモミ (Picea bicolor) 

Fig. 64. エゾマツ (Piceα jezoensis)

Fig. 65. トウヒ (Picea jezoensi・s var. hondoensis) 

Fig. 66. アカエゾマツ (Picea Glehni) 

Fig. 67. ャツカ、タケトウヒ (Picea Koyamai) 

Fig. 68. ヒメノミラモミ (Picea Maximoωiczii) 

-Plate 14. 一

Fig. 69. ハリ dぞミ (Pi・cea 1りolita)

Fig. 70. アカマツ (Pinus densぴlora)

Fig. 71. チョウセンマツ (Pinus koraie河Sl・s)

Fig. 72. ヒメコマツ (Pinus ρarviflora)

Fig. 73. キタゴヨウ (Pinus ρarviflora var.ρentaPhylla) 

Fig. 74. ハイマツ (Pinus pumi・la)
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Fig. 75. クロマツ (Pinus Thunbergii) 

Fig. 76. トガサワラ (Pseudotsuga japonica) 

Fig. 77. コメッカー (Tsuga diverszfolia) 

Fig. 78. ツカ。 (Tsuga Sieboldii) 

Fig. 79. スギ (Cryptmeria jalうonica)

Fig. 80. コウヤマキ (Sci・adolうitys verticillata) 

Fig. 81. ヒノキ (Chamaecyparis obtusa) 

Fig. 82. ，:)-ワラ (Chamaecyparis ρ isifera) 

Fig. 83. ネズ， (JuniPerus rigida) 

Fig. 84. t:ヤグシン (JuniPerus chinensis) 

Fig. 85. グロペ (Thuja sfandishi) 

Fig. 86. アスナロ (Thujoρsis dolabrata) 

Fig. 87. ヒノキアスナロ (Thujopsis dolabrata var. Hondai) 

Plate 15.-

Fig. 88. ヌマスギ (Dacrydium cuρressinllm) 

Fig. 89. Brazilian pine (Araucaria anguslzfolia) 

Fig. 90. ぺイモミ (Abies grandis) 

Fig. 91. ヒマラヤスギ (Cedrlls Deodara) 

Fig. 92. アプラスギ (Keteleria Davi・diana)

Fig. 93. カラフトカラマツ (Larix Gmelini var. Japonica) 

Fig. 94. ペイトウヒ (Picea sitchensis) 

Fig. 93. 咋トウマツ (Pinus lambertiana) 

Fig. 96. フクシユウマツ (Pinlls massoniana) 

Fig. 97. モンチコラマツ (Pinlls monticola) 

Fig. 98. 夕、、イオウショウ (Pinlls palustris) 

Fig. 99. レゾノザマツ (Pinus resinosa) 

Fig.100. リギダマツ (Pinlls rigida) 

Fig.101. ストロープマツ (Pinus strobus) 

Fig.102. オウシユウアカマツ (Pinus sylvestris) 

Fig.103. テーダマツ (Pinlls taeda) 

Fig.104. ペイマツ (Psudotsuga taxifolia) 

Fig.105. ベイツカ。 (Tsuga heteroρhylla) 

Fig.106. King William pine (Athrotaxis selaginoides) 

Fig.107. ラン〆イスギ (Cunni・nghamia Konishii) 

-Plate 16ー

Fig.108. コウヨウザン (Cllnninghamia lanceolata) 

Fig.109. スイショウ (Glyρtostrobus ρensilis) 
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Fig.110. セクオイア (Sequoia sempervirens) 

Fig.111. " (Sequoia gigantea) 

Fig.112 アサン (Tai即ania cryptomerioides) 

Fig.113. ラクウショウ (Taxodium distichum) 

Fig.114. White Cypress pine (Callitris glauca) 

Fig.115. ペニヒ (Chamaecyparis formosensis) 

Fig.116. ぺイヒ (Chamaecyparis lawsoni・ana)

Fig.117. ベイヒパ (Chamaecyρaris nootkatensi・s)

Fig.118. タイワンヒノキ (Chamaecypaη・s taiwanensis) 

Fig.1l9. Southern white cedar (Chamaecy paris thyoides) 

Fig. 120. (Fokienia hodginsii) 

Fig.121. エンピツピヤクシン CJuni・ρerus virginiana) 

Fig. 122. Kaikawaka (Libocedrus bid叩illii)

Fig.123. インセンス・シー〆ー (Libocedrus decurrens) 

Fig.124. Kawaka (Libocedrus Doniana) 

Fig.125. ショウナンボグ (Libocedrus macrolePis) 

Fig.126. ニオイヒノて (Thuja occidentalis) 

Fig.127. ペイスギ (Thuja plicata) 

A Ca.rd Sorting System for the Identifica.tion 

of Softwood in Japan. 

Yaichi KOH 

(R邑sumé)

The author performed wood anatomica! studies on softwoods of Japan and arranged a card 

sorting key for them. Some foreign softwoods on the Japanese market were a!so inc1uded. 

The card for the sorting key is shown in Text-Fig. 1 and Text-Fig. 2 with its explanation 

in Tab!e 1. Data for the preparation of key cards ar沼 shown in Tab!e 5 and Tab!e 6. 

The characteristics selected are divided into the category of predominant and that of subｭ

ordinate ones. Of these two categories, the former inc1udes somewhat conspicuous and 

invariable characteristics, and the latter somewhat less invariable ones. The utilizer of the 

key should first reter to the predominant characteristics only, and then the subordinate 

characteristics can be efl�iently applied for the final identification. 
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Alaska YeIIow Cedar ... ..............................42 naatkatensis . ・・ 42 ， 47， 56， 65 ， 66， 67 ， 78

Amentataxus ......・・・ ・・・・・ ・ 0 ・・・・・・ 0 ・ー ・ .44 ， 46 abtusa .....・・・・ 40 , 65, 66, 67, 73, 74, 77 

Amentataxus αrgataenia . ー ・ ー 一 ....46 pisifera . ・・・・・・・田・一 ......40 ， 65， 66， 67 ， 77

Araucaria 一 ...・ 0 ・・・ e ・・ e ・ e ・・ e ・ 4~46 tai即日nenszs ・・ ・ 42 ， 65， 66 ， 67， 78

Araucaria angustzfalia ・ ・・・ 41 ， 72 thyaides ...........・・ .65 ， 66, 67, 69, 78 

bidwillii ...... ................. ..... ・ 41 Common Spruce .......ー・・・・ ・・・・ ・・・・・・.....・守 .36， 41

brasiliωw ・・ ー・ー・ .46 Cryρtameria ・ 0 ・ ー一........・ 57 ， 58~6 1， 63, 64 

cunninghamii ・ ・ 0 ・ ・ 0 ・.....・ 46 Cryρtameria jappanica. ・ u ・・ E ・・ー・....4. 0 ， 60, 74, 77 

Araucariaceae ...... ・・ 目................... "41 , 45 , 46 Cunninghamia ・・・・・・ 0 ・ ..・ 57， 58, 60 ， 61~62， 63 ， 64 

Arceuthas 町 4 ・ ・ .................・・‘・・ ・ 65 Cunninghamia Kanishi .........… ..42 , 61 , 62, 77 

Athrafaxis .. ・ ・ 0 ・ ・・・・ ・・・ .56 ， 63， 64 lancealata ...42, 59, 61 , 62 , 70 , 77 

Afhrafaxus selaginaides.. ....... ........... '58 , 60, 77 CUjりressaceae .... ........ ......40, 42, 47, 57, 58, 59, 64 

Ausfrales.................... ...・ e ・ ・・・・ e ・・・ 0 ・...... ....54 Cupressaideae. ............... .....・.... ・ 65 

Austrlian Kauri 

Austrafaxus 

Ausfrafaxus sρicata.. ・

B 

. ..46 

43，糾， 58

44 

Black Spruce .・・ 0 ・ ......... ・ 36守 41 ， 51 

Brazilian Pine ・目 0 ・ 0 ・・ s ・・ 0 ・ a 白 。 ・ 0 ・ ...41 ， 77

Bunya-bunya ......... ・ ・・ ・・・・・ ・ 0 ・ .36 ， 41 ， 70

Cupressus . …・・・…ー-… 一…… …ーー 一・ー… 65， 67 

Cu長ressus funebris … -ー ・ー … ‘ … ……42、 67

lusitanica …一一一-………ー・ '‘ ...67 
禍acraca ，γ.pa. …ー…………....67

semper百zrens …………-・…・ 一一・ 67

farulasa .... .....… … ・…… ーー ...67 

D 

Dacrydium ...45 
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Dacrydium colensoi . 一一 ー・・ ・一回・・・・・・・・・・ 13， 14 

Diρloxylon.. ......…・ .....一..........一 .......・・・・・・・・ 53

Diselma ・ ・ ・ ・ ・・…... ー・・ ・ ・・・ー・・ ...64 ， 65

Douglas Fir ... 一・・ ・田・ ・・ー・ ・ ・・ 田 a ・・・・・・・ 36 ， 42 ， 55 ， 56

E 

Eastern Hemlock ・ー田・・・・ーー・ ・ ぃ ・ ....36, 42 
Larch .......... 一 . . . . . . . . . .・・・・・・回目 ・・ 41 

Red Cedar. ・..一回・ ・・・ ・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・ 36, 43 

Engelman Spruce .........・・ー・田・・・・・…・・・・ー・・ 36, 41, 51 

EuP咜﨎 . ........ ...... ....... ......ー・・ ・回目・・・ ・・・ ・・ 53, 54 

F 

Fijian Kauri.... ......... ......... ...... ........ ... ...... ...46 

Fitzroya .. ...... ...... ...... ....... ........ .....・・・・・・・・・・ 65

Fokienia ・ ・ ・ー .....................63, 64 

Funeral Cypress ・・・ーー・ 一................"・・ .36， 42

G 

Giant Arbor Vitae........ ・ ・・ー ーー・ー・・ ー ー・ ー ...43

Giant Fir. ・・ ー・ ........一ー・ ・・ー........ ・ ・・ ・・ .41

Ginkgo ・・・ H ・ ・・ ・・・ ・ ・・ ぃ・ー ..43

Ginkgoaceae ......................................... .39, 43 

Ginkgo bilova ... ・ 0 ・・ ・・ ・ 0 ・ー・…・・・39， 43 ， 74， 76

Gly ptostrobus ..................・・・ 57, 58, 61 , 62, 63, 76 

Glyjうtostrobus ρensilis .........・62， 76 ， 77

H 
HaPloτ'1 lon ............... ..............ーー・・ .........53

Hard Pine ..... ー・・・・ ・・・ ・ ・ ・ ・ 54 

Hemlock ・・・・・ 0 ・・・ーー ・・・・ ・・ 田・・ ・ ・ ・・・・ .42

I 

Iincense Cedar........ ・ ・ー・・ ・・ 一 ...........36， 43 

J 

Jun伃eroideae … ー 一一..........・・・ a ・ .65

JuniPerus.. …........ ・・ 司・・・ ・ 65, 68, 69 

JuniPerus c/zinensis ..... ............ーー 40, 68, 77 

1ロrocera...... 一一 ー・ ・・ー・ 0 ・・・・・目白 68

rigida ... ・・ .........40 ， 68,77 

virginiana..... .....・ .43， 68, 73, 78 

K 

Kauri Pine .................. ・ ・ ・ ・・・・・ ・・ 36 ， 41

Keteleria ......... ・・ ・・ 0 一.... .47, 48, 49-50 

Keteleria Davidiana …ー一一…一・一… .41 、 49、 79

Foγtunei …一 ……・・ ・ー ・司.........・…・ 49

L 

Larch. ・・ 0 ・ .....・ ・ 0 ・ ・ ー . . . . . . . . . . .ー・回目・ 0 ・・ 51

Larix ......... .................・ 47 ， 50-51 ， 52 ， 54 ， E~

Larix decidua...... ..... .....ー・ ー ・・ ・・白目 E ・ -・ー・・・・50

Gmelini... ..・・・ ・ ・ ・ ・ーー ・・・・目・・・ 50 ， 51

Gmelini var. japonica ..一ー ・・・ 41 ， 50 ， 77

Gmelini var. ρrinciρis ........ ........目・・・・ 41

lal icina ・・目白凶・ ・ ・ "."・・41 ， 50 ， 51

leptoleρis ..・・・・・・・・・・・ ー ・ ・ 39 ， 50, 72, 76 
occidentaris ...ー・・ー・一 - 一 ...41 ， 50, 51 

sibilica... ................. ・・ ー・ ・目・・・ ・ a ・・・ ・ .50

Libocedrus . 目 ・・・・・・・・一回・・・・ a 田 57， 58.60， 64， 65， 68-69

Libocedrus Bidwillii ........ .....・ 59， 69 ， 70 ， 78

decureens ・ 43， 68， 69， 75， 76， 78

macroleρis ................. ....43, 69, 78 
tetr'lgona ..... ー ........・・・ ・ ・・ 69 

Loblolly Pine .............一 ・・・ ・・ ー・・・・ ・・ ー ...36, 42 

Longleaf Pine ..............ー・・・・ ・・ ・ 36， 42

M 
Microbiota ................... ー・・ ・・・・・・ ・ ・司 64 

Microcachrys 目....・・・・・・・・・....・ぃ ・・ ・ ・ ・ 45 

N 

Noble Fir ..・・ ・・・ ・・・ー・・田・回一・田・・・ ー・・一 ....36， 41 ， 47， 48

Norway Pine ...................... ・・・目 ...............42

Spruce ......................一ーー ・・ 41

New Zealand Kauri ........... ー ー・ー・一一4&

。

Oregon Pine...... ...........目 e ・ー .....・ ・・.........・ 42

p 

Pacific Hemlock... ・・・・目・・ 0 ・ 0 ・ー・ ー ーー ・ 42

Parana Pine......... ・・ e ・・・・ ・ 36， 41 ， 45.

Parrya ・・ ・ー ー.. ・ ....................・・・・ 54

Pastard Cedar ............. ............... ........... ...43 

Pherosphaera 田・ー・ー・・ー ー..... ・ ・ 45

Pherosρhaeroideae ....................・ ・・・・ ・ 0 ・・..・ 45.

Phyllocladoideae .........................・ .45

Phyllocladus ・..............・・ ・・ 田・・ ・・・ ・・ ー・・ぃ 45 ， 62:

Picea ・・ ・・・ ・・・47， 48 ， 50 ， 51~53 ， 54， 55 

Picea Abies............. 町... .......... ..... ...... '41 ， 51 ， 53・

bicolor ...... ・ ・ー ・・・・...・・・・ 40, 53,76, 
bicolor var. acicularis .....................51 

Engelmannii ... ...........ー・ー・ ・ 41 ， 51 ， 53

glauca . ・・・・・・・...... ・ e ・ ・ 41, 51, 53. 
glauca var. reflexa......... ・…ー ・・・ ..51

Glehni・目・・・・・田・・・・.........一 ・目 E ・・・・ .40 ， 51 ， 53 ， 76:

jezoensis 回目・回目・・田・・・ ・40 ， 51 ， 53, 73, 74, 75,7ô 

jezoensis var. hondonensis・・・・・・・・・・・ 40 ， 76・
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Koyamai ...... ・・・・・・・・・・・・・目・・ .40 ， 50 , 51 , 53,76 

mariana ・・・ ・・・ ・ ... 一…・ ・ -一 ....41 ， 51 ， 53

抑!orisonicola ..…・・・…一 一 ……ー … ..52 

Maximowiczii ........ ・・40 ， 50 ， 51 ， 53， 76

0百O百ata ..…・……・・…・ー……一 -一一 ......51 

�olita ... ... ー・ ・・ ー・ー・・・・ ・・40 ， 53， 73 ， 75， 76

rubens ............ ・・・・ー ・・ ・・・・・・・・・・・目・ 41 , 53 

rubra …・ ー・-…・………一………・……一 ...51

tar:ifolia ・・ ・ 42, 55, 56, 77 

R 

Red Fir 目・・・田・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・・・ ・・ ・・ ・ .56 

Pine .............................................36, 42 

Spruce ..............................一・ー ・ 36， 41 ， 51

Redwood ................................・・・…...・ 36， 42， 76

S 

sitchensis ・・・・・・・・ ・・ ・・・・・ ・ ・ 41, 51 , 52, 53,77 Sasuna ・ ・・・・・・・・・目・・・・・・・田・・田・・・・・・田・・・・ー........・・ .36， 42

Pinaceae ................................... .39, 41, 47, 57 Saxegothea ・・・・・ ・ ・・・・・・ ・ ・・・・・・ ・ ・ 45

Pinoideae ........................・・・・ ・ ・・ー ・・…47 Sciad�ityaceae ...一・・・・ー・・・・ -…...........・・・ ・・・・ 57

Pinus ・・・・・・・ ・ ・ ・・・・…・ ・ー..........・・・・・・ .53-55 Sciado�itydeae ............…・・・・・・…...........・ ・・・ ・ 57

Pinus banksiana ・・・・・ ・ ・・ ・・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・ .26 Sciado�itys ...…・・・・・・・・・ー・・・・・ ・・ ・・ ・ ・ ・・ 57司 62

densiflora ......... …・ー .....40 ， 54 ， 74， 75 ， 76 Sciadoρitys vertici・IIata .................... .40, 75, 77 
geradiana ・・・・ ・・ ・・ ・ ・・リ・ ・ ・・ 54 Sequoia ..........・・…・・・・・............... .57, 58, 60, 63, 64 

koraiensis ....・…・・・・・・・・・・・・・… 40, 54, 75, 76 Sequoia gigantia... ・・ ・・ー・・ー・・・・・・田・・・・・・・・・...・ 63, 78 

lambertiana... 一・・・・・・・ー・・… ..............41,77 Sequoia semþervirens.. …・42， 59， 63 ， 70 ， 74， 75， 78

monticola ...... ...一 ー・・・・・ー・…・・・・・・ー・・…42， 77 Silver Fir .........一…・・・・ー・ …・・ ・ ・・・ ・ ・ 36， 41

�alustris ...ー・・・・・・ ・・ ・ ・・・ ・・・ '42， 55， 77 Pine .・・ ・・・ ・・・ …・・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ー・ .42

仰rv収ora ... …...・・… ・ ・・ 41， 54 ， 73， 76 Sitka Spruce ……・・…・…………..目・36， 41 ， 51

�arviflora var.ρentaρhylla ・.... .40, 76 Soft Pine ・ ・ ・・…・・ ・・・………・・……ぃ・53， 54

�inaster ... .........…・・・ー・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ .42 Strobus 目・・・・・ 0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・ ・ー ・・ ...53， 54， 55

�inderosa ・・・・・・・ υ ・・・・・・・一..............・ ・・ 55 Sugar Pine.. ー・・ ・ ・ 一... ……・・・…・・・・・・・・・・・・・36， 41

þumila......... …・・・・・・・・・ .............40, 54, 76 Southern White Cedar ........ … ・・・・・ 66， 67， 69

resinosa ... ・・・・・・・・・・・・・・・・・……ー・・ー・・・・ ・42 ， 77 T 

rigida ...一・・・・・田・・・・・・・・・・ υ ・ ・・・ ・ .42, 54, 77 Taeda.............................. 一・・田…・・・・・・・一・・・・・・・54

strobus .. .... .....・・・・ー・・ ・ 42.77 'T' Taiwania ・・・ . . . . . . . . . . . . . . . ー・…・ 57, 58, 59, 63-64 

sylvestris.. ・目・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 42,77 Taiwania cryρotomerioides ……・・・・田・目・・42 ， 63， 78

taeda...... ............ ・・・・・ ・ 42 ， 55 ， 74 ， 76， 77 Tamarack ....................... ・・・・一・ ・ー ........36， 41

Thunbergz� ........................ '..40, 54, 77 Taxaceae ........... ....一・・・・・・・・・ ・ ・ー・・・ 39, 43, 46 

Pitch Pine... ・目白 ・・田・・…....目・ a ・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・ ・・36， 42 Taxodiaceae..... ・・・・・ー・・ 40, 42, 43, 57, 58, 59, 64, 69 

Podocar�aceae ・・・・・・・・・ a ・・回目・・・・・・・ー・・ ・ー・・ ・39， 44， 45 Taxodioi・deae ・・・・・・・・目'目・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・...."......目白57

Podocar�oideae ...........・ ・ ・・・・ ・ ・ー・・・・・・・・・・ .45 Trzxodium.. ....... ... ・ ・・・…・・・・・・ 57, 58, 59, 63. 64 

Podocarρus .................…・ ・ ・ ・・ ・・・・・・・・・・・田 .45 Taxodium distichum ..... ・・・・・・・目・ a ・・ u ・ ・ 42, 48 

Podocarρus chilinus ...... ... ...... ...... ...一..・・・ ・ 29 Taxus ............... ・・ー・・・・・・田・・・.....................・ 43， 44

dacrydioides ......... ............... ...67 Taxus cus�idata ・・ ・ ・・・・・目・・目・・・ ・ ・39 ， 73， 76

macroþhyllus.........39, 45, 73, 74, 76 cus�idata var. luteo.baccata .. ....... ...44 

macroρhyllus var. Maki ...…・・・45 cusρidata var. nana … . . . . • • . . • . . • . . ・・・・ 44

Nagi ............... ......39, 45, 67, 72, 76 Tennesee Red Cedar .. …・…・・・・ ー・ーー .......43

Port Orford Cedar............... 一 一・・・・ ・・・・ー・ ・・ 42 Tetraclinis ー ・・・ ー・・ー . . . . . . . . • • • .・ ・・ー・・・田・・・・・ ー・ ・・65

P. O. White Cedar..・… ・ ・ ・・・・・ ・一一・・・ 42 Thuja... ... ... ..... ....57, 58, 59, 60, 61, 63, 65, 69-70 

Pseudolarix ... …・ ・ …一...... ……・・・・……47.48 Thuja occidentalis ...... ..... …. .43, 60, 69, 70, 78 

Pseudotsuga ... ・リ ・・・・・・・・・・…・・… .47， 54， 55-56 orientalis …一・・・ ・ 一 一 ............43, 69, 70 

Pseudotsuga jajうonz・ca.............. .40, 55, 56, 74, 77 ρlicata …ー …・……・・ ・・ 43, 59, 69, 70, 78 
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Sieboldii ........ ...目.. . . . . . • . • . .目・・・回目一回 ・・・・ 59 V 

Standishi .. .....・・・・ .40 ， 60 ， 69， 70 ， 74 ， 75， 77 Vanikoro Kauri ...... ..... .... ...... ・・ ・ •..•• ・ 46

Thujoideae ・.......…・ぃ… - ・・・・ 一 ....65 W 

Thujoρsis...........................57， 58, 60 , 65, 70-71 West Coast Hemlock .............................…・42

Thujopsis dolabrata ................目・・・・回目・ 40 ， 70 ， 77 Western Hemlock ......... ... ・ ・ ・・ .36, 42 

dolabrata var. Hondai ・・ 40 ， 70 ， 77 Larch ・・・ ・・・ ・ ・・・ ・ ・・・ー・・ .36， 41

Torreya.. …..................・・・…田・・目・・・ a ・・ ・・.....・ 43, 44 Pine..... ・・.......・ ..・・・・・・ 0 ・目 e ・・・ ・・ ・・ ・ ・ 42

Torreya grandis ・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・ ・・・ ・ ・ 44 Red Cedar.... 目.... ・ー・ ・ー・・ー・・・・目・ 36， 43

ηuczfera ............ ・ ・・・ 却， 44， 73， 76 White Spruce ......... ・・・・・・・・目・・・・・ 51 

nucifera var. macrosperma ・ ・ ・ 44 White Cedar............ ー・・・ ・ー ー・ ・・ー・・・・・・・・・ 0 ・ 36， 43

nucぴera var. igaensis …..目…・・…・…44 Fir ………・回目目・…田............……36， 41 ， 47 ， 48

nuczfera var. radicans... 一 一・・ 44 Pine .........................................・ 36 ， 42

ta幻'folia 目・ H ・ H ・，.…・………・…...・ H ・目 ....44 Spruce …・・ υ …田…・・・一-一・… ... ・・・ 36, 41 , 51 

Tsuga … ・ ・…・・・…...........・・・・・・・・・・ H ・ 47 ， 56-57 Widdringtonia ・・・・・・ ・ ・ ・・ーー・目...・・・・・・ 65

Tsuga canadensis ….................・・・・・・・・・・・・・Ü ， 56 Y 

diversifolia …....・ H ・....……・・・ '40 ， 56 ， 77 YelIow Cedar ......……・・・ ・ー ・・・・ ・ ・ 36, 43 

heteroPhylla .......一一-一…・・ ・日目42， 56， 77 Fir ・..一…・・・・・・…・・・・・・・ ー・ ・ ー・・・・・・・一 …56 

Sieboldii ..・一 ・・・・・・・ ・ 40 ， 56 ， 73 ， 75 ， 77



-Plate 1 

Fig. 1 Fig. 2 

Fig. 3 Fig. 4 



-Plate 2-

Fig. 5 A Fig. 5B Fig. 6 

Fig. 7 Fig. 8 



- Plate 3-

Fig. 9 
Fig. 10 

Fig. 11 Fig. 12 



- Plate 4-

Fig. 13 



-Plate5-

Fig. 17 Fig. 18 



- Plate6 ー

Fig. 21 Fig. 22 

叡
室
長
手
i
r

必

申照

Fig. 23 Fig. 24 



- Plate7 一

Fig. 25 Fig. 26 

Fig. 27 Fig. 28 



- Plate8-

Fig. :;9 Fig. 30 

Fig. 31 Fig. 32 



-Plate9-

Fig. 34 

Fig. 35 Fig. 36 



- Plate 10-

Fig. 38 

Fig. 39 



-Plate 11 ー

Fig. 41 Fig. 42 

ih t 

「

望 書 、 書>>
4 

,i 
~I 

Fig. 4.3 Fig. 44 





-Plate13-

Fig. 50 Fig. 51 Fig. 52 

Fig. 53 Fig. 54 Fig. 55 Fig. 56 

Fig. 59 Fig. 60 

Fig. 61 Fig. 62 Fig. 63 

Fig. 66 Fig. 67 Fig. 68 



- Plate 14-

Fig. 72 Fig. 71 Fig. 70 Fig. 69 

Fig. 76 Fig. 75 Fig. 74 Fig. 73 

Fig. 80 

時件以乙1

~... ，.._..._.. ~， 噌 吋司吋令サ恥時 、.. 

向ヶ…f叩脚内ド

ーP争時4肝守町叩町千巧

Fig. 77 

Fig. 8::; 

嶋岡崎・・・咽同柳田噂旬帽剛、

Fig. 82 

1
4
1
3
r
l
ト

i
i

い

J
U
1
p
m

L
什
M
t
i
M
I
l
l
-

;

一i
l
J
1
1
4
1
h
l
i礼

F

-
h
r
川
1

門前俳マ期間....γ即門戸時勾明軒町向

...... 明暗軍帯"""'"守可で~

開祖国制覇麹蜘醐-':".1

Fig. 85 



-Plate 15-

Fig. 88 Fig. 89 

Fig. 92 Fig. 93 Fig. g~ 

. 

F竑. 96 Fig. 98 Fig. 99 

Fiσ . 101 Fig. 102 Fig. 103 

Fig. 104 Fig. 107 



-Plate16-

Fig. 108 

Fig. 112 Fig. 113 

Fig. 116 Fig. 117 

Fig. 120 Fig. 121 

Fig. 124 Fig. 125 

て}ーふ~~陣陶幽

Fig. 110 

Fig 、 114

Fig 

Fig. 122 

豆、

Fig. 126 

Fig. 111 

Fig. 119 

Fig. 123 

ユ

Fig. 127 


